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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　いつの頃ころからだろうか。

　幼女との友情は成立しない──

　周囲にそう囁ささやかれ、冷めた視線を浴びせられるようになったのは。




「なあ、寺てら原はらは彼女とかいないの？」

　ふいに、ヤンキー交じりの女子高生から話題を振ふられる。

　俺は下手へたな愛あい想そ笑わらいを取り繕つくろいながら「別にいないぞ」と淡たん泊ぱくに切り返した。

「えーっ!?　寺原くんに彼女いないとか絶対ウソだよねぇ。ウチが立候補しちゃおっかなーっ？　クールで寡か黙もくなイケメンって超ちようタイプみたいなぁ☆」

「アンタみたいなビッチは寺原に釣つり合わないね！　アタシはこう見えても一いち途ずだし」

「店員さーん、インスタ用にわたしたちを撮とってくださーい♪」

　放課後のファミレス──派手系なメイクを施ほどこし、綿わた菓が子しより軽そうな喋しやべり方をする女子高生三人に囲まれながら、俺はコップに注がれているジュースを啜すすっていた。

　両りよう腕うでに絶え間なく与あたえられる刺し激げきは、女子特有の感かん触しよく。彼女たちは会話を振る度たびに密着してくるため、胸むな元もとに備わった柔じゆう肉にくがぐにゃりと形を変えた。

「アンタ、この間バーベキューしたとき男と消えただろ！」

「ウチ、そんなのいっぱいありすぎて覚えてなぁ～いみたいな☆」

「このパンケーキ、やばぁいです！　インスタにソッコーあげちゃったんですけどー♪」

　ヤンキー口調のヤンギャルさん、男がいないと物足りないビッチさん、ＳＮＳ大好きインスタさん。高校の同級生ながら今まで接点はなく、共通の知人である幼おさな馴な染じみから半ば強ごう引いんに紹しよう介かいされたので、仕方なく歓かん談だんしている。

　今さらだが、こいつらのスカート短すぎだろう。ビッチさんの純白な太ももとヤンギャルさんの日焼けした太ももが、常に俺の太ももと擦すれ合ってしまう。

「ウチってぇ、常に恋れん愛あいしたい人なんだけどぉ、この会いたくて震ふるえながらどうぞよろしくするウチの取り扱トリい説明書セツ、寺原くんなら分かるでしょぉ？」

　知りません。

「男が炭火で肉を焼く姿にアタシは惚ほれるんだよーっ！　インドア系とか色白もやし男は論外っつーか、男はレゲエで砂すな浜はまでビッグウェーブだね！」

　もっと知りません。

「まだパンケーキ食べないでくださ～い！　オシャレなトモダチとこれからパンケーキランチって盛り盛りきゃわわアピールでインスタ女王になるんですぅ～♪」

　一人だけベクトルが違ちがう系のバカ。

「寺原くんの趣しゆ味みってなにぃ？　休みの日は何してるのぉみたいな質問してもいい？」

　前かがみで質問してくるビッチさん、ガード緩ゆるすぎ問題。ワイシャツの胸元ボタンをかなり開放しているため、深い胸の谷間と派手なブラが覗のぞき込めてしまう……。

「広いところを走ったりする。海に行ったりキャンプしたりもする」

「アウトドア系は最高だね！　アタシはタオルをぶん回す系の男が大好きなんだ！」

　大おお股またを広げながら、腕を回す仕草を披ひ露ろうしたヤンギャルさん。尻しりを突つき出しながら、会話の風景を通信端たん末まつで撮さつ影えいするインスタさん。

　気を付けろ。周囲の男どもがチラ見で狙ねらっている。股下数センチのスカートから覗きそうなＪＫパンツを、瞳ひとみに焼き付けようと試行錯さく誤ごしているぞ。

「寺原くん、どうしたの～？　誰だれか知り合いでもいたみたいな～？」

「いや、なんでもない。そ、それより、週末はどんなことをしているんだ？」

　適当な愛想笑いと相あい槌づちを打ちながら、ぎこちなくもそれっぽい会話を交ぜ込む。

　恋愛絡がらみの話題で、わっと盛り上がる俺たちのグループ。いや、俺以外は……か。

　愛想笑いや苦笑いを繰くり出し過ぎて、頰ほおの筋肉が攣つりそうになるくらいだ。

「このあとはどうするー？　ウチの取り扱トリい説明書セツてきに、カラオケとかゲーセンに行いきた～いみたいな☆」

「それなら『ＶＲ─Ｄセンター』でも行いかない？　こっから遠くないし、アタシも前から行ってみたかったんだよ！」

「わたしもさんせいでーす♪　人気スポットで遊ぶカワイイＪＫ軍団をアピールしたいですしぃ～♪」

　これはいけない雰ふん囲い気き。非常にマズい流れだ。

　断らなければ。何か理由を捻ひねり出して、自然に退散しなければいけない。

　こいつらとは絶対に行きたくない場所なのに、身体からだの芯しんに根付く〝とある衝しよう動どう〟が俺の建て前を捻ねじ曲げる。

「もちろん寺原も行くよね？　ここで付き合えねぇほど空気読めなくないよねー？」

　ヤンギャルさんにガッチリと肩かたを抱だかれる。三人の中で一番と推測できる豊満な果実が押し付けられ、柔やわらかすぎる極ごく上じようの感触が視界を塞ふさいだ。

「……ああ」

　ヤンギャルさんの圧力（と胸）が俺の精神力を上回り、ついに愚ぐ行こうを犯おかす。

　自分の首を絞しめる相槌を。

　高校生になったら、二度と足を踏み入れないと決意していたのに──





※






　俺たちは、渋しぶ谷やの中心街に佇たたずむ築浅ビルへ移動した。

　その名も──すまいるすてーしょん渋谷スクランブル店。

　ヴァーチャルリアリティ専用ゲームセンターであり、フルダイブ機能が備わったＶＲ─Ｄという特とく殊しゆチェアが、フロア全体に五百席ほど設置されている。

　まず出で迎むかえてくれるのは、一階の傍ぼう観かん者しや専用ロビー。大型の液えき晶しよう端たん末まつを覆おおい囲むような女子小学生の輪は『とある対戦ゲームの映像』が流されている画面に見入っていた。

「うっわ、ＪＳ多すぎ！　やばいっしょ！」

「子供向けのＶＲゲームが流行はやってるみたいなぁ☆　なんていったっけ？　ゴスミン？」

　それを野や次じ馬うま気分で眺ながめるヤンギャルさんとビッチさん。聞きかじった薄うすい知識だからか、ゲーム名を言い合っては見当外れだった。

　むず痒がゆい。心臓が猫ねこじゃらしで撫なでられているかのように。

「ウチらはちょっとムリみたいな感じあるよねぇ～☆」

「子供向けのゲームやる年ねん齢れいでもないし！　同級生とか見かけたらドン引きっつーか」

「見かけたらネットに晒さらしちゃいましょうよ♪」

　そう言いながら笑い合う女子高生だが、俺は焦あせりと苛いら立だちが限界を迎えようとしていた。取り繕っていた愛想笑いの仮面も、ひび割れる二歩手前。

　我が慢まんだ。それが一いつ般ぱん人じんの……同年代のスタンダードなんだ。

　そう自分に言い聞かせながらも、密ひそかに聞き耳をたてていると、

「《吸血ブラツド女王クイーン》は今月も負けてないんだってーっ！　渋谷じゃもう勝てる子いないよねぇ」

「わたしも楓かえで様みたいな『救世主ゴスロの幼女リスタ』になりたいよう」

　赤やピンクのランドセルを背負う幼い声が、賞賛の台詞せりふを並べている一方では……。

「いじわるな楓ちゃんなんてやっつけちゃえーっ！」

「ゴスキュアはみんなで仲良く遊ぶものだーっ！」

　対たい抗こう馬ば的てきな女子小学生も少数ながら声を張り上げていた。




『──あーっはっはっはぁーっ!!　女王の前にひれ伏ふせ愚おろか者めぇーっ!!』




　注目度ナンバーワンの画面から響ひびき渡わたったのは、高こう慢まんや愉ゆ悦えつが結合した甲かん高だかい音声。

　無数のフリルが施された深しん紅くのドレス──正式にはゴシック＆ロリータと呼ばれる服装を纏まとい、可か憐れんに宙を舞まう少女が映されている。

　いや……少女と呼ぶにはあどけなく、未成熟な身体と顔つきの幼女だろう。

　幼女の憎にくたらしい嘲ちよう笑しようから零こぼれる鋭えい利りな犬歯は、西洋の吸きゆう血けつ鬼きを連想させる。人間の柔やわ肌はだなど造作もなく貫つらぬけるほどの尖せん鋭えいさは〝女王の牙きば〟と呼こ称しようしたほうが適当かもしれない。

『──くっ……！　しつこい……！　本当にしつこいですね！』

　高笑いを絶やさない吸血鬼幼女に追われているのもまた、見慣れたゴスロリ服を着た銃じゆう使つかい幼女。眉まゆをひそめた不ふ機き嫌げんな表情は、望まぬ状じよう況きようであることを表す。

　あの銃使い幼女を……あのカードを俺は知っている。

　両手に握にぎられたリボルバー式の銃から、陽炎かげろうが渦うず巻まく焰ほのおを撃うち放つ勇ゆう敢かんな姿。

　銃使い幼女の正体は、もしかして──

「寺原くんも一いつ緒しよにＶＲサッカーやろうみたいな流れなんだけどぉ」

　ビッチさんに話しかけられ、両肩がビクリと痙けい攣れんした。

　我を忘れ、ついプレイ画面に見入っていたらしい。

「い、いや、俺はゲームとかあまりやったことがないから、最初は見学していたい」

「ＶＲゲーム初心者な感じなんだぁ。それじゃあ、ウチらが先にプレイしてくるねぇ☆」

　俺は一階に留とどまり、女子高生たちは二階の一般プレイエリアへ。

　そういえば……あいつらはユーザー登録をしているのか？　初めて利用する客は、一階のインフォメーションか、手持ちの通信端末でユーザー登録しないと遊べないのに。

　所しよ詮せん、まともに会話したのは今日が初めての極薄な関係だからな。

　俺が心配することじゃないし、早くこの空間から立ち去らないと危険な展開に──




「あっ、ハジメお兄ちゃんだぁ！　ひっさしぶり～♪」




　…………!?




　冗じよう談だん抜ぬきで、心臓が大きく跳はねた。

　声こわ色いろを弾はずませた女子小学生の反応を合図に、わらわらと寄ってくる周囲の女子小学生たち。その無む垢くで汚けがれなき瞳は、喜びの感情が凝ぎよう縮しゆくされているように思える。

　危険な展開は数秒後に訪おとずれたのだ。顔かお馴な染じみ……しかも、小学生に発見されてしまうという痛つう恨こんの大失態によって。

「よく高校生になれたね～。奇き跡せきだよぉ～」

「本気で勉強すれば余よ裕ゆうだ。それより……身動きが取れないんだが」

　ちょっと集まりすぎだ。足元が女子小学生の群れで固められてしまう。

「うわぁ！　《降エン臨ジエ天ル・フ使オール》が帰ってきたぁ！」

「これで勝てる！　《吸血ブラツド女王クイーン》に勝てますよぉ！」

　そして、浴びるのは喝かつ采さい。一部の子供は瞳を輝かがやかせながら、薄い胸を期待に膨ふくらませた。

「静かにしてくれ……頼たのむから。今は同級生の付き合いで来ただけで……」

　俺の言葉など、まるで聞いていない。

　知り合いを邪じや険けんに扱うのも心が痛むし、女子高生もまだまだ戻もどってこないと思うので、

「今、どういう状況なんだ？」

　少しばかり事情を窺うかがうことにした。

「うーんとねぇ、知らない女の子と《吸血ブラツド女王クイーン》がケンカになって『ゴスキュア』でバトルすることになったんだって～」

「なるほどな。それにしても、あの『暮くれ無ない楓』に喧けん嘩かを売るなんて無む謀ぼうとしか言えない」

「でも、新人さんもがんばってるよ～？　《吸血ブラツド女王クイーン》の攻こう撃げきをかわしてるし～っ！」

「ふっ……お前らもまだまだ未熟なお子様だな」

　ええーっ？　と頰を膨らませながら、俺の下半身をポコポコ叩たたいてくる小学生たち。

　画面に表示されているタイムカウントから察すると、バトル開始からまだ二分程度しか経過していない。

　しかし、吸血鬼幼女が相手を背後から追走する姿は、獲え物ものを弄もてあそぶ王者の風格。

　銃使い幼女は手も足もでないどころか──威い嚇かく的てきな追撃を浴びせられながらワザと逃にがされているのだ。

『──あっ……いやっ……やめて……ください……んっ……あっ……』

『──みんな見ているの。画面越ごしに……アナタの蕩とろけた顔と喘あえぎを！』

　捕とらえた銃使い幼女の首を絞めたり、首元へ嚙かみ付いたりする卑ひ猥わいな行こう為いが、屈くつ辱じよくと恐きよう怖ふを存分に刻みつけている。

『──わたしは……貴女あなたの手に屈くつしたりなんか……やっあっ……う、はぁ……』

　激しい戦せん闘とうにより、衣い装しようの数ヵ所が破れていた銃使い幼女。吸血鬼幼女の吸血ドレインで生じた吐と息いきにも艶つやが混じる。

　直接的な性行為ではないし、エッチな部位の露ろ出しゆつも少ない。

　……それでも、これは親おや御ごさんには見せられないな。

　百合ゆり系の児童ポルノとして摘てき発はつされても文句は言えない。

　俺の隣となりで鑑かん賞しようしていた小学生たちも「ひゃああああ……!?」と狼狽うろたえながら、小さい手で顔を覆っている。

「ぐへへ……。ゴスロリようじょのエッチな姿をウォッチング……たまらんのう」

「最高ですな。ご褒ほう美びを恵めぐんでくれる楓様には一生付いていかねば」

　卑猥な生放送の鑑賞が目的なのか、ロビーには成人の男も数人ほどいるが……。

「ウォッチおじさんたち、今日もいるぅ……」

　引いている女子小学生の反応を受けて「ふぉおおおおおおおおお！　いやっほおおおおおおおおおおお！」と、さらに興奮する鑑賞専門の男ども……いや、ウォッチおじさん。

『──ぽぽぽ。警護モード、要警けい戒かいレベル。不ふ審しん者しやを撃退シマス』

「うぎゃあっ!?　退たい避ひぃいいいいいいいいいいいいいいいいいい！」

　威嚇用のゴム弾だんで狙そ撃げきされ、リュックサックを盾たてに後退していくウォッチおじさん。

　警備用オートマトンが店内を巡じゆん回かいしているため、このような変態どもは女子小学生に近づくことさえできない。だからこそ、小学生を鑑賞するウォッチ行為に勤いそしんでいるのだ。

　こういうロリコンのせいで規制が強化されるし、俺も肩かた身みが狭せまくなるんだよ。

　まあ、それはともかく……。

「暮無楓……いや《吸血ブラツド女王クイーン》は遊んでいるのだろう。これは、もはや見せしめだ」

　奮戦に見え隠かくれする圧あつ倒とう的てきな実力差。

　歪ゆがんだ優ゆう越えつ感かんによる公開処しよ刑けい的てきなバトルは、子供の娯ご楽らくという概がい念ねんを貶おとしめる。

「そういえば、お前らはゴスキュアの順番待ちか？」

「ううん？　楓ちゃんの〝派は閥ばつ〟じゃない子はイジワルされちゃうんだぁ。逆らうと怖こわいし、大人しく観みてるだけ……」

　画面へと視線を移し、意い気き消しよう沈ちんしてしまう小学生たち。

　今まさに、屈辱の姿を晒されている銃使い幼女が具体例なのだ。

　許せない。俺の数少ない『本当の友人』と呼べるこの小学生たちは、武力行使や政治的圧力により故郷を追われた難民と同じだ。

　幼女向けの対戦型ゲームは健全に仲良く遊び、自己中心的な言動で他人に迷めい惑わくをかけてはいけない。ましてや、ゲームの強さが現実の序列に繫つながってはならない。

　小学生のマナーを嘲あざ笑わらう凶きよう行こうは許せないし、なにより……しつけが足りなかった。

「数少ない友人たちが悲しんでいるのを見過ごせない」

　だから俺は、小学生でもないくせにこの場所へと帰き還かんしたのだ。

　俺はポケットに忍しのばせておいた二百円を指の隙すき間まに挟はさみ、眼前に掲かかげると──

「ハジメお兄ちゃん……まさか!?」

　小学生たちは驚きよう愕がくの声を共鳴させる。

「まだ高校で友達できてないんだぁ……」

　そっちを悟さとってはいけない。憐あわれんでもいけない。お兄さんとの約束だ。

「社会に順応するべく勉強していたが、どうやら俺はここでしか生きられないらしい」

　本当の意味を悟ってくれた友人たちを背に、俺はゆっくりと一歩を踏ふみ出す。

　女子高生と遊んでいた日常は、俺にとっての非日常。

　やはり、この場所こそが──俺のホームグ日常ラウンド。ノーゴスキュア・ノーライフ。

『ここは〝ＪＳプレミアムエリア〟だよっ♪　ワンプレイは二百円、プレイ推すい奨しよう時間の二十分が過ぎたら、次のお友達と交代しましょう♪　譲ゆずり合いの精神は大切だね♪　マナーを守って楽しいゴスキュア♪　チェンジングゴシック！　クロスオーバー！』

　俺が近づいた途と端たん、マスコットキャラが注意やマナーをアナウンス。一階に併へい設せつされている特とく殊しゆな部屋は、電子的な壁かべ板いたで仕切られた座席が百席ほど並ぶ。

　意識と仮想空間を繫ぐアブソーバー規格や脳波設定の関係上、ＶＲ─Ｄは大人用と子供用があり、女子小学生はＪＳプレミアムエリアの百席ほどしか使用できない。

　……というのは店側の建て前であり、大人と女子小学生を別々にすることで性犯罪行為を防ぐ意味合いが強いのだ。

　裏を返すと、一部の女子小学生がプレイを独どく占せんできてしまうＶＩＰルーム。

　入り口の両りよう脇わきには見知らぬ女子小学生二人が、しかめっ面つらで立っていた。

「この区画は『ＪＳプレミアムエリア』なので、女子小学生専用です!!　おじさんは帰りなさい!!　ハゲっ!!」

　道を塞ふさがれたと思いきや、あどけない怒ど声せいで叱しかられる。

　おじさんって……!?　まだ高校一年生なんですが……ハゲてもないですが……。

　嗚あ呼あ、地味に胸が痛い。挨あい拶さつ代がわりの精神攻撃を受けて心が砕くだかれそうだ。

「あの子たちにもＶＲ─Ｄ使わせてやってほしいし、プレイ中も集中狙ねらいのような意地悪はやめてほしい。マナーを守って楽しいゴスキュア、というアナウンスも流れている」

　俺の忠告は、背後に佇たたずむ除のけ者幼女たちを遠回しに擁よう護ごする。

「あの子たちは楓様の派閥《絵本の魔ま女じよ》じゃないので後回しですよ。〝派閥〟のメンバーが強くなるには、いっぱいプレイしないといけないので」

「それは自己中心的すぎないか？　他ほかの子供たちが可哀かわいそうだろう」

「そうだ！　そうだぁ！」

　いつの間にか、俺を先頭に集つどっていた除け者の小学生軍団。幼女のレジスタンスを率いている救世主みたいな視線を、周囲の老ろう若にやく男なん女によから突つき刺さされる。

　正直、目立ち過ぎた……。しかし、今さら引き下がれる空気でもない。

「大人のくせに女子小学生とつるんでるんですかぁ？　他に友達いないんですかぁ？」

「…………俺に精神攻撃は通用しない」

「……ぷっ、クスクス。ほんとうですかぁ？」

　小学生に笑われながら煽あおられ、内心は動どう揺ようしてしまう……。

　相手の女子小学生はなぜか距きよ離りを詰つめてきて、

「おむね、ドキドキしてますよ？」

「…………!?」

　耳元での湿しめっぽい囁ささやき。そして、俺の左胸を服の上から指でなぞった。

　細くてしなやかな指で、だ。

　大人ぶった色気を醸かもし出す小学生が、不自然に密着してきたせいで、謎なぞの背徳感や焦しよう燥そう感かんが襲おそい掛かかってくる。

　しかし、挑ちよう発はつや圧力に屈してはいけないとばかりに、

「お前たちなんて、ハジメお兄ちゃんがやっつけちゃうんだからーっ！」

「ハジメお兄ちゃんが戻ってきてくれたんだもん！　《吸血ブラツド女王クイーン》の天下もここまでだ！」

「いや、ちょっと待て。俺は説教してやろうと思っただけで……」

　有り難がたみのない援えん護ご射撃。逃げ道が──どんどん塞がれる。

「もしかして、ゴスキュアで遊んでいるゴスキュアおじさん的な人ですかー？　大人の男がこんなところで遊ぶなんて、気持ち悪いんですけどー」

　相手の女子小学生が発した究極の煽り文句。

　一度は鎮ちん火かし、湿りきっていた導火線に火を点つけるには充じゆう分ぶんすぎた。




「好きなことして遊ぶのに、年ねん齢れいや世せ間けん体ていを考える馬ば鹿かがいるかよ」




　一時的にふっきれた俺がキメ顔で放った一言は、相手の小学生を怯ひるませた。

　俺の背後にいた除け者の小学生たちは、右手を上げながら歓かん声せいを上げる。




　そして、すぐ側そばに佇んでいた女子高生三人は──ドン引きしていた。




「ち、ちがっ!?　これは……友人と遊んでいただけで！」

　血の気が引いた俺が弁解しようとするも、時すでに遅おそし。恐おそらく、インフォメーションでユーザー登録するために戻もどってきたのだろう。

　女子小学生に囲まれた状じよう況きようで発した台詞せりふは、もはや釈しやく明めいの余地すらないのは明白だった。

「男子高校生が『ＪＳと友達』って言い張るのは厳しいだろ！　それなりのツラで彼女がいねぇ理由が分かったっつーか……守しゆ備び範はん囲いがＪＳだったのな……」

「ある意味、人生がアウトドアみたいなぁ……。子供が好きな男も嫌きらいじゃないけどぉ、永久保証のウチでもどうぞよろしくできないっていうかぁ……」

　必死にオブラートへ包むヤンギャルさんとビッチさんだったが、インスタさんは硬こう直ちよくしている俺の肩にポンッと手を置き、

「ロリコン寺原くんの写真、インスタにあげちゃいました♪」

　流星が降り注ぎそうなウインク。ロリコン、という単語に絶句した俺は言葉を失う。

　インスタさんのＳＮＳには、俺が女子小学生と抱ほう擁ようしていると誤解されても不思議じゃない写真がアップされていたからだ。

　同じクラスのフォロワーを中心に、瞬またたく間の拡散は不可避。

　入学から一ヵ月で、コツコツと築き上げたクール＆アウトドアな男前キャラ。

　それが儚はかなくも崩くずれ去ったのだ。

「ふふ～ん。ざまぁ」

　ゲス顔の女子小学生。

　俺の関係者らしき女子高生が近くにいること知っていて、過か剰じようなスキンシップを!?

　こいつらは女子小学生という生易しい生き物じゃない……ゲス幼女だ。

「ゲスが…………ゲス幼女がぁああああああああああああああああああ！　あいたっ!?」

　俺の激げつ昂こうを自動察知したオートマトンに、足のスネを目め掛がけてゴム弾を発はつ砲ぽうされた。

　威い嚇かく用とはいえ、ジワリと痺しびれが残るくらいの絶ぜつ妙みような威い力りよく。

　ゲス幼女に見下ろされながら蹲うずくまる光景は、想像以上に情けなさすぎる。

「きゃああ、おじさんこわーい。そしてキモーい。かえれかえれー♪」

　けらけらと嘲あざ笑わらってくるゲス幼女。

　やはり、俺は大人への階段を登ることが難しいらしい。

　それどころか、世間一いつ般ぱん的てきな交友関係や恋れん愛あい関係すら構築するのは難しいだろう。

　それが〝想定〟から〝確信〟に変わっただけでも、今日は有意義な社会勉強だった。

　絶対に楽しいんだ。

　自分を偽りながら同年代と遊ぶより、ゴスキュアで遊ぶほうが。

「……もういい。猫ねこを被かぶるのは完全にやめだ」

　聡そう明めいな眼まな差ざしを取り繕つくろった俺が〝ゴスキュアカード〟を見せつけると、

「ふぁあっ!?　この男……ただのゴスキュアおじさんじゃない……！」

　ゲス幼女は我が目を疑い、小さい口から飛び出たのは驚愕の叫さけび。

「普ふ通つうの人生を生いけ贄にえにし〝すまいるすてーしょん〟の《降エン臨ジエ天ル・フ使オール》は再び舞まい降りた！」

　高らかに宣言した俺は、拍はく手しゆ喝かつ采さいを背負いながら一般プレイエリアへ颯さつ爽そうと走り出す。




　電子的な板いた壁かべに仕切られたフルダイブ専用チェア──ＶＲ─Ｄ。

　機種によりプレイできるゲームが限定されているため、人気ゲーム対応のＶＲ─Ｄは順番待ちが目立つ。

　その中でも別格なゲームがあった。幼女向けにも拘かかわらず、いい歳としこいた大人の男性プレイヤーも絶えない。

　通つう称しよう『ゴスキュアおじさん』が大量生息する最強コンテンツではあるが、

「やけに空席が目立つな……」

　脳のう裏りに焼き付いた一般エリアとは異なる雰ふん囲い気きに違い和わ感かんを抱いだく。

　該がい当とうゲーム対応のＶＲ─Ｄに、順番待ちの列がないなんて。

　ゴスキュアおじさんたちはプレイをしていない。休きゆう憩けい所にたむろってはカードを交こう換かんしたり、アニメの雑談をしているだけだった。

「おお、《降エン臨ジエ天ル・フ使オール》じゃないか！　久しぶりだね！」

　俺に気付いた大たい概がいの連中は煙けむたそうな態度をとるものの、一人のおっさんは話しかけてくる。お互たがいに名前は知らないが、健全なプレイヤー同士の顔見知りだ。

「珍めずらしいですね。おっさんがプレイしていないなんて」

「いや～……プレイしたくてもできないっていうかね」

　たはは、と可愛かわいくもない困り笑いを覗のぞかせたおっさん。

「《吸血ブラツド女王クイーン》の派は閥ばつによる〝おじさん狩がり〟が横行していてね……。僕らみたいなゴスキュアおじさんは、ゲーム内で真っ先に狩かられてしまうんだよ」

　遠い目のおっさんが見上げた視し聴ちよう用プレイ画面には、現在進行形で行われている無数のバトルが中ちゆう継けいされていた。

『──楓様の紅ブラ漆ツデ喰のイ・カ古城ツスルを汚けがすクズめ。平日の昼間に女児向けゲームで遊んでいる貴様の人生は、さぞかし悲ひ惨さんなのだろう』

　黒い翼つばさを生やしたゴスロリ幼女の踵かかとに、グリグリと踏ふみつけられている相手のゴスロリ幼女。煽られながら頭を踏まれている顔は、なんだか幸せそうにも見える。

『──ぎぶあっぷ☆するなら、完全敗北だけは勘かん弁べんしてやる。これは《絵本の魔女》の良心であり、最後通告だ』

『──堕ルシ天フア使ー、ゴスキュアおじさん相手に遊ぶ必要はないの。気持ち悪い豚ぶたどもは私たちに攻こう撃げきされると喜ぶらしいから、一いつ瞬しゆんで消し去りなさい』

『──わかりました』

　吸きゆう血けつ鬼き幼女とボイスチャットを交かわした後、堕天使と呼ばれる黒こく翼よくの幼女は相手を葬ほうむり去った。無む慈じ悲ひな黒い槍やりを、躊ちゆう躇ちよなく突き立てる冷れい酷こくさで。

「一瞬でやられたぁああああああああ！　アカウントが凍とう結けつされちまったよぉ……」

　程ほどなくして一般プレイエリアから去っていくのは、冴さえないおっさん。

　一般プレイエリアからログインしたプレイヤーは、キャラに表示されるカーソルの色で識別できる。小学生になりすまそうとする大人の悪わる巧だくみから、無む垢くな子供を守るためだ。

　その仕様を逆手に取った女子小学生たちに、ゴスキュアおじさんはピンポイントで狩られているのだ。

「くっそー……。楓様か堕天使ちゃんに、煽られながら踏みつけられるのが唯ゆい一いつの楽しみだったのに……」

　こういう輩やからとは一いつ緒しよにされたくない。本気で自重してほしい。切に願う。

「《吸血ブラツド女王クイーン》はワガママで好き嫌いが激しいんだ。僕らみたいな普通のゴスキュアオタクでも、ロリコンおじさんと同じカテゴリーなんだろうなぁ……」

　自じ虐ぎやく的てきに笑う知人のおっさんに同情するわけじゃないが、幼女向けゲームが好きな男は変態でロリコンという世間の風潮は根強い。

　まだ十五歳の俺ですら、怪け訝げんな視線や嘲ちよう笑しようを向けられることがあったからだ。

「俺がいない半年の間に〝すまいるすてーしょん〟は随ずい分ぶんと荒あれてしまったようですね」

「ま、まさか戦う気かい!?　君はブランクがあるし、今の女王は恐ろしいほど強いよ!?」

　忠告してくれるおっさんだが、俺はＶＲ─Ｄへ歩み寄り、速すみやかに投入した。

　戦うための権利を得る対価として支し払はらう──正義の二百円を。

「純じゆん粋すいに楽しむ大人の力を、大人ぶったゲス幼女共に見せてやる」

　俺はそう言い残し、空席となっていた【Ｎｏ１】のＶＲ─Ｄへ腰こし掛かけた。

　電子ウィンドウには『こんにちは！　操作方法を教えるよ！』というスタートガイドが表示されているのだが、手て馴なれた手付きでスキップ。

　臀でん部ぶに馴な染じんだ座り心ごこ地ちを堪たん能のうするヒマもなく、アカウントＩＤとパスワードを入力し、網もう膜まく認にん証しようを済ませる。

　座席の形状が複雑に変化し、デジタルな発光現象が発生。ゴスロリ天使のイラストが描えがかれたカードをセットした。

　ふつふつと湧わき上がる高こう揚よう。汗あせが滲にじみ出るほどの緊きん張ちよう。

　犇ひしめき合う老害感と使命感を胸に、高らかに叫ぶ。




「チェンジングゴシック！　クロスオーバー！」




　今日だけ……一日限定と自分に言い聞かせながら、半年ぶりに舞い戻ったのだ。

　プレイ対象年齢、十二歳以下の仮想世界。




　女子小学生向けフルダイブ型対戦ゲーム──【ＶＲゴスキュア】の戦場へと。







[image: 一章　幼女と遊ぶ高校生、幼女とは遊ばない小学生]




「あーっはっはっはぁ！　もっともっと楽しませなさいよぉ！」




《吸血ブラツド女王クイーン》こと──獲え物ものを追うゴシックヴァンパイアの咆ほう哮こうが、赤い月夜の渋谷と化した仮想空間を彩いろどる。都会のビル群に聳そびえ立つ吸血鬼の古城を背景にして。

　わたしは手持ちのゴシックリボルバーを連射し、襲おそい掛かかる巨きよ大だいな血けつ塊かいを迎げい撃げきするのが精せい一いつ杯ぱい。ジャンプゲージがゼロになり、強制的に着地したタイミングを狙ねらわれ、

「紅ブラ漆ツデ喰のイ・フ血牙アング！」

　ヴァンパイアは腕うでに形成した鋭えい利りな血塊の牙を振ふり落とした。

　わたしが不時着した建造物ごと喰くらうかの如ごとく、降り注ぐ血塊の散さん弾だん。ヒットポイントに相当するゴシックポイント……つまり【ＧＰ】が削けずられていく。

　最大出力を超ちよう越えつした大おお技わざを、惜おしみなく掃そう射しやしてくるなんて。飛び道具には残弾という回数制限がある。フルパワーで撃うてば、比例して残弾の減りが速くなるのに。

「忘れたのかしら？　仮想空間の渋谷は《吸血ブラツド女王クイーン》に支配された紅ブラ漆ツデ喰のイ・カ古城ツスル……女王は制限から解放されるのよ！」

「くっ……そういうことですか……！」

　敵に視認されない距きよ離りまで後退し、一撃を喰らわせるタイミングを窺うかがう。

　わたしの【ＧＰ】は残り〝３７２２〟。まだ戦せん闘とう開始から二分も経過していないのに、半分以上を失ってしまった。

「限界まで接近して、銃フレ炎イムの・テイ焰弾アーズを撃ち込めば──」

　少数の例外を除き、一度のバトルで一回しか放つことができない超必テイ殺技アーズ。

　一撃を加えるどころか、ヴァンパイアの【ＧＰ】をゼロにして勝利することができるかもしれない唯一の希望だった。

　ビルの陰かげに隠かくれながら、機会を探さぐっていると、




「みーっつけたぁ♪」




　頭上から降ってきたのはヴァンパイア。

　発はつ砲ぽうした通常弾も軽々と躱かわされて、

「きゃあっ……!?」

　首根っこを摑つかまれながら、アスファルトの地面に抉えぐり込まれた。

「まだ三分しか経たってないの。もう少し頑がん張ばってくれないと困るわ」

「う、うぐっ……放して……ください……」

　ぎぎぎ、と首にヴァンパイアの五本指が喰い込んでいく。自分の【ＧＰ】が点てん滅めつしながら減り続け、正常値の青色から危険値の黄色に変化した。

　プレイ対象年ねん齢れいが女子小学生という仕様上、苦痛を感じる機能はない。でも、首を摑まれれば声が出し辛づらくなり、【ＧＰ】の減少に比例して全身が思うように動かなくなる。

「アナタ……まさか超必テイ殺技アーズが当たれば勝てるとか思っていないわよねぇ？」

「くっ……」

「学力も運動能力も所しよ詮せんはオマケにすぎないの。女子小学生の序列を決めるのはゴスキュアの力よ！」

　首を鷲わし摑づかみしながら、凄すさまじい腕わん力りよくでわたしを持ち上げたヴァンパイア。

「バレットは初期能力が恐おそろしく高いの。完全な初心者のアナタが、女王を相手に数分とはいえ生き残っているのがその証しよう拠こよ」

「くっ……あぁっ……」

「だけれど、アナタのアカウントは所詮レベル１。【ＧＰ】は８０００程度かしら」

　ニタァ……と意味深な嘲笑を浮うかべた瞬間、

「私のレベルは[image: 100]、【ＧＰ】はカンスト……つまり〝７０００００〟なの」

　本人や派閥メンバー以外には原則非公開のＩＤ、レベル、【ＧＰ】を公開した。

　アカウントＩＤ──【BLOOD QUEEN】の最新ランキングを添そえて。

「渋谷区……一位……!?」

　全世界の女子小学生ユーザー『救世主ゴスロの幼女リスタ』は百万人を超こえる。

　ＩＤの一いつ致ちが最強の証明。最多ランカー数を誇ほこる最激戦区の渋谷で、《吸血ブラツド女王クイーン》と称しようされる彼女が頂点に君臨しているのは、噓うそ偽いつわりのない事実だったのだ。

「ＩＤを晒さらしていいのは仲間として認めたときか、アナタみたいな弱者に地位を誇こ示じするとき……女王の〝真名〟を貧相な胸に刻み、土産みやげ話ばなしとして語り継つぎなさい」

　希望が圧へし折られたわたしを、瓦が礫れきへと投げ捨てたヴァンパイア。

　──勝てない。勝てるわけがない。

　レベルが、経験値が、潜くぐってきた修しゆ羅ら場ばの数が、違ちがいすぎて。

「さぁーて、お待ちかねのお楽しみ～♪」

　わたしの首根っこを摑み上げるヴァンパイア。

　血液を模した深しん紅くの粒りゆう子しを凝ぎよう固こさせ、わたしの両手を拘こう束そくすると──

「はぁむ……れる……」

　華きや奢しやな首元やうなじに舌を這はわせて、わたしの柔やわ肌はだを堪能し始める。

「っ……!?　や、やめ……！　こんなこと……！」

「敗者は私に服従する眷けん族ぞくになるの。屈くつ辱じよくに満ちた瞳ひとみを私に突つき刺さしながら、頰ほおを深紅に染め上げなさい」

　わたしは身体からだを捩よじるも、脳内に鳴り響く警告音と比例して身動きができない。

「アナタの貧相な【ＧＰ】を吸い尽つくしてあげる。はむっ……ちゅ、れる……ぴちゃ……」

「あっ……んっ……んあぁああ……！」

　鋭利な牙をわたしの首筋へ突き付けたヴァンパイア。

　瑞みず々みずしい幼女の肌はだ壁かべを突き破り、流れ出す鮮せん血けつ……いや、血液の役割に等しいゴシック粒子を吸い、舌で味わい、香かおりを嗜たしなむ。

　痛覚がない代わりに、疑ぎ似じ的てきなくすぐったさが甘い電流となって、全身を駆かけ巡めぐった。

「わ、わたしはこんなことで屈くつしたりなんかしません……！」

　強気な態度を崩くずさないわたしへ向けて、ヴァンパイアは嬉うれしそうに口角を上げる。

「それでいいわ。この私に銃じゆうを向けたアナタが、簡単に屈したら面おも白しろくないもの。もっと……もっともっともっと強ごう情じような味を楽しませなさいよね」

　必要以上に密着し、再びゴシック粒子を吸い始めたヴァンパイア。わたしは意に反して全身の力が抜ぬけ、敵に身を預けることしかできない。

　互たがいの吐と息いきまで感じられる距離。常に伝わるのは身体の輪りん郭かくや柔らかさ。髪かみの香りや肌の温ぬくもりが混ざり合い、熱く溶とけそうになっていく胸の奥。

「【ＧＰ】が……減って……!?」

　自分の視界に表示されている【ＧＰ】の数字が赤く点滅し、吸い出されているゴシック粒子と連動しながら数字が減り続けた。

　──消しよう滅めつへのカウントダウンが刻まれているかのように。

「アナタの生命力が流れ込んでくる！　私の中が熱く満たされる！　血で血を洗う戦場で私は《吸血ブラツド女王クイーン》に君臨し、アナタを手に入れたわ！」

　ヴァンパイアは有り余る衝しよう動どうを抑おさえきれず、わたしを細い指で弄いじり出す。

「あっ……んっんう……や、やだぁ……」

　未体験の甘美な麻ま痺ひから無意識に逃のがれようと、勝手に漏もれ出す湿しめった吐息。

　吸血ドレインされながら、太ももや腰こし周まわりを撫なで回される屈辱。

　抵てい抗こうできない無力感を抱いだき、わたしは唇くちびるを嚙かみ締しめ、敗北の覚かく悟ごを決める。




　薄うすれゆく意識の中で──わたしは神こう々ごうしい光を見た。

「て、ん……し…………」

　純白の翼つばさを広げた美しい天使が、天空から降臨する幻げん覚かく。

　赤黒く汚お染せんされた空から差し込む聖なる光。

　それは死に際ぎわに贈おくられる綺き麗れいな幻まぼろし……ではなかった。




「人類に災さい厄やくをもたらす汚けがれ　天命が示す天使を以もつて　ミカエルの名のもとに浄じよう化かする」




　羽吹雪ふぶきのヴェールを羽織り、天界から降臨する。

　純白と鮮あざやかなピンク色を基調とするゴスロリ幼女の大天使が。

　空を見上げたヴァンパイアは、小刻みに震ふるわせた瞳の瞳どう孔こうを膨ぼう張ちようさせた。

　驚おどろきというよりは、圧あつ倒とう的てきな崇すう拝はいによるもの。




「ゴシックミカエル!!　私はアナタを…………待ちわびたわっ!!」

[image: ]

　吸きゆう血けつ鬼きの天敵である神秘の光が降り注いでいるのに。

　女王は両りよう腕うでを広げ、不敵に笑いながら歓かん喜きに酔よいしれた。

　分厚い瘴しよう気きの雲を切り裂さいたのは、天界からの裁きを託たくされた巨きよ大だいな槍やり。

　白銀の光が集つどい構築された十二本の巨大槍を周囲に浮ふ遊ゆうさせ、一寸の狂くるいなく放つ大天使幼女。

　汚れのない羽う毛もうを振ふり撒まき、羽毛が付いた大地は本来の色を取り戻もどす。戦闘によって崩ほう壊かいした街並みが、元通りに再生する。

　わたしは、ゆっくりと舞まい降りた大天使幼女──ミカエルに瞳を奪うばわれて。




　ただ、見み惚とれることしかできなかった。





※






「ハジメくん、まーた女子小学生と遊び始めたんでしょ？」




〝すまいるすてーしょん〟に大天使ミカエルが降臨した祝祭の後──澄すまし顔で帰宅すると、キッチンで料理をしていた制服の女と遭そう遇ぐう。

　多少の怒いかりを含ふくんだと思われるジト目で苦言を呈ていされた。

　エプロン姿を見慣れてはいるが、あまり似合っていない。

「なんのことだ？　俺はしっかりと社会勉強してきたつもりだが」

「はい、ウソばっかり」

　通信端たん末まつを眼前へと突き付けられる。俺が女子小学生と戯たわむれている（誤解だが）決定的瞬しゆん間かんの画像を、証拠として提示してきたのだ。

　もしかしなくても、インスタさんのＳＮＳが発信源だろう。

「遊んでいたんじゃない。ゴスキュアをやっていただけだ」

「あーはいはい。そろそろ逮たい捕ほされても知らないからね」

「伝説の戦士は逮捕されません」

　マンション隣りん人じんの朝あさ井い千ち秋あきは、このように精神攻こう撃げきを放ってくるのが日課。そして、辛しん辣らつな小言を冷静に受け流すのが俺の日課だ。

　高校一年生になった俺──寺てら原はら創はじ芽めの一つ年下。つまり中学生なのに、平然とタメ口で寺原家を牛ぎゆう耳じっている。

「てかさ！　せっかくアタシの先せん輩ぱいたちを紹しよう介かいしたのに、どうして最終的には小学生と遊んでるの!?　おかしいよねぇ！」

「同じクラスのギャルを紹介されるとは思わなかった。ギャルはきついって。幼女向けアニメが好きそうなやつって希望したのに」

「中学生のアタシにそんな友達がいるわけないじゃん」

　憮ぶ然ぜんとした態度の俺を見かねたのか、

「ハ～ジ～メ～く～ん？」

　千秋は料理の手を休め、しかめっ面つらを隠かくさずに詰つめ寄ってくる。

「もうゴスキュアのゲームは卒業するって言ってたよね？　まだカードもってるの？」

「大半のカードは譲じよう渡としたが、主力のミカエルは手放せなかった……」

「高校でも〝ロリコンぼっち〟になるのは嫌いやだって、相談してきたのはハジメくんでしょ。だから高校デビューできるように、アタシがアイディアを出したんだよ」

　このＪＣ、えげつないパワーワードを捻ねじ込んできたな……。

「いや……そろそろ同年代の友達を作るべきかって相談したんだろ……」

「同じだよ！　小学生とばかり遊んでたから、中学まで友達いなかったんじゃん。どうせ今日も同年代の前だと異様に大人しくて、小学生相手だとペラペラ饒じよう舌ぜつだったんでしょ？」

　呆あきれ眼まなこの千秋に痛つう烈れつな剛ごう球きゆうを投げ返されて、数秒の沈ちん黙もくをせざるを得ない。同年代とは趣しゆ味み・趣向・価値観が合わなすぎて、友人ができなかったのは事実だからだ。

「ぼっち、というのは語ご弊へいがある。友人なんて軽く二十人はいるぞ」

「そのうち、十二歳以上は？　しかも男は？」

「……余計な糖分や添てん加か物はカットするライフスタイル」

　俺の発言に白けている千秋も見慣れてしまった。

　幼おさな馴な染じみじゃなかったらブチ切れられているレベル。いや、幼馴染みじゃなかったら話すら聞いてもらえないかもしれない。

「同年代の社会勉強は難易度が高すぎた。あいつら、何を喋しやべっているのか理解できない。どうして恋れん愛あいだのネットにあげる写真だのの話で、あんなに盛り上がれるんだ？」

「はあ？　そんなの高校生はフツーだと思うけど」

「とにかく、ゴスキュアで遊んだほうが遥はるかに楽しい。それを改めて認にん識しきしただけの社会勉強になってしまった」

　はぁああああああ……という、スーパーヘヴィ級の溜ため息が千秋から漏れた。

「……まだ夕飯できないから、先にお風ふ呂ろに入ってて。ハジメくんのボディソープ、無くなりかけてたから詰め替かえておいた」

「お前って淫いん乱らんＪＣなのに家庭的だよな」

「ハジメくんが家事をしないからでしょ。てか、淫乱ＪＣって言うなし。家事をしてるんだから、淫乱するヒマもないんですけど」

「ありがとうございます。毎日助かってます。お風呂いただきます」

　年下の女子中学生に怒おこられて、そそくさと風呂場に逃にげる男子高校生。戦せん況きようが著いちじるしく不利だったことから、戦略的撤てつ退たいとも言える。

「ふゥ～～～……激げき闘とうの疲つかれが癒いやされる～～～～」

　気持ち良く湯船に浸つかると、脱だつ衣い所には千秋の気配を感じた。俺が脱ぬぎ散らかした制服を片づけるためだろう。

　俺の行動や性格は完全に把は握あくされている。生まれてからずっと身近にいたので、俺もアイツも無言で意い思し疎そ通つうできる領域に突とつ入にゆうしていた。ボディソープ無くなりそうだから買ってきてーと頼たのまなくても、千秋は気付いて補ほ充じゆうしてくれる。

　髪を明るく染めているし、髪留めやアクセサリーも派手。雰ふん囲い気きが今どきのギャルＪＣなので家庭的には見えないのだが、男ウケしそうな容姿なのは間ま違ちがいない。

「くだらないこと考えてないで、さっさと風呂からあがって。夕飯できたから」

　……既すでに心まで読まれているかもしれない。

　脱衣所から怒られたので、男の象しよう徴ちよう（標準サイズ）をぶら下げたまま浴室を出ると、

「────!?　アタシがいる間は出てこないでよ！　バカでしょっ！」

「小学校までは一いつ緒しよに風呂入っていただろ？　お前だって見慣れて──」

「お、お○んちんが……全然違くなってるじゃん！　なにそれ！　アホかっ！」

　思春期の千秋にバスタオルを投げつけられてしまう。

　なぜ、人間は例外なく大人になってしまうのだろう……と、全ぜん裸らのまま思いに耽ふけった。




　入浴後。リビングで千秋と夕飯を突つつきながら、録画していたアニメを再生。映像端末がゴスロリ姿の幼女キャラを映し出した。

　ほぼ誰だれとも接していない高校生活を癒やす、帰宅後の数少ない娯ご楽らくだ。

「魚の食べ方が汚きたない。ちゃんと身を拾って食べろってーの、もったいないじゃん」

　さっそく鬼おに嫁よめに叱しかられる。

「骨があって食べづらい」

「もぉ～、骨とってあげるから皿貸して」

　女子中学生に焼き魚の骨をとってもらう系の男子高校生。

「あっ、醬しよう油ゆかけすぎ。塩分の摂とりすぎは身体からだに悪いからダメ」

　焼き魚にかけていた醬油を没ぼつ収しゆうされる。

「ポン酢ずならいいよ。お酢すは身体に良いってさ」

　しかも、思いっきり大根おろしとポン酢をかけられる。

「シチューの味はどう？　いつもより美味おいしいと思わない？」

「シチューの味がして美味うまい」

　口を尖とがらせて「こいつはぁ……」と不ふ機き嫌げんな顔を露ろ呈ていした千秋。俺は首を傾かしげつつ、アニメが流れている映像端末を注視していた。

　そういえば、今日は小こ雪ゆきが隣となりにいないな。いつもなら、すぐに食しよく卓たくへ合流するのに。

「小雪は？　声かけたんじゃないのか？」

「部屋の扉とびら越ごしに声かけたけど、今から友達の家で御ご馳ち走そうになってくるらしいよ」

　うむ、最近多いな。仲が良い友達を見つけたのは喜ばしいが、俺の肩かた身みが狭せまくなる。

「……千秋さん……こんにちは……」

　噂うわさをすれば──リビングの扉から、ひょっこりと顔を覗のぞかせた小さな影かげ。今にも泣き出しそうな潤うるんだ瞳ひとみが、脆ぜい弱じやくな外見に拍はく車しやをかけている。

「……お兄ちゃん……クラスのともだちの家に……いってくる……」

　この子は小学三年生の妹、寺原小雪だ。

「遅おそくならないうちに帰ってこいよ。不ふ審しん者しやに会ったら殺していいと母さんも言っていた」

「殺しちゃダメでしょ。小雪ちゃん、車にも気を付けてね」

　小雪の弱々しさは、春風に攫さらわれてもおかしくないレベルだが、

『ピピピ……スタンドアップ。警護モード、寺原小雪サン。カワイイヨー』

　母さんが開発した警護用オートマトンを、小雪の足元に自動追走させた。

「ＪＳ専用リコーダー型スタンブレードＥＸイクスは持ったか？」

「……うん……ＪＳ専用リコーダー型スタンブレードＥＸイクス……もった……」

「いちいちフルネームで言うのが兄きよう妹だいの証あかしだねぇ……」

　極きわめつけは、母さんが開発した護身グッズを持たせているという過保護ぶり。どこからどう見てもリコーダーだが、スイッチ一つで高電圧の警棒式スタンガンだ。

　俺と千秋に見送られ、雪だるまリュックを背負った小雪が出で掛かけて行った。

「人見知りの小雪ちゃんですら友達がいるというのにぃ～キミはロリコンかねぇ～」

　ねっとりとした意地悪な小言がやかましい。

「俺はロリコンじゃない。ただゴスキュアが好きなだけだ」

「だから心配してるんじゃん。偉い人じんの名言みたいに言ってもカッコ悪いから」

　無職仲間だった友達が就職して、自分だけが無職になったみたいな切ない心境。やはり肩身が狭くなったので、唯ゆい一いつの支えであるゴスキュアを食い入るように視し聴ちようした。

「ほんっっっとゴスキュア好きだよねぇ。放送日にもリアルタイムで観みてたじゃん」

「リアルタイム視聴は純じゆん粋すいに物語を楽しむ。録画視聴はキャラの心情や伏ふく線せん、作画・演出、バトルの描びよう写しやを重点的に見直す。今どきの女子小学生の常識だ」

「女子小学生しか友達がいないから、同年代の常識を忘れちゃったんだね」

　俺の交友関係を心配し、本気で憐あわれむ千秋。




　ゴスキュア──このタイトルを聞いて反応しない女児はいない。




　十五年前、日曜日の朝に放送開始した幼女向けアニメ。人々を苦しめる悪の組織を倒たおすため、選ばれし女子小学生が伝説の戦士ゴスキュアに変身して戦う。

　幼女向けながら、消しよう滅めつと隣となり合わせの壮そう絶ぜつなバトル。シリアスや感動シーンも多々あり、早朝の深夜アニメ（矛む盾じゆん）と評される危あやうさが大人の心をも鷲わし摑づかみ。

　初代ゴスキュアが爆ばく発はつ的てきなヒットを記録したため、十五年後の現在も新シリーズが放送されている長ちよう寿じゆコンテンツだ。

「前から思ってたけど、どうしてゴスロリ服で戦ってるの？　めっちゃ動きにくそう」

「無ぶ粋すいな質問だな。ゴスロリの戦士なのだから当然だろう。戦隊ものが全身タイツで戦うのに理由はいらないのと同じだ。決まりなの、お約束なの。ゴスキュアの衣い装しようはゴシック粒りゆう子しを纏まとっていて、敵の攻こう撃げきに対する一定の防ぼう御ぎよ効果が──」

「この黒いゴスロリ少女ちゃん、かわいい～」

　千秋さん、解説スルーは悲しいぜ。

「その子はゴシックバレット。最新作のプリズムバレット・ゴスキュアの主人公だ」

　歴代のゴスキュアシリーズは、黒のゴスロリ衣装が主人公という暗あん黙もくの掟おきてがある。

「銃じゆう使つかいなの？　かっこいい銃から魔ま法ほうのビームみたいなの撃うってるけど」

「ゴスロリ×銃弾バレツトがコンセプトのシリーズだからな。前作が気象ウエザー、前々作が精エレメ霊ンタルみたいな感じで、一年ごとにモチーフが変わる。必ず固定されている設定はゴスロリ要素だけだ」

　千秋の「ほーん」という感心したような相あい槌づち。ゴシック粒子の銃じゆう弾だんを撃ち放つバレットの姿は、千秋の目に凛り々りしく映ったのかもしれない。

「なに、ニヤニヤして。キモチ悪いんですけどー」

「ゴシックバレットの雄ゆう姿しに感動していただけだ」

　無意識に微笑ほほえんでいたらしい。自分の好きなアニメが幼馴染みの興味を惹ひいたことが嬉うれしかったから、なんて口が裂さけても言えない。

「あっ、アタシとゴスキュアの話ができて嬉しかったんでしょー？」

　くっそ、ホントにお見通しだな。小悪魔チックな笑えみが腹立つ。

「これからはアタシがゴスキュア話に付き合ってあげるからさ、女子小学生と遊ぶのは程ほど々ほどにしておきなよ。オタクな彼女が欲しいならアタシが紹しよう介かいしてあげるし」

　そう言いつつ、千秋は通信端たん末まつで画像を見せつけてきた。

「ウチの中学の同級生。めっちゃかわいいでしょ？」

　写っていたのは、千秋と同じ制服を着た中学生の女。

　派手な外見だが、そこそこ可愛かわいい。

「ハジメくんとアタシが一緒に歩いているところを見かけたみたいでさぁ、彼氏じゃないなら紹介してって言われた～みたいな」

「興味がないから断っておいてくれ。骨折したばかりのランナーが、いきなりオリンピックに出るような無む謀ぼうは避さけたい」

　俺が一秒も考えずに断ると、千秋は安あん堵どしたような息を吐はく。

「女子小学生にしか興味がないから、とは言えないからねぇ。テキトーな理由探しておく」

「危ない文章を付け足すな。ゴスキュア以外に興味がないから、だ。そこが重要だ」

　はいはい、と千秋は軽く流しながら通信端末を弄いじる。その相手に断りのメッセージでも送るのだろう。

「やっぱりハジメくんにはアタシしかいないねぇ。はぁ～困った困った」

　面めん倒どうそうな言い草ながら、微び妙みように嬉しそうなのはなぜだ。

　そんな会話をしている間に、ゴスキュアのＡパートが終しゆう了りよう。ＣＭに移行していた。

『放て！　ゴシックの銃弾！　弾倉にゴシック粒子を装そう塡てんして、伝説のゴスロリ戦士ゴシックバレットにチェーンジ♪　ゴシックリボルバーＤＸデラツクス発売中～♪』

　ゴスキュアに変身するためのアイテム。

　つまり幼女向け玩具おもちやのＣＭだが……正直欲しい。喉のどから手が出てきそうだ。

「ダメだかんね」

「まだ何も言ってないんですが……」

「どうせ欲しいんでしょ？　そんなお金はあげないから」

　安定の即そく却きやつ下か。

「いや、妹が欲しがって……」

「ウソばっかり」

　安定の見破り。

「じゃあ小こ遣づかい増やして……」

「ハジメくんがこういう玩具を買いすぎるから、おばさんはアタシに生活費を預けてるんでしょ？　毎月のお小遣い以外はあげません」

　安定の尻しり敷しかれ。

　寺原家の予算は、千秋に握にぎられていると言っても過言ではないのだ。

「このＣＭに出てる子役って暮くれ無ない楓かえでちゃんでしょ？　現役小学生モデルで有名な」

　玩具を紹介するＣＭのセンターポジションには、一ひと際きわ目立つ容姿を持った少女。自信と野望に満ちた絶対の瞳と高貴な微笑みが相まって、女王様のような貫かん禄ろくを放つ。

「知らないな。ゴスキュア以外の情報は仕入れていない」

　本当は知っているが、ロリコン扱あつかいされると面倒なので無知を装よそおう。

「えー？　小学生と遊んでたハジメくんなら知ってると思ったけどなぁ」

「何回も言うが、遊んでいたんじゃない。俺はゴスキュアとして生きていくと誓ちかった。なぜなら俺は、お前を──」




　────ピンポーン!!




　あぁんっ!?　いいところだったのに!!

　決め台詞ぜりふ（ちょっと照れ臭くさい）を断だん裂れつするインターホンの妨ぼう害がいが発生してしまい、

「はいはーい」

　それを聞いた千秋が、来客対応のため玄げん関かんへ行ってしまう。

　現時刻は夕方の五時過ぎ。母さんが仕事から帰って来るには早すぎるし、インターホンを鳴らすわけがない。寺原家は友達が少ない孤こ高こうの一族なので、来客自体が珍めずらしい。

　訪問販はん売ばいや宗教の勧かん誘ゆうなら千秋が追い返すだろう。

　さて、ゆっくりゴスキュアの続きを……。




「ハジメくんっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっ!!」




　凄すさまじい速度でリビングに戻もどってきた千秋は、顔面蒼そう白はくだった。

　瞳を見開きながら詰つめ寄り、俺の名を震ふるえて叫さけぶ。

「ついに……やってしまったの!?　ねぇ!!　今ならまだ自首になるから!!　警察まで一いつ緒しよに付き添そってあげるから!!　かわいいからって家に連れ込んだらダメなんだよ!!　世間は許してくれないんだよぉ!!」

「ちょ……！　何を言っているのか分からない。少し落ちつけって」

　俺の言葉など聞く耳持たず。千秋に腕うでを摑つかまれ、玄関まで引っ張られる。

　千秋がここまで慌あわてるのも珍しい……というか初めてか？　俺が犯罪行こう為いでもしたかのような扱いになっているが、思い当たる節が全くない。

　しかし、俺の余よ裕ゆうはすぐに消え失うせることになる。

「わたしの名前は『残ざん間ま依い鈴すず』といいます。貴方あなたを探していました」

　玄関先には招かれざる客がいた。

　俺の目線より随ずい分ぶん下から発せられた幼い声。

　俺の同年代と比べると小こ柄がらすぎる身体からだ。

　無む闇やみに触ふれたら壊こわれてしまいそうな繊せん細さいな顔。

　それもそのはず。

　来客が背負っていたのは──赤いランドセル。




「ゴシックミカエル　わたしを弟で子しにしてください」




　そこには、聡そう明めいそうな容姿を持つ女子小学生が、渇かつ望ぼうの眼まな差ざしで立っていた。

「やっと……たどり着きましたぁ……うえぇええええ……ん……」

　まさかの大だい号ごう泣きゆうとセットで。
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※






　わたしとミカエルの出会いは昨日だった。




　放課後に寄り道──地元の駄だ菓が子し屋を除いたら生まれて初めて。

　ぐへへ……自然と口角が上がってしまう。

　都会の小学校に転校してきてから、ただ一つ楽しみにしていたこと。




　わたし、残間依鈴……本日から救世主ゴスロの幼女リスタになりますっ！




　先月まで住んでいたところは、のどかな田畑や天然温泉が有名な田舎いなか町。

　ＶＲ─Ｄが一台も無いどころか、コンビニですら車が欠かせない距きよ離りだった。

　当然ながら、ＶＲゴスキュアをプレイする救世主ゴスロの幼女リスタもいなかったし、興きよう味み津しん々しんのわたしと話が合う人もいない。それが、捻ひねくれた性格に拍はく車しやをかけたのかも。

　……いいもん。これからは一人でゴスキュアできるもんね。

　意い気き揚よう々ようとカードショップに入店したわたしは、真っ先にゴスキュアカード売り場へ。

　お小遣いを握りしめ、五枚セットのブースターパックを探したけど……空箱しかない!?

「あ、あの！　ゴスキュアカードが欲しいんですけど」

　諦あきらめきれず、近くにいた店員さんへ尋たずねてみる。

「ああ、ごめんね。絵本のなんとか……っていう派は閥ばつの子たちが、ほとんど買い占しめちゃってさ。今は在庫を切らしてるんだよ」

「えぇ……そんなぁ。ようやくたどり着いたのに……」

　いきなり出で鼻ばなを挫くじかれてしまった。救世主ゴスロの幼女リスタデビューは甘くないのか……。

　くっそー、どこの自じ己こ中ちゆーな派閥なんだよぉ……もう。

　未いまだに慣れない都会砂さ漠ばくを、一時間近くも彷徨さまよったのに……下手へたしたら泣きそうだよ。

「お嬢じようちゃんは派閥に入っていないのかい？　お友達とグループを作れば、カードを譲ゆずってくれたりするかもよ」

「友達なんて作る必要もないし、群れる必要性も感じないです。一人でもゴスキュアできますから」

　やや引きつった苦笑いを隠かくせない店員さん。どうして、友達がいないと可哀かわいそうな子扱いされるのか、不思議でならない。一人で遊んだっていいじゃないか。

「中古のカードなら売ってるけど、お嬢ちゃんには少し厳しいかな。ＶＲゴスキュアが流行はやりすぎて、値段が高こう騰とうしているからね」

　店員さんの言う通り、飾かざられている中古のゴスキュアカードは最低でも千円以上……レアカードだと、数千円から数万円に設定されていた。

　わたしの軍資金──五百六十二円。涙なみだ目め状態は避さけられない。

「うう……出直してきます……」

　入店前とは真逆。あからさまに意い気き消しよう沈ちんしながら、わたしは踵きびすを返した。




「ゴスキュアカードがほしいのか？」




　ふと、天界からの声が降り注ぐ。

　俯うつむいていたわたしが見上げると、制服を着た男の人が仁に王おう立だちしていた。整った目鼻立ちに、すらっとした高身長が眩まぶしい好青年というイメージ。

「そ、そうですけど……パックが売り切れていまして……」

「近所はどこも品しな薄うす状態らしい。子供が遠くまで探しに行くのは大変かもしれないな」

　こういう店の常連らしい口ぶりの男性。

　自らの鞄かばんを淡たん々たんと漁あさり、一枚のカードを躊ちゆう躇ちよなく差し出した。

　プラチナ加工が施ほどこされたウルトラＳＳＳトリプルエス級レアカード──

「これは……ゴシックバレット・ツインフレイムＶヴアｅージｒヨンですよね……？」

　現在、絶賛放送中のプリズムバレット・ゴスキュア。

　その主人公、バレットの第二形態を模したカードだ。

「今まさに売ろうと思っていたんだが、気が変わった。お前が使うといい」

「で、でも……わたし、そんなお金もっていません」

　さっき見たゴシックバレットの中古カードは五万円。発売されたばかりの新シリーズ、最上級のレア度、在庫の少なさ……マニア向けには妥だ当とうな金額だと思った。

　ツインフレイムＶｅｒは、四半期に一度の公式大会『ゴスロリンピック』の総合優勝者特典。さらに価値が跳はね上がる。

「小学生に大金を要求するほど困こん窮きゆうしてはいない。事情があってカードを手放そうと考えていたから、都合がいいと感じただけだ」

「で、でも……高価なカードを無料ただでもらうわけには……！」

　男性は遠えん慮りよするわたしの手を取り、バレットのカードを優やさしく置いた。

「気にするな。どのみち、子供では買えない金額に設定される。どこかの金持ちがコレクションにするより、お前が大切に使ってくれたほうが嬉うれしい」

　見ず知らずの小学生に、大切なカードを託たくしてくれた。

　その背中は神こう々ごうしく、純じゆん粋すいにカッコよかった。

「お前は自分の信念を貫つらぬくといい。大人になってしまった──俺の代わりに」

　それだけを言い残し、男性は去っていく。

　孤高な哀あい愁しゆうを漂ただよわせながらも、他人を想おもう生き様が。躊躇なく利益を手放す潔いさぎよさが。

　他人のことなど無関心なわたしには、あんな真似まねは絶対にできない。

　自分には持っていないものを持っているから、人生初の『興味』を抱いだいてしまう。

「あ、あの……！」

　お礼を言おうと思ったときには、もう男性は店からいなくなっていて。

　わたしの手には──男性のほのかな温かさと、バレットのカードが残っていた。





※






　翌日。わたしが訪おとずれたのは、スクランブル交差点に面しているＶＲ─Ｄセンター。平日の放課後なので、大勢の学生を中心に賑にぎわっている。

　オシャレな私服を持っていないので、転入した小学校の制服から着き替がえなかった。これで田舎いなか娘むすめだとは悟さとられないはず。

「本当に店員さんがいないとは……都会のテクノロジーは恐るべしですね」

　ぎこちない手付きながら、ＡＩを用いた自動受付でのユーザー登録を済ませた。

　アカウントＩＤは【Zanma-i】。ざんまい、じゃないよ。下の名前を省略したオシャレ感を分かってね。

　チームを組んだ時か個人ランキングでしか公開されないらしいから、ぼっちでランカーとも無む縁えんなわたしはログインでしか使わないけどさ！

　登録した目的はもちろん、夢にまで見たＶＲゴスキュアデビューを飾るため。

　そして、もう一つの目的。

「強くなって、有名になったら……あの人が気付いてくれるかな」

　バレットのカードをくれた人にお礼を言うため。

　おぼろげな淡あわい期待を秘ひめて、さっそくＪＳプレミアムエリアへ移動したんだけど──




「あーっはっはっは！　そこの田舎娘、待ちなさい！」




　この！　アレルギー反応が出そうなくらい破は滅めつ的てきに耳みみ障ざわりな声は!?

「なぜ、暮無さんがここにいるんですか……」

　もしかしなくても、ＪＳプレミアムエリアの前で待ち構えていたのは暮無さん。

　わたしと同じ小学校の制服を身に纏まとい、腕うで組ぐみで仁王立ちしている。

　四月から転校した明めい治じ神じん宮ぐう小学校のクラスメイトだけど、あまり絡からみたくはない。

　ゴスキュア玩具おもちやのＣＭで頻ひん繁ぱんに見かけるし、艶つややかな長い髪かみを優ゆう雅がに揺ゆらす淫いん靡びさと嘲あざけりの瞳ひとみは別格。褒ほめたくはない。でも、容姿〝だけ〟は一級品だ。

　右みぎ隣どなりには険しい眼光を隠さない古風な少女。派閥の親衛隊だと思われる。

　左隣には雪うさぎの仮面を着けた謎なぞの少女。

「……………………（ぺこっ）」

　ど、どなた？　軽くお辞じ儀ぎをされたから、わたしも条件反射的に会え釈しやくしたけど。

「彼女は仮面の少女スノウ。臨時で雇やとっている傭よう兵へいよ」

　仮面の少女スノウ……いったい何者なんだろう。かなーーり不気味だよ。

　それ以上のことは教えてくれなかったし、別に知らなくてもいいけどさ。

「ざんまい　すず　さん」

「ざんま　いすず　です」
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「うふふ、ごめんなさい。私は生まれも育ちも都会だから、田舎の苗みよう字じは分かりづらいの」

　暮無さんが、嫌いやみったらしい台詞せりふを浴びせてきた。

　この女、転校初日から名前の切るところをワザと間ま違ちがえてるな。

　常に他人を見み下くだしたような嘲あざ笑わらいと、高こう慢まんという元素が凝ぎよう縮しゆくされた瞳がウザったい。

「アナタ、昨日はゴスキュアカードを探していたんでしょう？」

「どうしてそれを知っているんですか？」

「渋谷区のカードショップは、派閥《絵本の魔ま女じよ》の支配地域ですもの。忠実な眷けん族ぞくが情報を収集し、女王の私へリークするの」

「ただの行きつけ店を支配ってカッコつけるのやめてください。どうせ店員さんから聞いたんですよね」

　──って、聞き捨てならない名前が聞こえた。

「まさか、近所のカードを買い占めている派閥というのは……！」

「買い占めているなんて人聞きが悪いわ。女王に収める献けん上じよう品、といったところね」

　言い回しがいちいち面めん倒どうだなぁ。

　わたしが呆あきれ顔を曝さらけ出すと、暮無さんはポケットから数枚のカードを取り出す。

「括かつ目もくしなさい！　アナタのような田舎娘には眩しすぎて見えないでしょう！」

　指先で摘つまんだカードを、小生意気に滑すべらせた暮無さん。手札の如ごとく広げられたカードは全すべてＳＳダブルエスレア級という、女子小学生殺しの贅ぜい沢たくすぎる代しろ物ものだった。

「派閥だからこそ集つどう金、派閥が支配する権力、そして圧あつ倒とう的てきな派閥を束ねる女王……渋谷の女子小学生は〝派閥〟こそが序列だと知っているの」

　さて……そろそろプレイしよっと。

「待・ち・な・さ・い」

　ちっ……。隙すきを見計らってＪＳプレミアムエリアへ行こうとしたけど、腰こしに抱だき着かれてしまった。強ごう引いんに振ふり払はらおうものなら、そのまま押し倒たおされそうな強い腕わん力りよくで。

「はぁ……はぁ……アナタ……くんくん……甘くて芳ほう醇じゆんな良い香かおり……。都会に染まっていない純潔な少女の媚び薬やくが……私の胸を熱くするのぉ……」

「ちょっ……!?　やめてください！」

　この変態女！　どさくさに紛まぎれてわたしの匂においを嗅かいでる!?

「ええい、芋いもから生まれた芋娘が！　楓様から離はなれろ！」

　ムスッと不ふ機き嫌げんそうな古風少女が、わたしと暮無さんを強引に引き剝はがす。抱き着いてきたのはこの変態女なんですが。てか、誰だれが芋から生まれた芋娘だって？

「とにかく、放課後の時間は、我々《絵本の魔女》が認めた者でないと入室を許さん」

　古風少女が周囲を見み渡わたすように言い放つと、

「…………っ！」

　わたしは怯ひるんだ。数十人もの派は閥ばつメンバーがわたしを包囲し、女王の暮無楓に敵対する者を排はい除じよせんとばかりに殺気立っているからだ。

「まともなカードすら持っていない田舎いなか娘に、ＶＲ─Ｄ使わせるのはもったいないわ」

　本当に性格捻ねじ曲がってるよ、この女。

「ふっ……そういう都会娘は、当然このカードを持っているんですよね？」

　鼻で笑ったわたしが例のカードを眼前に掲かかげると、みるみるうちに暮無さんの瞳どう孔こうが拡大していく。

「ゴシックバレット……しかもツインフレイム仕様だと……？」

　古風少女も同様に、目め尻じりをぴくりと震ふるわせた。

「ざんまいさん、このカードをどこで手に入れたの？」

「貴女あなたには関係ありません」

　無ぶ愛あい想そうな対応をすると、暮無さんは「くくくっ」と不気味に笑う。

「そうなのね……。あの男……おもしろいじゃないの」

　ぶつぶつと何かを呟つぶやき始めたと思ったら、彼女自らもゴスキュアカードを掲げた。




　ウルトラＳＳＳトリプルエス級レア──ゴシックヴァンパイアのカードを。




「ざんまいさん、私とバトルをしなさい。私が負けたら《絵本の魔女》は二度とこの場に立ち入らないわ」

「暮無さんが勝ったらどうするんですか？」

「うふふっ、決まっているじゃない。アナタはバレットを差し出し、私のペットになるの。女王の命令を忠実に守り、私の欲よつ求きゆうを満足させてくれる愛あい玩がん用のペットにね」

　淫靡な声質でそう提案した暮無さんは、狡こう猾かつな舌なめずりを繰くり出す。

　負けたら、この高慢変態女の餌え食じきになってしまう。

　でも、救世主ゴスロの幼女リスタになるのは唯ゆい一いつの楽しみだった。あの人にお礼を言えるかもしれない唯一の道みち標しるべだ。こんなところで逃にげるわけにはいかない。

「どこの子か知らないけど、そんな吸血変態エロ女なんてたおしちゃえーっ！」

　背後から予想外の声せい援えんを浴びた。いつの間にか、周囲に集まっていた少女たちの言動から察すると《絵本の魔女》ではないみたいだけど……。

「わたしたちもゴスキュアやりたいもん！　勝手に独どく占せんするなーっ！」

「そうだそうだーっ！」

　言動から察するに、たぶんレジスタンス的な立場の小学生。わたしみたいに暮無さんからイジワルされているんだ。

　他人なんてどうでもいいけど「暮無さんを倒したい」という信念は曲げたくない！




　わたしは手のひらに載のせた二百円を掲げ、暮無さんに突つき付けた。




「運命に託されたこのカードで、暮無さんを倒してみせます」

　買い言葉を聞いた暮無さんは、ピースサインにした二本指へ二百円を軽快に挟はさみ、鋭えい利りな犬歯が見えるほどの冷れい酷こくな笑えみを披ひ露ろうした。

「女子小学生の二百円は宣戦布告の合図……もう逃げられないわよ」

　そして、古風少女が萎い縮しゆくするほどの悍おぞましい瞳へと変へん貌ぼうさせた。

「わざわざ楓様が相手なさることもないのでは？　初心者相手なら派閥メンバーにでも任せたほうが──」

　古風少女が耳打ちするも、暮無さんは「問題ないのーっ！」と一いつ蹴しゆうする。

「五分、ノーダメージ縛しばりでいいわ」

　小さな手を開いて〝５〟をアピール。

　続けざまに親指と人差し指で〝０〟を作った。

「アナタを五分で倒すわ。一いち撃げきでも私に攻こう撃げきを当てたら、ＶＲ─Ｄの独占をやめてあげる」

「救世主ゴスロの幼女リスタとして、その言葉に二言はないですね」

「救世主ゴスロの幼女リスタとして、約束は必ず守るの」

　淫いん辱じよくな瞳に搦からめ捕とられ、わたしは思わず息を吞のむ。わたしと暮無さんが各おの々おののＶＲ─Ｄ専用席に腰こし掛かけると、電子的な光こう彩さいに四方から包み込まれた。

　だいじょうぶ。プレイ動画を繰り返し観みて予習したから、心構えや作法はかんぺき。

　電子マネー全盛期に、あえて取り付けられた硬こう貨か投入口。

　両者は素す早ばやく二百円を投入し、己おのれのポケットから数枚のカードを抜ぬき取った。

「ゴスキュアカード、セットアップ！」

　質量を持つ疑ぎ似じ立体で構成されたカードプールに、分身となるゴスキュアカードをセット。わたしはゴシックバレット、暮無さんはゴシックヴァンパイア。

　準備はまだ終わりじゃない。サイドテーブルに存在する装備スロットプールに、暮無さんだけが滑なめらかな手て捌さばきで装備カードをセット。

　二人は平たい胸むな板いたの前で十字を切り、

「チェンジングゴシック！　クロスオーバー！」

　──同時に変身の台詞を叫さけぶ。

　言葉に反応したＶＲ─Ｄが二人の脳波と無線でリンクし、意識や思考が仮想空間と完全同調。アニメ版ゴスキュアを、完かん璧ぺきに再現した変身エフェクト。

　ゴスキュアファンにはたまらない変身バンクが、フロアの大型映像端たん末まつでも再生された。

　二人から放出されたのはゴシック粒りゆう子しの煌きらめき。粒子が身体からだをなぞるように集結し、手足から順番にゴスキュアの衣い装しように装そう飾しよくされていく。

「集いし希望の銃じゆう弾だんを以もつて悪を撃うち滅ほろぼす！　ゴシックバレット！」

「すべてを無くしても愛が欲しい　ゴシックヴァンパイア」

　わたしは漆しつ黒こくのバレット、暮無さんは深しん紅くのヴァンパイア──変身後の決め台詞を言い放つと、イメージカラーの粒子が鮮あざやかに飛散し、バトル開始のカウントが刻まれた。





※






「なんか壮そう大だいなスケールだけどさ、女子小学生向けゲームの話だよね？」

　きょとーんとした表情の千秋。

　突とつ然ぜん訪問してきた女子小学生『残間依鈴』を一ひと先まず家に通し、自己紹しよう介かいもそこそこにリビングで経けい緯いを聞いた。

　玄げん関かんで泣き出したときは驚おどろいたが、今は娘むすめの相談を聞く両親のような構図になっている。

「千秋……お前は俺のことはお見通しなのに、小学生のことは何も分かってないな」

「はあ、ごめん」

「渋谷は今、幼女の火薬庫と化している。強い救世主ゴスロの幼女リスタが巨きよ大だいなグループを束ねる時代なんだ」

「依鈴ちゃん、夕飯食べていきなよー。シチュー作ったからさ」

　千秋と俺の温度差がすごい。

「いえ。いきなり押しかけて、夕ご飯まで御ご馳ち走そうになるのはさすがに──」

　遠えん慮りよしようとした依鈴だったが、

　ぐう～。

「あっ、ううう……」

　可愛かわいらしいお腹なかの虫が鳴り、耳まで赤くなった。

「ふふっ、待ってて。シチューと飲み物を持ってきてあげる」

「あ、ありがとうございます。それでは、お言葉に甘えまして……」

　千秋がにっこりと笑いながらシチューを盛り付け、牛乳と共に依鈴の前へ並べる。

　依鈴は遠慮がちに、シチューを掬すくったスプーンを小さい口まで運んだ。

「……美味おいしいです！　これ、市し販はんの味ではないですよね？　クリーミーというか、コクがあって深い味わいが舌に残ります！」

「分かる!?　今日は気合いを入れてクリームソースから手作りしてみたんだぁ。そこのバカは『シチューの味がする』なんて小学生みたいなこと言いやがったんだよー？」

　依鈴に抱だき着いた千秋から睨にらまれる……。

「千秋……今日のシチューはコクがあってクリーミーで──」

「小学生の感想をパクってんじゃねーよ」

　ギャルＪＣの怒おこった顔がこわいよぉ……。

「本筋から逸それました。結局、圧あつ倒とう的てきな力を誇ほこる暮無さんに弄もてあそばれて……屈くつ服ぷくするのを待つだけだったわたしの前に、天使が舞まい降りたのです。美しい……大天使が」

「それがハジメくんだったってわけだねぇ」

　依鈴は小さく頷うなずいた。

「そういえば、どうやって俺の素す性じようを割り出したんだ？」

「バトルの後、ＳＮＳで〝すまいるすてーしょん〟というワードを検けん索さくしたら、貴方あなたが小さい女の子と戯たわむれている写真がアップされていまして……写真に写っていた小学生に住所を教えてもらいました」

「あっ、その子たちってハジメくんの遊び仲間でしょ？　たまにマンションの下までハジメくんを迎むかえに来てたもんねぇ」

　申し訳なさそうに俯うつむく依鈴の様子は、多少の罪悪感によるものだろう。

　というより、あの罪深きインスタ女ぁ……。

　仮想世界だったら八つ裂ざきにしていた。

「ゴスロリ戦士の素性を探さぐるのは幼女アニメのタブーだぞ。褒ほめられた行こう為いじゃないな」

「いや、ハジメくんの趣しゆ味みこそ男子高校生としてタブーだよ。人としてヤバいもん」

「お前は黙だまってなさい。もはや人じゃなくて伝説の戦士だからいいの」

　呆あきれる千秋とは対照的に、依鈴は尊敬の瞳ひとみを花はな咲さかせた。

「〝すまいるすてーしょん〟ができた当初から、初心者に遊び方を教えていたのがミカエルらしいんです。いわば、渋谷区に住む救世主ゴスロの幼女リスタの母なんです」

「えっ？　ハジメくんってこの子たちの母なの？　なにがなんだか……」

　子供だからといって簡単には誤ご魔ま化かせないか。よほどＶＲゴスキュアのことを勉強しているのか、予備知識もなかなか豊富と見える。

「お礼を言わせてください。バレットのカードをくれたこと、バトルで助けてもらったこと……本当にありがとうございました」

　はっきりと力強い感謝の言葉を述べた依鈴が、深々と頭を下げた。

「よく知らない男の家に、子供が一人で来るのは危険だと感じなかったのか？　たぶん、普ふ通つうの子供や親はそう思うはずだ」

「他人の価値観とか常識は関係ないです。わたしが感謝しているから、自分の声で伝えたいと思った……それだけです」

　そのためだけに来てくれるという信念は、賞賛すべきもの。自分の気持ちを貫つらぬき通すことは簡単にできることじゃない。それは、俺自身がよく分かっている。

　そして、依鈴は間かん髪はつ容れずに大だい胆たんな行動へ移行した。




「無理を承知でお願いします！　わたしを……ミカエルの弟で子しにしてください！」




　土下座。それは日本人が持つ最終兵器であり、謝罪や要望を絶対に受け入れてもらうための切り札。女子小学生が椅い子すの上で、綺き麗れいな腰の折り曲げを披露したのだ。

「小学生に土下座させるとか引くわー……」

「まて……俺が要求したわけじゃないだろ。とりあえず、頭を上げような」

　依鈴は頭を上げると、なぜか財さい布ふを差し出す。

「これ……全財産の二千円が入っています。もらったカードの数十万円には全然足りないですけど、わたしがミカエルの言うことをいっぱい聞きますから！」

　事態がややこしくなる言い方はやめてくれーっ！

　千秋様が犯罪者を見る目で冤えん罪ざいの俺を炙あぶっていらっしゃる。

「あと、実家のお祖母ばあちゃんが送ってくれた野菜です！　家に寄って持ってきました！」

「わーっ、美味しそうなお野菜だねぇ♪　東京のスーパーじゃ出会えない瑞みず々みずしさぁ♪」

　足りない金額の穴あな埋うめという意味なのか、ランドセルからゴロゴロと顔を出した新しん鮮せんな野菜の数々。俺は困こん惑わくするが、料理好きの千秋は瞳を輝かがやかせている。

「な、何かおかしかったでしょうか？　地元ではお母さんが野菜や漬つけ物ものを持っていくと、ご近所の人たちは喜んでいたのですが……」

「寺原家にはな、そんな文化がないんだ。そもそも野菜が嫌きらいな部族だからな」

「えぇええええええええええええ……そんな……」

　依鈴は顔面を真っ赤にしながら落らく胆たんした。これが交こう渉しようの切り札だったのか……。

　さすがに小学生から現金は受け取れないものの、厚こう意いに甘んじて野菜は受け取る。

「なぜ、そこまでして強くなりたいんだ？」

　野菜はともかく、普通の小学生にとって二千円は大金。

　それを捧ささげようとする覚かく悟ごが知りたい。

「暮無さんに……ヴァンパイアに勝ちたいんです！　もっとゴスキュアをやりたい！　ミカエルにもらったカードで遊びたい！　ウザい暮無さんを叩たたき潰つぶしたい！」

　噓うそ偽いつわりのない強固な素す直なおさに、断ろうと考えていた心境が大きく揺ゆらぐ。

　千秋以外の同年代に、俺の趣しゆ向こうを受け入れて、なおかつ求めてくれる人はいなかった。

　本当の寺原創芽を認めてくれて、必要としてくれる人間がいる。

　それが女子小学生であろうとも、ただ純じゆん粋すいに嬉うれしかった。

　少しの時間だけ、依鈴が一人前に育ってくれるまで、仮想空間の世界に舞い戻もどってもいいのかもしれない。

「許可する。依鈴を正式な弟子として認めよう」

　俺を必要としてくれる最後の瞬しゆん間かんまでなら。

「やったーーーーーーーっ！」

　依鈴は両手を上げながら顔をほころばせた。

　大人びた雰ふん囲い気きの小学生ではあったが、無む邪じや気きで子供っぽい表情も可愛らしい。

「ご、ごほん、失礼しました」

　すぐに冷静沈ちん着ちやくさを取り繕つくろうのも微笑ほほえましいな。

「よかったねぇ。アタシ以外で遊びに来てくれるお友達ができて」

「弟子な。やっと友達を見つけたみたいに言うな」

　茶ちや化かすように胸を撫なで下ろした千秋。

「ご両親にはちゃんと事情を話して、遊ぶ許可をもらってきてねぇ。お姉さんとの約束」

「はい！　ありがとうございます、千秋お姉さん！」

「やだ……この子マジでカワイイんですけど。千秋お姉さんだって、聞いたぁハジメくん？」

　千秋と依鈴が指切りした……って、なぜ千秋が自然に仕切っているんだよ！

　あと小学生に「お姉さん」と言われたくらいで喜ぶな。淫いん乱らんお姉さんだぞ、そのＪＣは。

「でも、一つだけ気き掛がかりなことがありまして……」

「ん、なになにー？　お姉さんに相談してみて」

　言い辛づらそうにしていた依鈴だが、意を決したように口を開く。

「お二人は付き合っているんですよね。せっかくの同どう棲せいを邪じや魔ましてしまうのでは……と」

　賑にぎやかな時間が──止まった。そう錯さつ覚かくさせるほどの静せい寂じやくが訪おとずれる。

「あ、あー！　アタシたちはそういう関係じゃないっていうか、家が隣となりの腐くされ縁えんみたいなもので……ねっ」

「そ、そうそう。母さんが仕事で忙いそがしいから、家事をしてもらっているだけ……なっ」

「お嫁よめさん……ということですね！」

「違ちがうぞ！」

「違うから！」

　むず痒がゆい視線が、俺と千秋の間で交こう錯さく。同時に否定はしたものの、照れ臭くささとなって頰ほおを火ほ照てらせた。第三者からすると、恋こい人びと同士に見えるのか……。

　小学生の推察力というか、思ったことを口に出す素直さが恐るべし。

　顔真っ赤で狼狽うろたえている俺たちのほうが小学生みたいだった。




　気が付くと、夜の六時に差し掛かかりそうな時間帯。

　俺と千秋は、小学生の依鈴を家まで送り届けることにした。連れん絡らくはしてあると言うが、そろそろ向こうの両親も心配している頃ころだろう。

　寺原家のオートマトンは小雪に貸しているので、俺たちが付き添そうことになったのだ。

　太陽が沈しずみかけた都会の舗ほ装そう路。

　三人で歩く姿は親子と見間違えるらしく、近所のおばさんに「あらー、ついに子供まで作っちゃったのー？　学生なのに凄すごいわねぇ」と驚おどろかれた。

「すみません、まだ東京の道は覚えてなくて……」

　依鈴は俺たちに気を遣つかい、申し訳なさそうに謝罪する。

「気にしないで。遠方から引っ越こしてきたばかりなら仕方ないよねぇ」

「都会に不慣れな女子小学生を、一人で帰らせるのは心配な時間帯だからな」

「ありがとうございます。ここまで来るときも、散々道に迷ってしまいましたので……」

　だから泣き出したのか！　あのときは謎なぞの犯罪臭しゆうがして心底焦あせったが……。

「近所の人に『女子小学生とよく遊ぶ男子高校生を探している』と尋たずねると、師し匠しようのマンションまで案内してもらえることになりました」

　近所の人から見た俺のイメージぃいいいい……。

「依鈴は明めい神じん小しように通っているんだろ？　あそこから俺の家までは安全な近道があるから、明日の学校終わりにでも一いつ緒しよに歩くか」

「ご迷めい惑わくばかりかけて申し訳ないです……。師匠は明神小のことに詳くわしいのですね」

　師匠……良い響ひびきだ。油断すると口元が緩ゆるみそうになる。

　千秋が「お姉さん」と呼ばれて喜んでいたのをバカにできない。

「アタシとハジメくんは卒業生だからね。依鈴ちゃんが着てる制服とか、めっちゃ懐なつかしいぃいいいいいいっ♪　あっ、リボンのデザイン変わってるかもー」

「お前が卒業したのはたった二年前だろ……」

　懐かしさのあまり、依鈴の制服を無む駄だにサワサワと弄いじる千秋。

　依鈴が困っているからやめてあげなさい。

「千秋の実力なら、原はら女じよみたいな名門校に入学できたのにな。中学校も俺と同じ明神中なんてもったいない」

「まだ言うの、それ？　高学歴なんてアタシは興味ないって言ってるじゃん」

　唇くちびるを尖とがらせながら、千秋はあっさりと話題を流した。

「今日は色々とありがとうございました。夕ご飯、美味おいしかったです」

　自分が暮らすマンション前に到とう着ちやくした途と端たん、依鈴は律りち儀ぎに頭を下げる。

「学校が終わったら小学校まで迎むかえに行く。何かあったら連絡をよこしてくれ」

「はい！　明日からよろしくお願いします！」

　俺と依鈴、ついでに千秋が通信端たん末まつのＩＤを交こう換かん。別れの挨あい拶さつを済ませたのだが、

「せっかくだし、依鈴ちゃんのお母さんに挨拶してくるねぇ。ハジメくんは少し待ってて」

　気を利きかせた千秋が、残間家に挨拶してくるらしい。俺はエントランスに消えていく二人を見届け、千秋が戻ってくるのを待った。




「言わなくていいの？　ハジメくんがゴスキュアを引退してるってこと」

　依鈴の家から戻る途と中ちゆう──唐とう突とつに千秋が問いかけてくる。

「老兵は去るのみ……どこの戦場もそうだ。最前線で戦う時間は終わり、遥はるか後方から見守る時代になってしまったんだよ」

　キメ顔で渋しぶい台詞せりふを言えば、千秋も分かってくれるはず。

「内心はまだ迷ってるんでしょ？　本心を殺して同年代に順応するか、本心を隠かくさずに子供と遊び続けるか」

「ゴスキュアで遊び続けるか、だ。威い厳げんを損そこなう翻ほん訳やくミスはやめてもらおうか」

　……千秋の前だと、全すべてが見み透すかされてしまう件について。

　プライベートな問題でＶＲゴスキュアと距きよ離りを置いている、と依鈴に知られたら、幻げん滅めつされるかもしれない。

「未練を断たち切るため、カードを全て売り払はらおうと考えたが……ミカエルは手放すことができなかった」

　ポケットからミカエルのカードを取り出した俺は、未練がましく直視する。

「依鈴が楓を倒たおしたとき、《降エン臨ジエ天ル・フ使オール》の称しよう号ごうと共にミカエルを託たくそうと思う。そこで俺の役目は全て終わり、普ふ通つうの高校生に──いたっ!?」

　無駄にシリアスな俺の背中を、軽く引っ叩ぱたいた千秋。

「小学生とゴスキュアで遊んでも、ロリコンだと思われない方法を教えてあげよっか？」

「えっ？　そんな方法があるのか？」

　俺が食いついたことに満足げな千秋は、自分の唇に指を添えながら、

「ちゃんとした恋人を作っちゃえばいいんだよ。ハジメくんを一番理解してくれて、マイナスなイメージを吹ふき飛ばすくらいの可愛かわいい彼女をさ」

　頰を桃もも色いろに染めて、そう囁ささやく。

　差し込む夕日のせいなのか、いつもより火照っているような横顔の千秋。

　即そく座ざに言葉を返すことができず、息を吞のまざるを得ない。




　恥はずかしげに視線を逸そらす千秋の背徳感が意味するもの……それは──
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「依鈴と真しん剣けん交際しろ、ということか」

「ちがうよ。バカでしょ。いっぺん捕つかまれ」




　真面目まじめに回答したのだが、なぜか急速冷れい凍とうされた千秋に貶けなされまくってしまう。

　幼おさな馴な染じみとはいえ、同年代の心情はさっぱり分からない……。

　不ふ機き嫌げんになった千秋のご機嫌とりをしながら、ようやく帰き途とに就ついた。







[image: 二章　弟子と元弟子]




「ざんまいさん、ちょっといいかしら？」




　師匠の弟で子しになった次の日──三年二組の教室で、わたしは暮くれ無ないさん率いる《絵本の魔ま女じよ》に取り囲まれていた。

　自分の席に座り、授業の予習をしていたタイミング。

　隣りん席せき（最悪）の暮無さんが目の前へ陣じん取どったと同時に、様々なクラスの生徒が数十人の群れを成す。その動作は統とう率そつされており、まるで軍隊のようだった。

「今、忙しいんですけど」

「ウソはやめなさい。ぼっちでヒマを持て余しているようにしか見えないのだけれど」

　はい、がまん、がまん。忍にん耐たいする大人の小学生、残ざん間ま依い鈴すず。

　こんな安い挑ちよう発はつに乗っていたら、わたしのレベルまで落ちぶれてしまう。

「ここは騒さわがしいわ。場所を変えましょうか」

　男子や野や次じ馬うまの騒そう音おんを嫌きらった暮無さん。

　不良漫まん画がみたいに、わたしは教室の外へ連れ出されてしまう。




　彼女が優ゆう雅がに歩くと、尊敬の眼まな差ざしで追いかけてくる少女の大群。校舎裏に着いたときも、大勢のギャラリーを派は閥ばつの子たちが遠ざけている。

　暮無さんの傍かたわらには、鋭するどい眼光と大和やまと撫なでし子こな容姿を併あわせ持つ少女が今日も随ずい行こうし、警けい戒かい心しんを張り巡めぐらせていた。

　……というか、お世辞抜ぬきで二人とも可愛すぎて！

　このままだと、わたしの芋いも臭くささが強調されてしまうのではっ!?

「なぜ貴様のような新参が楓かえで様と同じ教室で……しかも隣となりの席なのだ！　ワタシが違ちがう教室から楓様の身を案じているというのに……！　狡ずるいぞ！」

「え、えぇえええええええ!?　そんなこと言われても困りますよ！」

　鬼き気き迫せまる顔を前面に押し出し、距離を詰つめてきた古風な少女。

　名札を見る限り〝三み森もり堕だ天てん使し〟という名前のようだ。

「だ、堕天使さんは暮無さんのことを慕したっているんですね」

「ルシファーだ！　堕天使と書いてルシファー！　まあ、芋いも娘むすめには分からないか」

　キラキラネームすぎて誰だれも分からないよ！　紛まぎらわしいから苗みよう字じで呼ぼう……。

「ううぅ……楓様と同じ教室になりたいのだぁ……」

　いきなり泣き出したーーーーーーーっ！　そこはかとない罪悪感が……。

　わたしが途と方ほうに暮れていると、暮無さんは三森さんを懐ふところへ抱だき寄せた。

「クラスは離はなれているけれど、こうして寵ちよう愛あいするのは特別なお気に入りだけよ」

「楓様ぁ……楓様の匂においぃ……くんくん……夢なのかこれはぁ」

　もう教室に戻もどっていいかな。

「ざんまいさん」

「ざんま　です。もう面めん倒どうなので　ざんまい　でもいいですけど」

　笑えみながら前進してきた暮無さんは、わたしとの距離を詰め──

「わっ…………っ!?」

　右手を背後の壁かべに突つき出す。わたしは校舎の壁に背中を押し付けられた恰かつ好こうだ。

　暮無さんの優美な顔が目の前まで迫り、甘い香かおりが鼻び腔こうを撫なでる。

「これは最終通告よ。私の派閥に入りなさい」

「断固拒きよ否ひします」

　わたしは素っ気なくあしらうものの、

「あーっはっはっは！」

　ふんぞり返って高笑いを撒まき散らした暮無さん。

「田舎いなか娘むすめに教えてあげる。渋谷の女子小学生は、私の派閥に入ることが最高の名めい誉よなの」

「あ、はい」

「昨日、アナタと身体からだを交えてみて感じたわ。アナタの反はん抗こう的てきな眼差し、都会に染まっていない清純さ、極きわめつけは私好みの可か憐れんな容姿なの」

「卑ひ猥わいな言い方やめてください。ゴスキュアでバトルしただけですよね」

　わたしは適当な態度で流したけれど、頰ほおを染めながら卑猥なフレーズを強調された。

　この人、ちょっと危ない人だよ。きっと、進化した第二世代の小学生だよ。

「私の眷けん族ぞくになりなさい！　そうすれば、アナタの小学校生活は極ごく上じような紅色になるの！」

　興味の塊かたまりを宿した手を差し伸のべてくる暮無さん。

　ストレスが溜たまる。住む土地が変わろうとも、価値観が違う人間と接するのは。

「わたしのことはお気き遣づかいなく。一人で生きていけますので」

　空気を読みまくりの薄うすっぺらい関係でも、グループを形成した人が偉えらい。

　言いたいことを素す直なおに吐はき出す孤こ独どくな人は可哀かわいそう。

　そういう社会は嫌いだ。

　いいじゃないか、一人で遊んでも。一人でご飯を食べても。

　いつか本当に好きな人と、価値観の合う人と、出会えるまで待てばいいじゃないか。

「わたしは、群れるだけの友達なんていらない。貴女あなたは自分を持ち上げてくれる都合のいい人形が欲しいだけですよね」

　わたしの言葉に、派閥のメンバーは「楓様になんて失礼な！」と殺気立つ。

　今まで怒らなかった人はいないのだが、暮無さんは──

「ふふっ……あーっはっはっは！　思った通り、おもしろいジャガイモ娘じゃないの！　私に盾たて突つく女なんて初めてよ！」

　大笑いからのふんぞり返り！

　この女はおかしい！

　ここからのキャットファイトくらいは想定内だったのに！

　異様な空気が少しだけ和なごんだのも束つかの間、

「そんなアナタを……叩たたき潰つぶして涙なみだ目めにして、屈くつ服ぷくさせるのが最高の楽しみなのぉ」

　冷たく艶えん笑しようした暮無さん。

　鋭く尖とがった犬歯が覗のぞいた瞬しゆん間かん、腕うでから指先までが小刻みに震ふるえた。

「楓さまぁ……頭をなでなでしてくださぁい」

「ずるいよー！　楓様はみんなの楓様でしょーっ！」

　驚おどろくよ。我が目を疑うよ。

　暮無さんの足元に擦すり寄ったり、抱き着く子が後を絶たないんだもん。

「うふふ、慌あわてないで。あとでゆっくり愛めでてあげるから」

　子こ猫ねこを可愛かわいがる飼い主かの如ごとく、顎あごのあたりを撫でてあげる暮無さん。

　しかし、わたしを映す赤眼は妖よう艶えんさを隠かくさない。灼しやく熱ねつの太陽だった雰ふん囲い気きが魔ま性しようの月へと切り替かわるとき、緊きん張ちようしたわたしの背筋から汗あせが滲にじんだ。

　暮無さんは……わたしを従順な子猫にしようとしているんだ……。

「都会の女子小学生は、いかに多くの人間を率いることができるかで序列が決まるの。アナタのような一いつ匹ぴき狼おおかみは徹てつ底てい的てきに迫はく害がいされるか、強大な権力に屈服するかしかないのよ」

　不敵にそう言い残し、暮無さんは派閥を率いて校舎の方へ戻っていく。

　張りつめていた空気が緩かん和わされたと同時に、休み時間の終しゆう了りようを告げる予よ鈴れい。

　ごくりと唾つばを飲み込んだ喉のどは、既すでに干ひ上あがっていた。
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　それからすぐ──わたしを待っていたのは本格的な孤こ立りつ。

　小学校を牛ぎゆう耳じる暮無さんに盾突いたことが噂うわさで広まり、火種を避さけるために距きよ離りを置き始めたのだろう。誰も話しかけてこないし、給食のときは微び妙みように机を離される。

「ごめんね、依鈴ちゃん……」

　申し訳なさそうに、小声で謝る子もいた。

　まあ、こうなるよね。みんな、最大勢力のグループからハブられたくないもんね。

　だけどわたし、鋼鉄のメンタル。ぼっち歴れき＝年ねん齢れいの孤高な女。

「うふふっ」

　ぽつんと自分の席に座っていたわたしを、遠目から嘲あざ笑わらってくる暮無さん。

　かなーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーりウザいけれど、彼女の策略にハマってはダメだ。弱いところを晒さらしたら、躊ちゆう躇ちよなくつけこまれるから。




　五限目は授業の小テストが返へん却きやくされた。

　ごく普ふ通つうに予習・復習して挑いどんだわたし。

　あーまったく勉強していないのー、遊んでたのーと謎なぞのアピールをしながら、テストを終えた暮無さん。

　採点されたテストが返却されたと同時に、暮無さんが詰め寄ってくる。

「女子小学生の序列を決めるのは学力。野原を駆かけ回るしか娯ご楽らくがないアナタを粉ふん砕さいしてあげる」

　……顔が近い。唇くちびるが接せつ触しよく事故を起こすくらいに。

「さあ、アナタの愚おろかで見苦しくなるほどの酷ひどい点数を晒しなさい。いっせーの、で見せ合いっこするの。はい、いっせーの」

　凄すさまじい剣けん幕まくで迫ってきたので、仕方なくテストを渡わたす。

　五秒後…………暮無さんの精神は爆ばく散さんし、床ゆかに突っ伏ぷしていた。

「か、楓さまぁああああああああああ！」

　どこからか湧わいてきた三森さんに抱き抱かかえられ、力無く項うな垂だれる暮無さん。

「見せ合いっこ、でしたよね？　暮無さんのテストも見せてください」

「………………」

　返事がない。絶対に死んだふりしてる……。

「き、貴様！　楓様に何点のテストを見せたのだ!?」

　激しく動どう揺ようした三森さんが、床に落ちた紙を拾い上げた。

　先生に赤ペンで『[image: 100]』と殴なぐり書きされた、わたしのテストを。

「なん……だと!?　楓様は徹てつ夜やで勉強しても自己最高の73点だったというのに！」

「にゃああああああ!?　堕天使！　私のことは言わなくていいの！　黙だまりなさい！」

　絶ぜつ叫きようしながら三森さんの口を塞ふさぐ暮無さん。

「ま、まあ、い、い、田舎は遊ぶところがなくて、べ、べべ、勉強しか生き甲斐がいのない可哀かわいそうな子なんでしょうね」

　声が震えてるけど。

「三森、お前のクラスはここじゃないだろー。戻るぞー」

「ふ、ふざけるな！　ワタシは楓様の側近で！　くそっ！　大人は汚きたないぞ！」

　三森さんに至っては、担任の先生が迎むかえにきて、自分のクラスに強制送そう還かんされた。

「女子小学生の序列を決めるのは運動能力。六限目のシャトルランテストで、教科書だけがお友達の軟なん弱じやくなアナタを粉砕してあげる」

「数分前と言ってること違いますけど」

　暮無さんは不敵に微笑ほほえみ、仕切り直しの宣戦布告を決める。自らのテストを真っ二つに引き裂さいた彼女は、当然ながら先生に怒られ、ちょっと涙目になっていた。




　体たい操そう着ぎに着き替がえたあと、体力測定の一いつ環かんとして行われるシャトルランテスト。

　体育館に引かれた二十メートルラインを、往復しながら走り続けるサドンデスだ。軽快な音楽が鳴り終わる前にラインを越こさないと測定終了となる。

「さぁ！　鈍なまくらな瞳ひとみに焼き付けておきなさい！　一人残った私が駆け抜ぬける雄ゆう姿しを！」

　体育館に木霊こだまする高こう慢まんな声。

　声の主である暮無さんは、意図的にわたしのすぐ横へ陣じん取どり、

「さっさと賽さいを投げなさい、下級人間。未来はもう視みえているの。紅に染まった女王だけが、戦場から空を見上げている景色がね……」

　体育の先生を〝下級人間〟呼ばわりしながら、スタートラインに並ぶ。なぜか、自らの姿を誇こ示じするかの如く広げた両手。ジャマすぎる。畑の野菜みたいにもいじゃうぞ。

「楓さまぁああああ……すてきぃいいいい……」

「ワタシは戦場で死んでいるだろう……。女王をお守りして……堕天使は朽くち果てるのだ」

　ギャラリーも見み惚とれてるんじゃないよ。三森さんは自分の教室戻れ。

　シャトルランのアナウンスが開始され、スタートの合図が鳴った。男女別で測定する関係上、三年二組の女子だけが一いつ斉せいにスタートする。

「ふんふんふ～ん♪　ふんふんふん～♪　あっはっは～♪」

　暮無さんは余よ裕ゆうの鼻歌を流しながら、反対側のラインにトップスピードで到とう達たつ。一本目から全力疾しつ走そうし、ジョギング並みのわたしたちを待っていた。

「音楽はどんどん速くなるんです。力をセーブしないとバテますよ」

「人間風ふ情ぜいなら……ね。私は明神小の《吸血ブラツド女王クイーン》だもの」

　余裕の台詞せりふを囁ささやき、再び全力で駆け出した暮無さん。まだまだスローペースのメロディに合わせ、わたしは走力を上げていった。

　──全国平均値のレベルに差し掛かかった三十往復目。

　そろそろ脱だつ落らく者しやが続出していく最中、自じ称しよう女王の雲行きも怪あやしくなってくる。

「はぁ……ひぃ……この私に……あんな罠わなをぉ……！　許すまじ……人間……！」

　誰だれも罠なんて仕掛けてません。勝手にペース配分を間ま違ちがえただけです。

　わたしの隣となりを走っていた暮無さんの呼吸は激しく乱れ、メロディが鳴り終わる寸前でのライン到達が精せい一いつ杯ぱいという感じだった。

　ドゥルルッ♪　お馴な染じみのペースアップ効果音。

　メロディはかなりのハイテンポだけど、わたしは余力を残していたから、四十往復は狙ねらえそうな気がする。

「女王様が言っていた通り、田舎いなか娘なので野原を駆け回るのは得意なんですよ」

　ここらでギアを高速へチェンジし、皮肉を置き土産みやげに暮無さんを引き離はなしにかかった。

「このジャガイモ娘むすめがぁああああああああああああああああああああああああ……！」

　限界目前な暮無さんは絶叫し、眉み間けんに険しいシワが刻まれる。

　最終手段を……覚かく悟ごした女の顔だ。

「女王を舐なめないで！　アナタを道連れに……！　ダブルクラッシュよ!!」

「うわっ!?　卑ひ怯きようですよ！」

「はっ！　強い女が勝つんじゃないの！　勝った女が強いのよぉおおっ！」

　すぐ背後を追走していた暮無さんの悪わる足あ搔がき！

　あろうことか、わたしの肩かたを摑つかんできた！

「ぜぇ……はぁ……敗北は……プライドが……許さないの！　私は女王だからぁあああ！　頂点に君臨しなければ……し、死ぬしかないの！　げほっ……ぐふっ……」

　肘ひじで振ふり払はらおうとすると、今度はラグビータックルのように抱だき着いてきた。

「ちょ……どこ触さわって……!?　い、いや……！　は、はなして……！」

「う、うふふ……やっぱり……いい身体からだしてるじゃないの……！　と、都会に染まっていない清純な……未成熟な匂においがするわ……！」

　こ、この女!!　どさくさに紛まぎれて!!　わたしの胸むな元もとやお尻しりを弄いじってる!!

　怨おん念ねん染みた憑よりつき攻こう撃げきに為なすすべなく、

「きゃあぁああああああああああああああああああああああああああ…………！」

　わたしと暮無さんは崩くずれ落ち、組んず解ほぐれつ状態のまま盛大に床を転がった。

　数秒の静せい寂じやくを挟み、響ひびき渡ったのはギャラリーからの温かい拍はく手しゆ。

　壮そう絶ぜつな死し闘とうと勘かん違ちがいし、感激したらしい。なんで、どうして、どうなって。

　お互たがいに体操服が乱れ、お腹なかや太ももを露ろ出しゆつしながら折り重なった二人は、ダブルクラッシュという結末で引き分けた。





※






「はあ……」

　放課後の学校前、わたしは苛いら立だち混じりの溜ため息を吐ついた。

　執しつ拗ような絡からみ方といい、思い返しただけで腹立たしい。

　今まで出会った同年代の大半は、こちらが張り巡めぐらせた境界線の内側に入ってくることがなかった。しかし、厚かましい暮無さんは土足で侵しん略りやくを試みる。

[image: ]

　鎖さ国こく中のわたしに開国を迫せまってくるのだ。

「ウザくて変態な暮無さんを黙らせるには……ゴスキュアで勝つしかなさそうですね」

　無視という手段が通用しない以上、自信の根源を打ち砕くだくしかない。平へい穏おんな日常と楽しいゴスキュアライフのために。

　師し匠しようが迎えに来るのを待つ間、暮無さんの憎にくたらしい顔だけが脳内で躍おどっていた。

「待たせてすまない」

　周囲の幼い声が煩うるさく響いていたところに、芯しんが通った男性の声が木霊する。

　予想通り、高校の制服を着た師匠だったんだけど──

「いえ、わたしも少し前に来たばかりですから……って」

　師匠の足元には見知った顔ぶれ。昨日、暮無さんから仲間外れにされていた無所属の少女たち──通つう称しよう『野生の救世主ゴスロの幼女リスタ』が、我が物顔で並び立っていた。

「あーっ、ハジメお兄ちゃん！　やっぱり女にあいにきてたんだーっ！」

「女に会いに来ていたわけじゃなくて……転校生の依鈴に道案内するだけだ。楓もそうだが、最近はマセた小学生が多いな……」

「妻にかくしごとなんてダメなんだーっ！　うわきはゆるさないんだからーっ！」

　少女たちにブーブーと文句を言われ、たじたじの師匠。

「ここに来る途と中ちゆう、帰宅中のこいつらと遭そう遇ぐうしてな。なぜか付いてきてしまったんだ」

　師匠は頰ほおを引きつらせた渋しぶい顔で、事情を説明してくれた。他校の制服を着た子もいれば、私服の子もいるし、師匠はいろんな小学校の女子に慕したわれているんだ。

「な、なるほど……！　小学生の恋こい人びとさんがたくさんいるんですね……！　千ち秋あきお姉さんというお嫁よめさんもいるのに、師匠は凄すごいです……！」

「ちょ、お前……！　いろいろ誤解しているぞ……！」

　わたしの発言をきっかけに、不満を爆ばく発はつさせた少女たちから「あのギャルＪＣと離り婚こんしろーっ！」と、ポコポコ袋ふくろ叩だたきにされた師匠。

　仮想空間ではカッコよかった師匠のイメージがぁ……。

「そんなにＪＣおっぱいがすきなんだーっ！　ハジメお兄ちゃんは、わたしたちのぺたんこ胸じゃないとまんぞくできないってゆってたのにーっ！」

「一度も言ってない！　こんなところでＪＣおっぱいとかぺたんこ胸とか言うな……！　俺が変な目で見られるだろ……！」

　子供や教員、保護者が行き交かう校門の前で始まる痴ち話わげんか。

　賑にぎやかな雰ふん囲い気きにはなったけど、わたしが変なこと言っちゃったのかな……？

「そろそろ帰るぞ」

　保護者の視線が注がれていたからか、師匠は居い心ごこ地ちが悪そうに歩き出す。

　野生の救世主ゴスロの幼女リスタとはここでお別れし、師匠の大きな背中を追いかけた。




「ミカエル、待ちなさい」




　すぐに背後から呼び止めたのは、深しん紅くのランドセルが映はえる少女。

　不ふ機き嫌げんそうに眉まゆをひそめた暮無さんが、校門に寄りかかって待機していた。

「俺に何か用か？」

　振り返った師匠は、あくまでクールに応対する。

「もう一度、私とバトルしなさい。今度こそはアナタに勝ってみせるの」

「権力に固こ執しつしたお前では無理だ。何度やっても、昨日と同じように俺が勝つだけだ」

　そう、昨日の死闘はミカエルが制した。【ＧＰ】が限界値に陥おちいり、瀕ひん死し状態だったヴァンパイアを見み逃のがす結末──公式記録はドローだから、ランキングも変動しないけど。

　バトルの後、プライドの塊かたまりみたいなヴァンパイアが、心底悔くやしそうに蹲うずくまっていたのを覚えている。

「八年の人生で最大の屈くつ辱じよくだわ！　どうして私を完全消しよう滅めつさせなかったの!?」

　八年の人生で最大って、なんかシュールだ。

　まだ大した人生経験してないよね。

「お前の性格ではぎぶあっぷ☆しないだろうし、完全消滅したアカウントはレベルが初期化される。再びレベル[image: 100]にするのは、資金や労力の面で大変だろう」

「その同情が屈辱なのっ！　アナタに勝つまで何億回でもレベル[image: 100]になるのっ！」

　ＶＲゴスキュアの敗北条件は主に『ぎぶあっぷ☆』という降こう伏ふくをするか、シンプルに【ＧＰ】が尽つきる『完全消滅』か。

　完全消滅はレベル初期化に加えて、アカウントが一週間凍とう結けつされるペナルティがあるから、大たい抵ていの救世主ゴスロの幼女リスタは平和的にぎぶあっぷ☆するらしい。

　現実の仲なか違たがいを避さける意味でも浸しん透とうしている暗あん黙もくの掟おきて。

　最後まで殺やり合うのは、強い派は閥ばつに属するＪＳだけとか……。

「どうして、ざんまいさんなの!?　私とのことはお遊びだったの!?」

「依鈴なら……俺の想おもいを受け取ってくれると思ったんだよ！」

　なんですか。ドラマでよく見かける、元恋人との修しゆ羅ら場ばみたいな台詞回しは。

　わたしが泥どろ棒ぼう猫ねこみたいなポジションじゃないですか。

「お、お二人とも！　わたしのことでケンカしないでください！」

　生意気ながら、ヒロイン気取りで仲ちゆう裁さいに入ると、

「ゴスキュアカードのことよ」

「ゴスキュアカードのことだぞ」

　残間依鈴、小学三年生。

　今が人生で一番恥はずかしいかもしれない……。

　顔面が沸ふつ騰とうしそう……。

「ミカエルに勝ったら、バレットをくれるって約束したのに！　いつの間にか〝すまいるすてーしょん〟に来なくなって！　逃にげるなんて許されないのにーーーーーーーっ！」

　師匠の両肩へ摑みかかり、宙に浮ういた足を激しく揺ゆする暮無さん。

「お前……結構重くなったな！」

「はあ!?　太ったんじゃなくて身長が伸のびたの！　デリカシーの欠片かけらもないのね！」

　兄に駄だ々だをこねるワガママ妹か。

「俺はもう老兵だ。僅わずかに残された余生を使い、後こう継けい者しやを育てようと思っている」

　二人が同時に──わたしをじっと見み据すえた。

　えっ……ふえっ？

「依鈴に勝ったらバレットをくれてやる。その代わり、負けたら他者への意地悪をやめろ」

「ちょ……!?　師匠……!?」

「きゃははっ！」

　上機嫌に笑った暮無さんは、リズミカルなスキップをしながら去っていく……フェイントをかまし、

「おもしろいわねっ!!」

　いきなり踵きびすを返した。ほんとにユニークな女ですよね。

「ざんまいさんを潰つぶすなんて簡単なの。そのあとに……ミカエルも葬ほうむり去ってやるわ」

　暮無さんが指をパチンと弾はじいた途と端たん、どこからともなく集結する《絵本の魔ま女じよ》。

　ＪＳ軍勢を率いながら、明神小の《吸血ブラツド女王クイーン》は渋谷のセンター街方面に消えていった。




「あの子たち、師匠と話せて嬉うれしそうでしたね」

　帰り道──わたしは隣となりを歩きながら、無難な話題を振ふってみる。

　あの子たちみたいに、堂々と甘える度胸も可愛かわいげもないので……。

「最近はあまり遊んでやれてなかったからな。寂さびしさもあったんだろう」

「高校生ですもんね。大人はいろいろと忙いそがしそうです」

「忙しいというか……これだけ救世主ゴスロの幼女リスタが増えたなら、俺が遊び方を教える必要もないかと思ったんだ。それに……」

　師匠は少しだけ考え込むと、

「……なんでもない。これは俺自身の些さ細さいな問題だ」

　言葉を濁にごす。

　もしかして、バレットのカードを手放したことに関係が……？

　安全な道を教えてもらいながら、わたしは師匠の横顔をずっと見つめていた。

「暮無さんとは知り合いだったんですね。過去に何があったんですか？」

　恐おそれ多いながらも、問いかけずにはいられない。

「あいつは……俺の弟で子しだった。それだけだよ」

　師匠はほんのりと微び笑しようを滲にじませ、日が傾かたむき始めた空を眺ながめていた。

「ごめんな。少し遅おそくなった」

　突とつ然ぜん足を止め、誰だれかに謝罪する師匠。わたしが雑念を抱いだいていた数分の間（道を覚えてないよぉ……）に、別な小学校の風景へと様変わりしていた。




「お兄ちゃん……おそい……」




　そこには、一人の小さな少女がぽつんと佇たたずむ。純白のランドセルを背負い、雪だるまのぬいぐるみを抱かかえた少女の雰囲気は、とても華きや奢しやで脆ぜい弱じやくといったイメージ。

　雪の妖よう精せいさんみたいに色白の肌はだで、触ふれた瞬しゆん間かんに儚はかなく溶とけてしまいそう。

　そういえば今、妖精さんの口から『お兄ちゃん』って聞こえたような。

　さっきの少女たちみたいに、師匠の妹分的な子供なのかな？

「依鈴は会うのが初めてだったな。妹の寺てら原はら小こ雪ゆきだ」

　本物の妹さんだった！

　師匠の隣にちょこんと寄り添そった少女は、わたしと目が合った途端に──

「…………（さっ）」

　師匠の背後へと隠かくれた。

　そして、

「…………（おどおど）」

　垂れ下がった瞳ひとみを潤うるませながら、こっちの様子を窺うかがっている。

　なに、この可愛すぎる雪の妖精さんは……。

「し、師し匠しようの弟子になった残間依鈴です。よろしくお願いします」

「…………（もじもじ）」

　ぎこちなく自己紹しよう介かいしてみたけど、妖精さんは恥ずかしそうに身を潜ひそめた。

「小雪は極度の人見知りなんだ。気を悪くしないでくれ」

「わたしも友達付き合いは絶望的に下手へたなので、むしろ大だい歓かん迎げいです」

　どこかの吸血変態小学生より、無口な妖精さんのほうが遥はるかに癒いやされるよ……。

　しかも、小雪さんが着ている清せい楚そな制服は──

「小雪さんは『原はら宿じゆく女じよ学がく館かん初等部』の生徒なんですね。凄いと思います」

「依鈴でも知っているのか？」

「父親の転勤に合わせて、冬に転入試験を受けました。あっさり落ちましたが……」

　目の前に腰こしを据すえているのは、東京の淑しゆく女じよが集つどう名門女子小学校──通つう称しよう『原はら女じよ』。

　小雪さんを筆頭に利口で物静かな子が多そうだし、原女に受かっていれば余計なストレスを感じず穏おだやかに暮らせたかもしれない。

　少なくとも、わたしより偏へん差さ値ちの低い某ぼう女じよ王おうは入学できないだろうしね！

　うう……あのときは「ＶＲゴスキュアがやっとできるーっ」みたいな期待で、頭がお花畑だったから。真面目まじめに勉強してたら、きっと受かってたんだい。言い訳ですけどね。

「千秋が心配するから、さっさと帰ろう」

　中心にいる師匠を挟はさむように、わたしと小雪さんも歩き始めた。

「……お兄ちゃん……てって……」

「お前はいつまでも子供だな」

　師匠は呆あきれつつも、小雪さんが差し出した小さすぎる手を繫つないだ。

　これが実妹の強みかぁ。わたしみたいな、ぽっと出の新米娘むすめには恐れ多いお願いです。

「…………（じっ）」

「な、なんですか？」

　ふと、小雪さんから粘ねん着ちやく質しつな視線を感じたような。

「…………（さっ）」

　わたしの問いかけに答えることはなく、師匠の陰かげに隠れた小雪さん。

　いきなり家まで押しかけたから、なおさら警けい戒かいされてるのかな？

　悪い妖精のような澱よどみが、瞳の奥底に沈しずんでいた気がするのは──勘かん違ちがいだと思いたい。





※






「ハジメくん、帰って来るの遅すぎだよ。何やってたの？」

　小雪と依鈴を引き連れて家に到とう着ちやくすると、リビングで洗せん濯たく物ものを畳たたんでいた千秋に怒おこられた。苦言を呈ていされるのはいつものことだが、

「はい、お弁当箱出して。洗っておくから」

「……ああ、いつも助かる。美味うまかったよ」

「うふふー、そっかぁ♪　千秋様にお弁当を作ってもらえて幸せ者だよねぇ♪」

　立ち上がったときにパンツが見えそうだとか、弁当箱を渡わたしたときに胸むな元もとからブラが覗のぞけたりするのは未いまだに慣れないし、旧知の仲ゆえの背徳感がある……。

　上じよう機き嫌げんの本人は気付いてないらしいが、慣れた空間だからといって無防備すぎだ。

　ＪＣ相手にフルチンを開放した俺が言えたことじゃないか……。

　それはともかく、小雪が一いつ緒しよにいるおかげで、依鈴を連れ込んでも周囲に言い訳できるのはありがたい。近所の人は、依鈴を小雪の友達だと思うだろうし。

「……ただいま……」

「お、お邪じや魔まします！　今日からお世話になります！」

「二人ともお帰り～。依鈴ちゃんも自分の家だと思って、ゆっくりくつろいでね♪」

　いかにも朝あさ井い家みたいなノリの千秋だが、ここは寺原家だという真実。

「中学生のお前には分からないだろうが、高校生は忙しいんだ」

「小雪ちゃん、こいつの言ってることはほんとう？」

「……お兄ちゃんから……いろんな小学生の匂においがする……」

　我が妹は名めい探たん偵ていだった。匂い？　俺にはＪＳの匂いが染しみついているのか？

「小雪、ウソは泥どろ棒ぼうの始まりだからやめような」

「ウソ言ってるのはハジメくんでしょーが」

　容疑者の証言を信じてくれない幼おさな馴な染じみ系のＪＣ。

「師匠はたくさんの女子小学生と一緒にいました」

「依鈴ちゃんは素す直なおで良い子だね～。ハジメくんは女児誘ゆう拐かいの罪で無期懲ちよう役えき」

　ＪＣから下された無期懲役。悲しい冤えん罪ざいとは、こうして生まれてしまうのか……。

「とにかく……六時までには家に帰らせたいから、五時半まで依鈴と部屋にこもる。長くダラダラと修しゆ行ぎようするより、短時間で集中するほうが効率もいい」

　現在時刻は夕方の四時前。相手は女子小学生という縛しばりがあるため、平日は二時間程度の修行しかできない。

　ゲームをするクラブ活動的な理由で、依鈴の両親にも了りよう承しようしてもらった条件だ。

「だ、だめ！　上京したての小学生と密室……絶対に如何いかがわしいことをする気でしょ!?」

「す、するわけないだろ！　ゴスキュアについてレクチャーするだけだ！」

「ハジメくんなら、エッチな行こう為いをゴスキュアって隠いん語ごにするくらい考えそう！」

「いつもエロい誘ゆう惑わくばかりしてるのはお前だろ！　お前の短いスカートからはみ出る太ももとか、無防備なブラチラは（俺の理性が）困るんだよ！」

「なっ!?　そ、そんなところばっかり見て欲よく情じようしてたんだ！　小学生のつぎは中学生を、え、ええ、エッチな対象にしてたんだ！　ハジメくんのへんたい！　ロリコンぼっち！」

　頰ほおを火ほ照てらせながら、次し第だいに脱だつ線せんしていく見苦しい口論。上気した千秋の顔が徐じよ々じよに近づき、瑞みず々みずしい唇くちびるに視線が引き寄せられる。

　脳が心ここ地ち好よく痺しびれるような甘い香かおり。あらためて知った。間近で見る幼馴染みの瞳、肌、毛もう髪はつ、唇を含ふくめたすべてが、本当にきめ細やかで、きれいで。

「……アタシがいなかったら、ハジメくんは本当の犯罪者になっちゃうかもね」

「……そうかもしれない」

「……でもさ、女子中学生にも興奮するって分かったから、ちょっとだけ安心したよ」

　無意識に、俺は反論するのをやめてしまっていた。

　それは、赤面しながら黙だまり込んだ千秋も同様に。

　子供だと思っていた千秋の姿は、いつしか大人の女性へと変わり始めていた。

「あの……お二人ともどうかしましたか？」

「…………（じー）」

　ぽかーんと眺めている小学生二人に気付いた俺と千秋は、

「リビングで修行するか」

「そのほうが安心だよねぇ」

　妙みように滑こつ稽けいで気き恥はずかしくなり、呆あつ気けなく冷静さを取り戻もどした。

「今のはどういった意味の話なのでしょうか？」

「……エッチとか……ブラチラって聞こえた……」

「子供はまだ知らなくていいことだ」

「子供はまだ知らなくていいの」

　興きよう味み津しん々しんっぽい小学生コンビを、俺たちは誤ご魔ま化かすように宥なだめた。

　無む垢くな小学生の前でね、堂々と議論できる内容じゃないのでね。猛もう省せいします。





※






「常識として、レベル[image: 100]を相手に──しかも渋谷区のランキング一位に、まったくの初心者が勝つのは不可能だ。あの楓ですら、頂点に上り詰つめるまで二年かかっている」

「勢いで啖たん呵かを切りましたが、やっぱりそうですよね……」

　リビングのソファに依鈴を座らせ、俺は映像端たん末まつに表示したグラフ等を駆く使ししながらＶＲゴスキュアの座学を始めた。

　上京して一ヵ月足らずの依鈴に、渋谷区の救世主ゴスロの幼女リスタ事情を把は握あくしてもらうためだ。

「…………（じー）」

「お前は救世主ゴスロの幼女リスタじゃないから、聞いていてもつまんないぞ？」

「……小雪もゲームやりたい……。ゴスキュアは……好き……」

「本当か……？　兄は感動して泣きそうだ……」

　依鈴の隣となりにちょこんと腰掛かけている小雪も、多少の興味はあるようだ。

　最近よく遊んでいる友達（？）の影えい響きようかもしれないが、嬉うれしいことには変わりない。

「……………………」

　なぜか、無言で依鈴を見つめる小雪。弱々しい表情ではあるが、小雪なりに牽けん制せいしているようにも思えた。同じ初心者だから、ライバル関係を意識しているのか？

「そもそも、渋谷区は二つのゴスキュアチームが勢力を広げている。ゴスキュア愛好家の間では、恰かつ好こうつけて〝派は閥ばつ〟と呼ばれているが、この二強が断トツだろう」

「一つは暮無さんが率いている《絵本の魔ま女じよ》ですよね？　悪役しかいないイメージです」

「コンセプト的に悪役のゴスキュアしか認めてないからな。もう一つは原宿の──」

　俺が答えようとすると、

「……《ブリザーダスト》……原宿最強のＪＳゴスキュアチーム……」

　代わりに、そよ風のような声で小雪が囁ささやいた。

「……お兄ちゃんの妹として……とうぜん……（どやあ）」

「ぐぬぬぅ……っ！」

　勝ち誇ほこった顔を披ひ露ろうした小雪に、唇を嚙かみ締しめた依鈴。負けず嫌ぎらいな依鈴はともかく、小雪が感情をころころと変化させるのは珍めずらしいな。

「巨きよ大だいな派閥のリーダーには、大勢の構成員を通じて装備カードやゴスキュアカードが大量に集まる。戦せん闘とう力・装備力・後方支し援えん力……すべてにおいて楓に弱点はない」

「ううぅ……」

　ストレートに現状を突つき付けると、悔くやしそうに落らく胆たんする依鈴。

「だが、案ずるな。お前が師匠に選んだのは、この《降エン臨ジエル──」




「ねぇ～、小雪ちゃんはピーマン食べられるようになった～？」

「……やっ……ピーマン……やっ……」




　外野からの妨ぼう害がい。気を取り直して……。

「お前の師し匠しようはこの──」




「細かく刻んでハンバーグに練り込んだら食べられるかなぁ？」

「……苦いの……やっ……」




「千秋、生活感が漂ただよう会話をやめてくれ。俺の決め台詞ぜりふが決まらない」

「え～？　だって小雪ちゃんがいつもピーマン残すんだもん。ハジメくんの嫌きらいなトマトもハンバーグに混ぜてみようかなぁと」

「……やっ……トマト……やっ……！　あっちいけ……！」

「きもっ。小雪ちゃんの真似まねするのやめて」

　空気ブレイカーの正体は、キッチンで夕食の仕込みをしていた千秋。いつも、俺たち兄きよう妹だいの好き嫌いを克こく服ふくさせようとする工く夫ふうを絶やさない。

「師匠の修行を熟こなせば常識を覆くつがえすことができる、というわけですよね！」

「その通り！　依鈴のような教え子がいてくれて嬉しいぞ！」

　両手でハイタッチした俺と依鈴。なんだろう、このシンクロ率。孤こ高こうなぼっち気質＋ゴスキュア愛好家だからか、強い親近感が湧わく。

「短期間で可能なのは、強い救世主ゴスロの幼女リスタに勝つ修行ではなく、楓に勝つことだけを考えた修行だ。あいつに戦い方を教えたのは、他ほかならぬ俺なんだからな」

「……ということは、大きな弱点が存在するということですか!?」

「いや、そんなものはない」

「えぇえええええ……そんなぁ……」

　依鈴はまた落ち込む。いちいち反応が素直だから、そこはかとなく可愛かわいらしいな。

「だが僅わずかなほころびは存在する。そこを弱点に変えられるかはお前の頑がん張ばり次第だ」

「がんばりますっ！　絶対に暮無さんを粉ふん砕さいして泣かせます！」

　おっ、すぐに立ち直った。

　拳こぶしを握にぎりしめた依鈴は、芯しんが通る力強い言葉を発する。

「それじゃあ……ゴスキュア鑑かん賞しよう会の始まりだ」

「えっ？　鑑賞会……ですか？」

　俺は映像端末を操作し、最新話まで録画済みのプリズムバレット・ゴスキュアを再生。困こん惑わくする依鈴の隣へ着席し、当然の如ごとく一いつ緒しよに鑑賞会を始めた。

「……小雪……ここがおちつく……」

　もぞもぞと小雪がソファを這はい、俺の太ももにちょこんと居座る。ふんわりと軽い全体重を俺に預けてくるため、小雪の華きや奢しやな背中が押し当てられた。

　ほんと、小雪は軽いな。同い年の依鈴と比べると、ミニマムさが歴然だ。

「……妹があまえるのは……ふつうのこと……」

「ぐぬぬぅ！」

　小雪と視線を交かわしながら、ぷくっと頰を膨ふくらませている依鈴。なぜ冷戦をしているのかは知らないが、仲良くしなさい。

　そうこうしているうちに、第一話の本編がスタート。

　主人公の幼女ミーシャが友達と遊んでいた放課後、人々を襲おそうゴシッカーという量産型の怪かい物ぶつと遭そう遇ぐうしてしまう導入だが──

「ここのシーン、後に敵として登場するゴシックパンツァーがいるんですよね。よく見ると、少し物悲しい表情をしているのは味方になる伏ふく線せんなんでしょうか」

「二クール目以降に繫つながっていくんだろうな。第十二話でバレットがタイムリープするフラグが立っているし、未来から来たパンツァーが結末を知っているとしたら──」




　ゴスキュアを観みながら語り合うの……楽しい!!　相手が幼女でも!!




　あー、これだよ。千秋があまり付き合ってくれなかったのは。

　依鈴も声こわ色いろを弾はずませているし、なんだかんだで楽しそうだ。

　最近は小雪も忙いそがしそうだったから、ちょっと新しん鮮せんな感覚になる──じゃなくて、本来の目的を忘れてはいけない！

　怪物の暴挙から親友を助けようとしたミーシャが覚かく醒せいし、バレットへと変身するバンクシーンが終しゆう了りようしたところで一時停止した。

「あっ!?　今、いいところでしたよね!?」

「忘れていないか？　もう修しゆ行ぎようは始まっていることを」

「す、すみません……。うっかり見入ってしまいました」

　まあ、俺も忘れていたけど。

「ＶＲゴスキュアには、一ひと握にぎりの者しか知らない三つの隠かくし能力『Ｔ・Ｒ・Ｌトウアール』が存在する。ゲームでの発動条件はシンプル故ゆえに難しい」

「ＶＲ─Ｄの考案者とされる『ＴＲ・Ｌｉｇｈｔｎｉｎｇ』に由来するのでしょうか!?　個人なのか団体なのかすら不明な謎なぞ多き名前……隠し機能くらいは仕込みそうですね！」

　ゴスキュア好きの血が抑おさえきれないのか、瞳ひとみが煌きらびやかに輝かがやき始めた依鈴。

　俺の股こ間かんに座っていた小雪をいったん隣に置き、着席している二人の前へ立ち上がる。

　呼吸を整え、精神を極限まで研とぎ澄すませたとき、

「チェンジングゴシック！　（ぽわわーん）　クロスオーバー！　（きゅいーん）」

　眼前に掲かかげた右手で十字を切った。何も起きない。ここは現実という名のリアル。

　しかし！　羞しゆう恥ちという概がい念ねんを捨て去り、続けざまにバレットの変身バンク（ＢＧＭや効果音は俺が口ずさむセルフ式）を完コピ！

　無垢な小学生二人の前で！　ゴミを見る目をした中学生の前で！

「集つどいし希望の銃じゆう弾だんを以もつて　（びゅいーん！）　悪を撃うち滅ほろぼす！　（だんだん！）　ゴシックバレット！」

　勇ゆう敢かんな男子高校生はやりきったぞォ!!




　……………………訪おとずれたのは、完全なる静せい寂じやく。




　つらい。この空気は残ざん酷こくだ。特に、千秋の瞳から光が消えている。

「さあ、依鈴もやるんだ。バレットの変身を」

「…………えっ!?　わたしもやるんですか!?」

　あたふたと焦あせる依鈴だが、予想通りのリアクションではあった。

「『Ｔ・Ｒ・Ｌトウアール』の発動条件は『ログインしたときに変身バンクを完かん璧ぺき再現する』こと。依鈴はバレットの変身バンクを練習し、変身時に完コピする必要がある」

「で、でも……仮想空間ならともかく、現実で変身の真似をやるのはちょっと……」

　もじもじと渋しぶっている依鈴に対たい抗こうしたのか、小雪が静かに立ち上がり、

「チェンジングゴシック……（ぽわわーん……）　クロスオーバー……　（きゅいーん……）」

　以下、同文。

　まったく躊ちゆう躇ちよも恥はじらいもなく、小雪はバレットのバンクをやり遂とげてみせた。

　我が妹ながら……すっごく魅み力りよく的てきな変身だったぞ。

「小雪……最高だ」

「……えへへ……お兄ちゃんの妹として……あたりまえ……」

　普ふ段だんは眠ねむそうな表情でも、にっこりと微笑ほほえんだ小雪。

「…………（ふっ）」

「こ、こんのぉ～っ！」

　小雪から無言の挑ちよう発はつ（？）を受けた依鈴は、ソファから勢いよく立ち上がる。

　スカートの裾すそを両手で握り、しばらくは俯うつむいていたものの、

「ちぇ、ちぇんじんぐ」

　羞しゆう恥ち心しんに搦からめ捕とられた覇は気きのない台詞せりふを呟つぶやく。

「はい、カットカット」

　俺は即そく座ざに自分の手を叩たたき、依鈴の変身を中断させた。

「自覚していると思うが、まだ恥じらいが残っている。ゴスキュアのキャラたちは、恥ずかしがりながら変身しているのか？」

「いえ……初めての変身にも拘かかわらず、なぜか完璧な手順を踏ふんでいます」

「それは変身もののお約束だから、まあ……ツッコんじゃいけない部分だな」

　女子小学生には純じゆん粋すいにゴスキュアを楽しんでほしい。

「ＶＲ─Ｄは脳を介かいして、羞恥や戸と惑まどいの感情も読み取る。心身ともにゴスキュアへなりきらないと、お前は暮無楓に一生勝てないぞ」

「それは嫌いやです！　あんな変態女のペットになるなんて！」

　小学生三年生が、そんなエロい響ひびきの約束を交わしているのか……!!

　依鈴が負けたら、暮無楓のペット。幼女が幼女に服従する卑ひ猥わいな妄もう想そうをしてしまうが、必死に邪じや念ねんを振ふり払はらう。

「依鈴、練習で熟せないことが本番で熟せるようになるわけがないんだ」

「その通りだと思います……！」

「なら、どうすればいいか分かるよな？」

　クールフェイスを保った俺は、静かに語りかける。

「（床ゆかのフローリングで滑すべると危険だから、タイツを）早く脱ぬぐんだ」

　羞恥を捨てた依鈴は強こわ張ばっていた肩かたの力を抜ぬき、スリップを防ぐために黒タイツを脱いだ。小学生とはいえ、前かがみでタイツを脱ぐ仕草は、不思議な動どう悸きを引き起こす……。

　如何いかがわしい要求みたいに聞こえないだろうか……？

　頰ほおをほんのり染めながらも、意を決した依鈴は、

「チェンジングゴシック！　（ぽわわーん）　クロスオーバー！　（きゅいーん）」

　小さな胸に右手を翳かざし、速すみやかに十字を切る。

　次々とアニメに添そった変身ポーズをキメていく依鈴。健けな気げに頑張る女子小学生は応おう援えんしたくなるものの──正直、目のやり場に困った。

　制服のスカートが複雑に揺ゆれ、健康的な細足が上下左右に動くから、犯罪的な意味でなかなか直視できない。どことは言わないが、下手へたしたら見えそうだ。

　小雪は妹だからまだいいとして、人様の子のパン……下着は一発アウトな事案。

　でも！　しっかり直視しないと指導ができないから！　俺は目を逸そらせないんだ！

「集いし希望の銃弾を以て　（びゅいーん！）　悪を撃ち滅ぼす！　（だんだん！）　ゴシックバレット！」

　やり切った。セルフ効果音やＢＧＭも見事に完かん遂すいした。

　一度恥じらいを捨てた依鈴は、もはやロリではなくゴスキュア戦士となったのだ。

「う、うううぅ……」

　いや、顔は真っ赤に茹ゆであがり、玉の汗あせが滴したたっている。よく頑張りました。

「恥じらいは薄うすくなったが、ポーズや動作が微び妙みように違ちがう部分が多々あった。腕うでの角度や足の開き方、台詞のイントネーションなど、改善点をあげればキリがない。それと～」

　アニメの変身シーンをスロー再生しながら、俺は熱心に説明した。ここで妥だ協きようすると、修行の意味がないからだ。

　千秋に「なにしてんだこいつ……」みたいな、乾かわいた眼まな差ざしを浴びようとも。

「……いすずちゃん……からだがかたい……かも……」

　まさかの小雪から、コーチ目線な助言をいただく。

　たしかに、足が思うように振り上がらなかったり、背筋の反りも若じやつ干かん甘かった。

　それにより、禁断の小学生パンツがあまり見えなくて助かった……じゃなく、手順は間違っていないのに不ぶ恰かつ好こうな動作となったのだ。

「頭では動作を理解していても、身体からだがついていかなかったのかもしれない。そこに気付くとは、さすがは俺の妹だ」

「……えへへ……ほめられた……」

　頭を撫なでると、小雪は妖よう精せいのようにあどけない照れ笑いを浮うかべた。

「いすずちゃんには……つよくなってほしい……」

「小雪さんは、やっぱり妖精さんだったんですね！　わたし、がんばります！」

　エールをもらった依鈴は闘とう志しが漲みなぎってきたらしい。理想のライバル関係になったようだ。

「今日は柔じゆう軟なん体操をしながら、ひたすら変身バンクの練習だな。汗もかくだろうし、制服だと汚よごれたりシワにもなるから、体操着にでも着き替がえた方が──」

「……んしょ……」

　小雪、純白つるぺたロリボディにパンツのみ。

　俺が言い終わるのを待たず、制服を豪ごう快かいに脱ぎ出していたのだ。あまりにも自然な行動だったため、意表を衝つかれた依鈴は「え、ええええ……？」と戸惑っていた。

「女の子なんだから、もう少しお淑しとやかにしないとダメだぞ」

「……お兄ちゃんなら……見られてもだいじょうぶ……。おふろもいっしょだった……」

「お前が駄だ々だをこねるから、仕方なく付き合っていただけだからな」

　小雪とは一年くらい前まで一いつ緒しよに入浴していた。俺と一緒じゃなきゃ風ふ呂ろに入らない、と駄々をこねていたからだ。

　高校生になる男が妹と入浴はさすがにキツいと思い、小雪の反対を押し切って決別したが。そんなわけで小雪の裸はだかは見慣れているものの、

「じ、時間は限られていますし、わ、わたしも早く着替えたほうが……いいですよね」

　触しよく発はつされたのか、依鈴もスカートのファスナーへ手をかける。スカートは腰こしからストンと下がり、恥じらう依鈴の足元へ落下。

　魅み惑わくのＪＳ生足が晒さらされ、かろうじてシャツに隠れた股また下したが犯罪度を急きゆう上じよう昇しようさせた！

「ば、ばか！　お前までこんなところで！」

　これは（モラル的な意味で）駄目だ、と本能が叫さけぶ。部外者にバレたら人生が終わってしまいかねない、誤解が誤解を呼ぶデッドオアアライブな状じよう況きよう。

　依鈴は止まらない。一つ二つと胸むな元もとのボタンを外し、子供用キャミソールが──

「お着替えは部屋でやろうねっ！　ていうか、ハジメくんが出てけ！」

　血相を変えた千秋が猛もう然ぜんと駆かけ寄ってきたため、俺は頭を抱かかえながら、危険すぎるリビングをさっさと退室。小雪の部屋から体操着を持ってくることにした。

　リビングに戻もどると、田舎いなかの畑からワープしてきたような人物が紛まぎれ込んでいる。

「こんなこともあろうかと、動きやすい服を持参していました！　この戦せん闘とう服に着替えたわたしは、地元の畑で負け知らずですよ！」

　オーバーオール＋ほっかむりの依鈴、渾こん身しんのドヤ顔。第一村人発見、とかで紹しよう介かいされそうな田舎のお婆ばあちゃんスタイルに様変わりしていた。

「依鈴……俺はファッションなんて詳くわしくないが、それがババ臭くさいことは分かる」

「ば!?　ババ臭い……わたし……小学生なのに……お婆ちゃん……」

　依鈴、ショックのあまり四つん這ばいで落ち込む。

「もぉ！　はっきり言いすぎだよハジメくんは！　アタシがオブラートに包んでたのに！」

　謝るチャンスも与あたえられず、千秋に烈れつ火かの如ごとく叱しかられてしまった。




「……もう少し……曲がるはず……」

「うっ、あっ……んあっ……小雪さん、もう少し優やさしくお願いしまっいたたっ、うあっ！」

　体操着に着替えた二人は、さっそく柔軟体たい操そうを開始した。

　半はん袖そで短パンという体操着姿の小学生二人が組み、背中伸のばしをしている光景。見守らなくてはいけない立場なのに、堂々と直視できないのはなぜだろう。
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「あっ、うふ……やっんんっ……も、もう耐たえられません……やっ……あっ……」

「……んっ……はぁ……いすずちゃんのからだ……びくびくしてきた……」

　湿しめり気を帯びた吐と息いきが木霊こだまし、反った背筋と比例して顔を出すおへそ。ピタッと強調される胸元のボディライン。小刻みに震ふるえるお尻しりや鼠そ蹊けい部ぶは、少女が踏ん張っている証あかし。

　小学三年生という、高学年への階段を登り始めた年代の少女……もしかして、俺は艶なまめかしい瞬しゆん間かんを目まの当たりにしているのでは？

「……お兄ちゃん……おねがい……。小雪じゃ……体重がたりない……」

　絨じゆう毯たんに座りながら足を開き、前ぜん屈くつ体勢を維い持じする依鈴。たしかに小雪では体重が軽すぎるため、伸のし掛かかるように背中を押しても効果は薄い。

「俺でいいのか……？」

「はい……。やさしくお願いします……」

　頷うなずく依鈴の背後に回り、繊せん細さいな背中にそっと両手を添そえた。依鈴の高まった温ぬくもりと、ほんのり汗ばんだ感かん触しよくが生き地じ越ごしに伝わってくる。

「痛いのは一瞬だから……一気にいくぞ！」

「っ……ああっ！」

　俺は徐じよ々じよに身体を倒たおし、小こ柄がらな依鈴を包み込むように覆おおい被かぶさっていく。女子小学生の背後から、男が肉体を押し付けて──汗と少女のフレッシュな香かおりが鼻先を撫でた。

「……し、師し匠しよう……！　い、痛っ……いたい……です……！　うあっあ、あっ……」

「なるべく痛くないように、ゆっくり押し込む！　力を抜いて！」

「うっふう……くっ……はぁはァ……あっ……す、少しだけ……マシになって……」

　お互たがいの吐息や蒸発した汗が絡からみ合い、リビングは淫みだらな匂においが立ち込めた。

　両足をだらしなく開いた依鈴は、上気した顔を隠かくさずに晒す。少女の股こ間かんに蓄ちく積せきされた初めての痛みが、未知の快楽へと変わるのはもうすぐだ。

「よし、そろそろ前後に……動くからな。お前の小さい身体が壊こわれてしまうくらい、激しく──あいったっ!?」

「ハ～ジ～メ～く～ん？　もう少し言葉を選んでほしいなぁ～？」

　俺の頭を鍋なべつかみで引っ叩ぱたいたのは、プチ怒いかりモードの千秋。これはマジ切れする五秒前の状態だ……俺には分かる。

「ごめん……悪ノリしました。許してください……」

「次は通報するからね？　身元引受人にはなってあげるのがアタシの優しさ」

　偽いつわりの笑え顔がおを振り撒まきながら、千秋は家事へと引き返していった。

「千秋お姉さんはどうして怒おこっていたんですか？　開かい脚きやく前屈は危険だったのでしょうか？」

「……あれは……お兄ちゃんをいぢめるときの顔だった……」

「お前らも大人になればわかる……」

　首を傾かしげる依鈴と小雪だったが、紛らわしい言動は控ひかえることにした。

　寺原家を牛ぎゆう耳じる主あるじを怒らせると、小こ遣づかいを減らされたり食しよく卓たくがトマト中心になったり、いろいろ大変なのでね……。




　それから三日間──依鈴は寺原家を毎日訪問し、柔軟体操や変身の練習に従事した。

　俺の集中指導も交えながら、依鈴はひたすら身体を苛いじめ抜ぬく。

　文句の一つも言わず、ただ『暮無楓に勝つ』という明確な目標に向け、健けな気げに頑がん張ばる。

　現在、金曜日の放課後。週末に計画している本格的な実戦メニューの前に、第一ハードルはクリアさせておきたい。

「よし、練習の成果を披ひ露ろうしてもらおうか」

　俺と小雪、ついでに千秋がリビングのソファへ腰を下ろし、直立不動の主役を見守る。

　いつもと異なるのは、主役がフリル満まん載さいの漆しつ黒こくドレスを着ているということ。

「でもさぁ、女子小学生にコスプレさせるのは悪あく趣しゆ味みだよねぇ」

　眉み間けんにシワを寄せ、隣となりにいる俺を視線で炙あぶり焼いてくる千秋。

　なぜなら、今日の依鈴はバレットのコスプレをしているのだ！　俺がさせた！

「大半のプロスポーツ選手は、ユニフォームを着て試合に臨のぞむだろ？」

「まーたキミは無む駄だ遣づかいして。このコスプレ衣い装しよういくら？」

「ネット通つう販はんで一万ごにょごにょごにょ……」

　わざとらしく誤ご魔ま化かすと、心の底からの呆あきれ顔をプレゼントされた。

「……小雪は……にあってる……？」

「ああ、すごく似合っているぞ。やはり小雪はゴシックスノウだな」

　ちゃっかり小雪にも衣装を着せておいた。元々は幼少期の千秋へ着せるために収集し始めた衣装だが、こうしてお披ひ露ろ目めできる機会が訪おとずれようとは……感無量です。

「千秋にも大人用のゴスキュア衣装があるんだが──」

「ばかもの。着るわけないじゃん」

　ばかものって。ひどい。値段高かったのに……。

「残間依鈴……変身します！」

　俺たちにも聞こえるような深呼吸をした依鈴は、自らのなだらかな胸に手を置く。

「チェンジングゴシック！　クロスオーバー！」

　迷いなく綺き麗れいに、それでいてスタイリッシュに、胸の手前で切る十字の軌き跡せき。

　二次元の世界からバレットが召しよう喚かんされたと錯さつ覚かくするくらい、依鈴の変身は俺たちの視覚を欺あざむき、魅み了りようしたのだった。











※






「依鈴ちゃん、今日はもう泊とまっていったら？　いいよね、ハジメくん？」

　夕方の五時半を回った頃ころ、千秋がそう提案した。衣装をチェンジしたり変身バンク検定をしている間に、かなりの時間が経たっていたらしい。

　明日は学校も休みだし、宿しゆく泊はくには最適なシチュエーションではある。

「お、お泊まりですか？」

「俺の家は別に問題ないが、依鈴は大だい丈じよう夫ぶなのか？」

　まず、依鈴に問いかけてみた。

　寺原家の主──千秋からの提案を聞いたとき、多少ながら狼狽うろたえていたからだ。

「わたし……お友達の家にお泊まりしたことがないんです。親しん戚せきの家は何度かあるんですけど、お友達の家みたいなところは初めてで……」

「依鈴……俺もだ。千秋の家以外に招かれたこともないぞ」

「師匠！　仲間ですね！」

　両手を握にぎり合い、傷を舐なめ合うぼっち同盟。

「……泊まるなら……小雪のパジャマ……かしてあげる……」

「日用品はアタシが貸してあげるからさ、初めてのお泊まり会してみない？」

「初めてのお泊まり会……ですか！」

　興味がありそうな反応だが、依鈴は不安を隠せない。俺がヤンギャルさんやビッチさんの家に初めて泊まるようなものだし、心境を察することはできる。

「依鈴が泊まるなら、今日はオールナイトでゴスキュアパーティだな」

「ゴスキュア……パーティ！　オールナイト！」

　期待と不安の天てん秤びんが逆転し、瞳ひとみの煌きらめきがピークに達した依鈴は、

「わたし、お泊まり会したいです」

　やや遠えん慮りよ気味ながらも、素す直なおな感情を口にした。

「それじゃあ、決まりだねぇ。依鈴ちゃんの家にはアタシが連れん絡らくしておくから」

「すみません、千秋お姉さんにもお世話になりっぱなしで……」

「いいのいいの♪　子供が気を遣つかうもんじゃありません」

　手て馴なれたように、千秋は寺原家の固定電話を拝借。予あらかじめ聞いていたと思われる残間家の番号へ電話を掛けた。

「もしもし～、残間さんのお宅でしょうか？　寺原家の朝井千秋です。先日はどうもありがとうございました～。依鈴ちゃんはお利口さんで、アタシが見習いたいくらいです～」

　ビジネス通話のときは、声が一オクターブ高くなる寺原家の朝井千秋（十四歳）。

　こいつの社交性は模も範はんというか、既すでに残間家と仲良くなっているのは流石さすがだ。

　もし千秋がいなくなったら……ゴスキュアしか取り柄えのない男はどうなるのだろう。

「なに？　アタシのことをジーっと見てさぁ」

「……いや、なんでもない」

　神しん妙みように立ち竦すくむ俺を不思議に思ったのか、電話を終えた千秋が首を傾げた。

「依鈴ちゃんのお母さんから、お泊まりオーケーもらったよぉ♪」

「ほ、ほんとですか？　やったーーーーっ！　初めてのお泊まり会です！」

　両手をあげて喜びを炸さく裂れつさせた依鈴だったが、

「よ、よろしくお願いします」

　大人ぶりたい年とし頃ごろなのか、すぐにクールフェイスへと切り替かえた。

「子供は無む邪じや気きでいいよねぇ、癒いやされるよねぇ。ハジメくんはそう思わない？」

「うーん、まあ一いつ緒しよにゴスキュアを観みてくれる子供なら」

　満面の笑みを浮うかべた千秋に、俺は苦笑いを返す。

　楽しそうな千秋は嫌きらいじゃないし、むしろ……女性としての魅み力りよくを見み出いだしてしまう。

　だから俺は、いつも苦笑いでお茶を濁にごすのだ。




「あっ!?　わたしのピーマン増えてるんですけど!?　自分で食べてください！」

「うえぇええええ……いぢめっこ……」

　その後は賑にぎやかな夕食。小雪がピーマンをこっそり依鈴の皿へ移し、呆あつ気けなくバレていた。微笑ほほえましい喧けん嘩かの声が増えたためか、妹が一人増えた気分を味わう。

　小雪と依鈴も随ずい分ぶん打ち解けてきたらしい。

「あとはアタシが片づけるから、ハジメくんはお風ふ呂ろ入ってきていいよ」

「今日は俺が皿を洗おうか？」

「ハジメくんにやらせると永遠に終わらないからねぇ。気持ちだけ受け取っておく♪」

　おっしゃる通り。基本的に家事を手伝おうとすると、やんわり断られる。

「……小雪が……やる……？」

「小雪ちゃんはお皿を洗いながら寝ねるでしょ♪」

　寺原兄きよう妹だい、戦力外通告。

「あっ、わたしも手伝います」

「ほんと？　せっかくだから一緒にやろっかぁ♪」

　千秋と依鈴が食器を片づけるというので、俺は一足先に風呂場へ。和わ気き藹あい々あいと食器を洗う二人の後ろ姿は、まるで仲良し親子みたいだった。

「ふう……」

　浴室にてシャワーを浴びた俺は、身体からだを洗うために風呂バス椅子チエアへと腰こし掛かける。

　変身バンク指導のときに結構な汗あせをかいたから、隅すみ々ずみまで念入りに洗わないと。

「お兄ちゃん……背中ながす……」

「ああ、助かる」




　なんで！

　お前が！

　はだかで！

　後ろに座ってるんだ！




　この間、僅わずか一秒。

　眼前の鏡には、白い全ぜん裸らがはっきりと映っていた。水平線と命名してもいいつるぺた幼女……実妹の染しみ一つない裸はだかが。

「小雪……もう一緒に風呂入るのはダメだって、前から言ってただろ？」

「……今日はとくべつ……お泊まり会きねんび……」

　お前はいつも寺原家にお泊まり会だろ。

　困こん惑わくした俺の背中を、泡あわ塗まみれのスポンジで擦こすり始めた小雪。

「んっ……ん……ふう……ほっ……んあ……」

　微び妙みような力加減というか、非力な小雪が一いつ生しよう懸けん命めい擦ってくれている感覚がくすぐったい。浴室に反はん響きようする小雪の吐と息いきも、どこか妖よう艶えんさを纏まとっている。

「もう充じゆう分ぶんだ。ありがとな」

「……まだ……前を洗ってない……」

　あろうことか、小雪は背後から両手を回してきた。背中には薄うすすぎる胸が完全密着。ボディソープの泡を接せつ着ちやく剤ざいに、俺と小雪は繫つながってしまった。

　円を描えがくように、小雪の細指が俺の胸むな板いたを這はう。肌はだと肌が擦すれ合う音が木霊こだまし、浴室の温度はさらに上じよう昇しようした。

　二人の身体を滴したたるのはお湯なのか、汗なのか、泡なのか、もはや分からなくなる。

「お兄ちゃん……あったかぁい……」

　普ふ段だんから低体温の小雪だけに、俺の体温が心ここ地ち好よく感じるらしい。

「そろそろ……ここもあらう……」

「そ、そこはいい！　ダイジョウブだ！」

　声が半分裏返ってしまう。小雪の手が下の方に伸のびていき、股こ間かんを弄いじり始めたからだ。

「……お○んちん……あらわないと……」

「…………!?」

　耳元でそんなことを囁ささやくな！　狙ねらった台詞せりふではないだけに、余計な罪深さがある。

　小雪はまだ、男の象しよう徴ちようを『おしっこする部分』としか認にん識しきしていない。いわば、象さんが鼻から水を出すレベルの用よう途ととしか思っていないのだ。

「……お○んちん……きれいにしないと……」

「ここは自分でやらないとダメなんだ。それが男のルールなんだ」

「……今日はお泊まり会きねんびだから……小雪にやらせて……」

　強ごう引いんに振ふり払はらうわけにもいかないし、打つ手がない。小雪の指は俺の腹筋を滑すべり降りながら、男の象徴が展開した防衛網もうを侵しん犯ぱん──




「し、失礼します」




　戸と惑まどい混じりの声が響ひびき渡わたった。

　湯気の向こう側には、髪かみを結ゆった依鈴がバスタオル姿で仁に王おう立だちしている。

　風ふう貌ぼうから察するに、入浴しに来たのは一いち目もく瞭りよう然ぜんなのだが……。

「千秋と皿洗いをしてたんじゃないのか？」

「そうなんですけど、二人だから早く片付きまして……。せっかくですから、師し匠しようのお背中をお流ししようかと」

「いや、本当に大丈夫だから。気持ちだけで腹いっぱいだから」

「で、でも！　わたしは師匠のお世話をしたいです！　バレットのカードをもらって、弟で子しにして頂いたお礼がしたいんです！」

　ぐぐっと顔を近づけてきた依鈴。大人になったら相当な美人になると安易に想像できる整った美貌が、俺の心臓を躍おどらせた。

　バスタオルという薄布に包まれた幼い身体が、すぐ触ふれられる距きよ離りにある。たぶん、俺が触さわろうとすれば依鈴は触らせてくれる。小学生は警けい戒かい心しんや防ぼう御ぎよ力が緩ゆるすぎだろ……。

　強ごう情じような依鈴は引き下がる気配がない。

「小雪さんと一緒なら問題ないですよね」

　問題あるよ！　と、抵てい抗こうするヒマも与あたえられず、依鈴は小雪の隣となりに座った。

「……小雪はみぎて……」

「わ、わたしは左手を洗いますね」

　左右に陣じん取どられ、広げた両手を丁てい寧ねいに擦られる。上下左右……スポンジや指の腹など、様々な感かん触しよくが神経を刺し激げきし続けた。八歳の女児はすべてが柔やわらかく、スポンジなど不要な極ごく上じようの肌はだ触ざわり。彼女たちの細指が絡からみつくたび、ゾクリとした痺しびれが駆かけ巡めぐった。

「師匠の手……大きいです」

　これ……一発逮たい捕ほレベルの光景じゃなかろうか。

「ハジメくん！　これはアウトでしょ！」

　でたよ、寺原家の警察。危ない香かおりを嗅かぎつけ、浴室の扉とびらを開けた千秋が──

「……って！　どうしてお前はスクール水着なんだよ！」

　学校で使っている本物のスク水。俺が中学生だった去年の記き憶おくに残るスク水千秋より、窮きゆう屈くつそうな胸の山頂。スク水の生き地じが叫さけぶ悲鳴が聞こえてきそうだ。

「……少し成長したか？」

「ば、ばかぁ！　そんなとこばっかりみて！」

　卑ひ猥わいな視線を悟さとり、千秋が手で胸を隠かくす。

　成長期の真まっ只ただ中なかだから、様々な部位が順調に成長してるんだよな……。

　一緒に入浴していた頃ころの肉体とは、何もかもが良い意味で異なっていた。

「スク水で乱入したら驚おどろくかなぁっていうサプライズ……じゃなくて！　小学生をお風呂に誘さそって、しかも身体を洗わせるとかヤバいでしょ！」

「誘ったんじゃなくて押し入られたんだ！」

「でた～、いつもの言い訳～」

「そういうお前だって、スク水で押し入るつもりだったんだろ？」

　俺の反はん撃げきを受けて「ぐっ……」と気き勢せいが削そがれた千秋。どうせ、俺の反応を楽しもうとでも企たくらんでいたに違ちがいない。結局、小学生に出し抜ぬかれてしまったわけだが。

「師匠のお背中を流すために押しかけてしまいました。怒おこるならわたしを……」

「……小雪も……お兄ちゃんとおふろ……はいりたかった……」

「あー、怒ってないからね。二人は純じゆん粋すいだから悪くない」

　おい。急に娘むすめを溺でき愛あいする母親っぽくなるのやめろ。俺だけ悪者になるだろ。

「……しょーがないから、ハジメくんが人の道を外さないように見張らないとね」

　もっともらしい理由を並べた千秋が、不満げに入室してきた。

「たまには一緒に入るのも良いかなぁと思ってたし。童心に返る～みたいな？」

「お前と風呂に入るなんて何年ぶりだよ……」

「小学校低学年以来だから、七年ぶりくらい？　まあ水着だし、温水プールに来たみたいな感じだけどねぇ」

「お前以外は、ほぼ裸なんだが」

　水着だからとは言いつつも、ほのかに頰ほおを赤く染めている千秋。

　はっきり断言させてもらうと、スク水もかなりエロい。浴室でスク水というのが、背徳的なシチュというか、生地の光こう沢たくやお尻しりの食い込みジワが……もうね。

「ハジメくん、今エッチなこと考えてた」

　きっついジト目の洗礼。

「……お兄ちゃん……あたま洗って……」

「まったく、仕方ないな」

　甘えてくる小雪に応じ、頭を洗ってやる。こうして小雪のシャンプーを手伝うのは、一年ぶりくらいだろうか。

　小雪の潤うるおった髪の毛から水すい滴てきや泡が流れ落ち、つるぺたボディを伝って消えた。

「わたしも身体を洗わないと……師匠はあまり見ないでくださいね」

「ハジメくんはお湯にでも浸つかってて。こっち見たら、お小こ遣づかいゼロの刑けいに処するから」

　派手に跳はねる心臓。バスタオルを巻いたまま身体は洗えないわけで、依鈴は当然のようにバスタオルをとるわけで。

　生まれたままの姿になった依鈴をなるべく見ないよう、俺はバスタブへと避ひ難なん。

　自分の理性を正すため、小遣いを守るため、存在感を消しながら湯に浸かる。

　依鈴は千秋に全身を洗ってもらい、千秋は依鈴に洗ってもらう。湯気が漂ただよっているとはいえ、偶ぐう発はつ的てきに依鈴の裸体を目撃してしまうのは避さけられなかった。

「……お兄ちゃん……どうしたの……？」

「ちょっとヤバいなって……いろいろと」

　しれっと俺の膝ひざ上うえで湯に浸かる小雪。正面には全裸の妹、洗い場には全裸のＪＳとスク水のＪＣ──心を無にしよう。俺は路上の石ころなんだ。

　そのまま四人でバスタブに浸かり、溢あふれるお湯を見たＪＳたちは盛り上がっていたが、俺は自分の盛り上がりを必死に抑よく制せいした。こういうとき、男はつらい。

　調子に乗ったスク水ＪＣが、俺の股間付近に座ってきた瞬しゆん間かんは……正直ヤバかった。





※






「ど、どうでしょうか？　似合いますか？」

　風ふ呂ろ上あがりのリビング。雪だるまパジャマを借りた依鈴が、遠えん慮りよ気味に両手を広げる。

「わぁ～、すっごくかわいい！　依鈴ちゃんは大人っぽいから、ギャップが良いねぇ」

「たしかに、子供っぽいパジャマと凛り々りしい顔のギャップが良いな」

　俺と千秋が大絶賛するパジャマ依鈴は、恥はずかしそうに赤面していた。小雪に関しては身体からだが小さすぎて、小学生用パジャマでも袖そでが余りまくっている。

　四人は寝ね間ま着きに着き替がえ、トランプをしたりゴスキュア鑑かん賞しようをしたりと、リラックスしていたのだが──

「……ねむい……」

　夜九時になろうかという時間帯、睡すい魔まに襲おそわれた小雪が瞳ひとみを擦り出す。

「お前はもう寝ろ。部屋まで付いていってやるから」

「……うん……」

　小雪と手を繫ぎ、部屋まで送り届ける。早寝早起きの小雪にしては、頑がん張ばって起きていたほうだろう。

　皆みなにおやすみの挨あい拶さつをもらった小雪は、手を振る代わりに余った袖を揺ゆらした。

「依鈴に明日からの修しゆ行ぎようを説明しようと思うんだが、千秋も一いつ緒しよに参加するか？」

「まさかぁ。アタシは勉強してるから二人で楽しみなよ」

　千秋は受験生なので、そう言われるとは思っていたが。

　学校以外の時間はほとんど家事をしているため、夜くらいしか千秋のプライベートはない。しかも、その時間に宿題や受験勉強をしている優等生。

　千秋が働いている間に幼女と遊びまくっていた俺、ダメ男すぎる……。

「依鈴、ゴスキュアパーティ深夜の部を始めるぞ」

「はい！　よろしくお願いします！」

　足あし枷かせになっている俺が──まともな人間になれば、千秋は安心できる。高いレベルの高校へ入学し、千秋自らのために時間を使ってくれるかもしれない。

　だから、早く依鈴を育て上げる。ゴスキュアおじさん、退たい役えき前の最終ラストミ任務ツシヨンだ。

　予あらかじめ用意しておいた〝とある機器〟を依鈴へ渡す。

「これが秘密兵器『かわいいＪＳと戯たわむれる世界──ドリームワールド』だ。ゴミのような名前だから、プチＶＲ─Ｄとでも呼んでくれ」

「プ、プチＶＲ─Ｄですか……？」

　依鈴が興きよう味み津しん々しんに眺ながめている特とく殊しゆヘッドセット。開発者が付けた名めい称しようは気持ち悪いので、小雪が後者の名称を付けたのだ。

「プチＶＲ─Ｄは、独立した疑ぎ似じ仮想空間にフルダイブすることができる。軽量小型化されているぶんネットワークには接続できないが、個人練習するにはうってつけだ」

「すごいです！　オフラインの家庭用ＶＲゲーム機みたいなものですか！」

「その通り。プチＶＲ─Ｄは二機あるから、俺とお前だけの仮想空間にすることもできる。コントローラーが二つあるゲーム機のように」

「まさに初心者が練習するためのＶＲ─Ｄなんですね！　でも、誰だれが作ったんですか？」

「どこかの発明家で二児の母……かな」

　俺たちはソファへと着席し、依鈴の頭にヘッドセットを装着してやった。話を掘ほり下げられても面めん倒どうだから、修行の解説に移行してしまおう。

　依鈴の眼前へ表示された『ＲＥＡＤＹ？』という電子文字。俺も自分用のプチＶＲ─Ｄを装着し、同じく『ＲＥＡＤＹ？』と表示された電子文字を指でスライドさせた。

　俺とアイコンタクトした依鈴は、見よう見まねでスライド。10カウントが刻まれ、ゼロになった瞬間、二人の視界は無機質な正方形の広い空間を映し出す。

　この段階では、寺原創はじ芽めと残間依鈴の姿を維い持じしたままだ。

「フルダイブの感覚って……言葉にできないというか、不思議な感じです。痛みを感じなかったり、走っても疲つかれなかったり、視力も良くなった気がします！」

　軽かろやかに跳ちよう躍やくしたり、頭からスライディングする依鈴。

　無む邪じや気きに駆け回る姿は、年相応の子供と変わらなかった。

「そうか。依鈴がフルダイブするのは、まだ二回目なんだな」

「はい。暮無さんと戦ったときは無我夢中だったといいますか、感動したり楽しむ余よ裕ゆうもなかったです」

　そんな状態で、暮無楓から逃にげ回ったのは賞賛すべきだろう。救世主ゴスロの幼女リスタとしてのセンスや才能を強く感じる。

「ＶＲゴスキュアの簡易機能がインストールしてあるから、ゴスキュアに変身できるはずだ。練習の成果を発揮できるか？」

「は、はい！　がんばります！」

　個人利用目的というグレーゾーン。プチＶＲ─Ｄの開発者が持つ天才的な技術や知識でなければ、一家庭でＶＲゴスキュアをするなど不可能だ。

　装備カードのプールもなければレベル上げもできない、生きつ粋すいのトレーニング用ツール。

「チェンジングゴシック！　クロスオーバー！」

　努力の結けつ晶しようであるハイクオリティな変身バンク。現実と決定的に違うのは、依鈴がデジタルな発光現象に包まれていくこと。

　ＢＧＭや効果音もアニメを完全再現し、発光した部位が衣い装しようにチェンジしていく。

　ゴシックバレットへと変へん貌ぼうを遂とげた依鈴は、

「これは……ツインフレイムＶｅｒヴアージヨン!?」

　瞳を見開きながら、自分の姿を舐なめ回すように見回した。

　衣装や髪かみ飾かざりが華はなやかに装そう飾しよくされ、燃え滾たぎる焰ほのおと陽炎かげろうを舞まい上がらせた〝第二形態〟ツインフレイムの自分を。

「楓とバトルしたときのバレットは、第一形態の通常フォームだ。しかし、お前のカードはツインフレイムＶｅｒ──条件が揃そろえば、より強いフォームへチェンジすることができる〝トランスカード〟なんだよ」

「通常はレベル80以上じゃないとムリですよね？　わたしのアカウントは、恥ずかしながらレベル１なんですが……」

　ツインフレイムＶｅｒの場合、アカウントのレベルが80以上のプレイヤーは、ゲーム中にツインフレイムへチェンジすることが可能となる。

　もっともトランスカード自体がレアなので、使い手は希少だが。

「お前が変身バンクを練習したのは『Ｔ・Ｒ・Ｌトウアール』を使うため。その一つ〝Ｔ〟は『トランス』の頭かしら文も字じであり、レベルは関係なく最強のフォームで戦うことができる」

「そ、そんな裏ワザがあったとは……」

「通常のバレットに比べて、能力値はざっと五倍以上。ゴシックポイントも大おお幅はばに増量しているはずだ」

「たしかに、ゴシックポイントやジャンプゲージが凄すごく増えてます！　レーダーの索さく敵てき範はん囲いも拡大していますね！」

　依鈴の視覚に表示されているであろう各種バロメーター。その数値やゲージの上じよう昇しようは、本人が一番よく分かるはずだ。

「──って！　どんどんゴシックポイントが減少してるんですけど!?」

　ＶＲゴスキュアをしている依鈴は、普ふ段だんの三倍くらいテンション高いな。

「最強フォームを強ごう引いんに維持している代だい償しようだな。バレットに戻もどれば止まるはずだぞ」

「なるほど。よく考えてみれば、ドーピングしているようなものですもんね」

　依鈴は賢かしこいから、理解が早くて助かる。

「二つ目の技わざを教える。変身した俺を攻こう撃げきしてみてくれ」

　俺も完かん璧ぺきな変身バンクを披ひ露ろうし、ミカエルへと変身した。我ながら、まだまだ衰おとろえてはいないらしい。

「目の前で男の人が幼女に変身するのは……妙みような感覚ですね」

「俺も慣れるまで時間がかかった……じゃなく、早く俺に攻撃するんだ」

　頭上に輝かがやく天使の輪が発しているのは、通常よりも遥はるかに強い光。

　依鈴は眩まぶしそうに眉まゆをひそめながらも、ゴシックリボルバーから通常弾を発はつ砲ぽうした。

「えっ!?」

　銃じゆう弾だんは標的に達することはなく、発生した『謎なぞのヴェール』により軌道が捻じ曲げられ、依鈴の足元へ着弾。

　呆ぼう然ぜんとした依鈴の反応は、状じよう況きようを整理できていないことを表す。

「これが〝Ｒ〟のリフレクション。相手の攻撃を跳はね返すことができる反射シールドだ」

「おおお……！　天使系ゴスキュアのゴシックシールドと似ていますね！」

「だが、リフレクションは使うたびにゴシックポイントを半分失う。ポイントをカンストしている俺や楓はデメリットのほうが多いが、依鈴なら最小限の代償で済むだろう」

「軽々しく使える技じゃないですね。使いどころの見み極きわめがポイントになりそうです」

　表情を引き締しめた依鈴。初心者が暮無楓と一瞬でも同じ土俵へ立つには、それだけのリスクを背負わないといけない。

「最後に三つ目の〝Ｌ〟だが、これも実際に見てもらったほうが手っ取り早い」

　幼女と化した俺の全身を這はうのは、肌はだを擽くすぐる程度の微び電流。

「き、消えた!?」

　その直後──視界に立っていた俺が消失し、依鈴が我が目を疑う。

　遊び心が芽生え、左右を見回す依鈴の頰ほおを背後からぷにっと突つっつくと、

「ひゃあっああああああああああああああ!?」

　驚おどろいた拍ひよう子しに、反射的な大跳躍。ジャンプ力がツインフレイム仕様に増力しているため、仮想空間の天てん井じようへ激げき突とつしそうになる。

　俺は再び電撃を放ちながら、光速の飛行を展開。残像が浮うき出るほどの速度を捻ひねり出し、天井スレスレのところで依鈴を受け止めた。

「い、今の電撃と驚きよう異い的てきな速さは……ライトニング？　ライトニングの〝Ｌ〟ですね！」

「三秒間の高速移動を可能にする〝ゴシックライトニング〟の特殊能力だ。俺たちが使用したあとは、十秒間ほどジャンプゲージが凍とう結けつされてしまう」

　現在、俺のジャンプゲージは凍結マークで封ふう鎖さ済み。人間並みのジャンプしかできない。

　仮想空間の重力に身を任せ、天使らしい白はく翼よくを広げながら地に降り立った。

「こ、これもかなりのデメリットですよね。ジャンプができなきゃ嬲なぶり殺しです」

「〝Ｒ〟と〝Ｌ〟は違ちがうゴスキュアの能力を対価と引き換えに得る、という認にん識しきで構わない。Ｔ・Ｒ・Ｌトウアールを使うときは、ファーストコンタクトで敵を確実に倒たおすことが絶対だ」

　すべての概がい要ようを知り、ごくりと唾つばを飲んだ依鈴。

「楓は依鈴を完全に舐めている。依鈴が裏ワザを使うなんて頭の片かた隅すみにもない。この最高な条件でバトルを挑いどめるのは一回だけだ」

「わたし……がんばって習得します！　土日に練習しまくります！」

　失敗が許されないことを自覚し、依鈴の目の色が変わった。三つの裏技を使い熟こなせるようになることで、〇・五パーセントの勝機が芽生えるのだ。

　固く握にぎった両手の拳こぶしが示すのは、情熱的な武む者しや震ぶるい。燃えている。ツインフレイムの周囲が物理的に燃えている！　プチＶＲ─Ｄが感情を読み取り、粋いきな演出をしたのだ。

　あとは依鈴次し第だいだぞ！　俺はクールフェイスで恰かつ好こうつけているが、心の中は娘むすめの運動会を見守るお父さんだ！

「最後に対暮無楓用のマニュアルを教える。基本装備、攻撃パターン、あいつの癖くせを頭に叩たたき込め」

　ゴスキュアに付加できる装備カードの上限は三枚。

　ヴァンパイアの基本装備は紅ブラ漆喰ツデの処イ・レ刑剣イピア、紅ブラ漆ツデ喰のイ・フ血牙アングの鉄板コンボ。アニメの設定に忠実であり、小細工不要な手て堅がたい強さだ。

「あいつは常に制空権を取り、獲え物ものの上空から紅ブラ漆ツデ喰のイ・フ血牙アングを乱打。怯ひるんだ隙すきに背後から嚙かみ付き、衰すい弱じやくした獲物に超必テイ殺技アーズを叩き込むのが王道パターンだ。お前は楓を地上へ釘くぎ付づけにし、接近戦に持ち込むことが求められる」

　映像端たん末まつを無数に出現させ、ヴァンパイアのバトル動画を流しながら解説。

　統計データやスロー映像を駆く使ししながら、〇・五を一パーセントに向上させるべく、ヴァンパイアの攻撃パターンを叩き込む。

「命が尽つきる瞬しゆん間かんまで闘とう志しを燃やし、自分にできることを最後までやるんだ。そうすれば、お前はもっと強くなれる」

「はい！」




　ふと思い立ち、現実の時刻を表示させると夜十一時が迫せまっていた。

　そろそろ依鈴は寝ねかせたほうがいいだろう。

　二人で一いつ緒しよにログアウトすると、

「うーん………………すう……すう……」

　リビングのテーブルには千秋が突っ伏ぷしていた。教科書やノートを枕まくら代わりに、気持ち良さそうな寝息を立てている。

　テーブルをよく見ると、二つの皿。ラップに巻かれた数個のおにぎりが置いてあった。

『どうせハジメくんは夜よ更ふかしするんでしょ？　お腹なかが減ったら依鈴ちゃんと食べてね』

　という、置き手紙付きで。

　こいつ……忙いそがしい勉強の合間に、俺たちのことを想おもって──

　胸の奥からじんわりと滲にじむ二つの感情。日ひ頃ごろの感謝による温和な気持ちと、いつも心配させている申し訳なさ。

　千秋の背中から静かに毛布をかけ、ゆっくりと頭を撫なでてやる。

「……いつもありがとな」

　起きてしまったら困るので、消え入りそうに呟つぶやく。面と向かってだと、どうしても素す直なおに伝えられないから。

　千秋を起こさないよう、おにぎりを二人で頰ほお張ばり、お泊とまり会を締め括くくった。




「んっ……朝か」

　依鈴を俺のベッドへ寝かせた後、リビングで深夜のゴスキュア鑑かん賞しように勤いそしんでいたが、うたた寝していたらしい。もう早朝だが、夜更かしのせいで強きよう烈れつに眠ねむい。

　そういえば、千秋がいないな……。起きて帰ったのか？

　トイレで用を済ませ、寝ぼけ眼まなこを擦こすりながら洗面所のドアを開けた瞬間──

「…………は、ハジメくん!?」

　千秋がいた。

　ゴスキュアのコスプレ衣装を着た千秋が。

　頼たのんでも着てくれなかった衣装に彩いろどられた可愛かわいすぎる千秋が。

「お前……実はちょっと着てみたかったんだろ？」

「…………!?　うるさいっばかっ!!　これは夢だから忘れてっ!!　夢ゆめユメっ!!」

　図星を指されたのか、耳まで朱しゆ色いろに染まった千秋に追い出された。

「部屋で二度寝するか……」

　その時の俺は寝ぼけたとでも思ったのか、大したリアクションもせず。

　無意識に自室へ赴おもむき、あろうことか依鈴が眠るベッドへ自然に潜もぐり込んでしまった。





※






　女王の朝は早い。

　土曜日の早朝、《吸血ブラツド女王クイーン》と崇あがめ奉たてまつられている私──暮無楓は、最近始めた五キロのランニングを終えて帰宅した。一キロごとに休きゆう憩けいしたけれど。

　都内では最高ランクに属する高層マンション。私はエレベーターを使わずに、暮無家の五十八階まで階段を駆かけ上ったの。一階ごとに休憩したけれど。

　これが女王の壮そう絶ぜつな生き様……だけれど、さすがに疲つかれた。息切れが止まらないわ。

「私は……ぜぇ……はぁ……すべてにおいて……ひぃ……ふぅ……頂点に立たなくちゃいけないの……。ペットに嚙み付かれるなんて……プライドが許さないわ……」

　体力テスト、ざんまいさんに互ご角かくの戦い（負けてない）を許してしまうなんて。天よりも高い女王のプライドはズタズタよ。

　壁かべにもたれ掛かかりながら、やっと家の玄げん関かんまでたどり着いた。

「ママーっ！　戦場を駆け抜ぬけた女王が凱がい旋せんしたわよーっ！　途と中ちゆうでタクシーを使いそうになったけれどガマンしたわ！」

「急にランニングとか始めるようになってぇ～。お友達に負けたのが悔くやしかったの？」

「引き分け。ドロー。ダブルクラッシュなの。女王が負けた事実などないわ」

「なんにせよ、遊んでばっかりいたカエちゃんが、努力するようになったのは嬉うれしいわ。手洗いうがいはしておきなさいね～」

　努力なんて低てい俗ぞくな人間のすること！　私は立ち向かってくる敵を屈くつ服ぷくさせたいだけ！

　ママに言われた通り、外から帰ったら手を洗い、ガラガラとうがいを嗜たしなむ。これが女王のライフスタイル。昼は人間として生き、夜は吸きゆう血けつ鬼きとして生きる美少女。

　滝たきのような汗あせをタオルで拭ふき取り、浴びるほどの水を飲んでから、休む間もなくトレーニングルームへ。

「欲しい～獲物の赤き血を～♪　奪うばわれた月明かり～キミのシルエット抑おさえきれない～♪」

　ブラッドアイズ・ゴスキュアのキャラソンを口くち遊ずさみながら、ベンチプレスをしていると、堕天使からの定期連れん絡らくが入る。

　通信端末に触ふれた瞬間、引き締まった堕天使の顔が映し出された。

『──楓様、おはようございます。爽さわやかな汗が滴したたる楓様……お美しいです！』

「至し極ごく、当然ね。七十キロのベンチプレスを熟す朝は清すが々すがしいわ」

『──小学生レベルを遥はるかに凌りよう駕がしていますね……！　ワタシも見習わなくては……！』

　重りを付けていないから、バーだけの十キロなのだけれど。

　私は吸血鬼。太陽が輝かがやいているうちは、真の能力を発揮できないの。百キロは軽々と持ち上げられる潜せん在ざい能力はあるのだから、噓うそは言っていないわ。うふふ。

「いつも通り、今日のスケジュールを教えてちょうだい」

『──本日の《絵本の魔ま女じよ》は、午前十時に〝すまいるすてーしょん〟へ集合し、新規メンバー志望者の面接・実技審しん査さ。正午には最も寄よりのファミリーレストランにて昼食をとりながら作戦ブリー説明フイング、午後一時から大規オペレ模作戦ーシヨン『赤ブラ漆喰ツデの大イ・天使クロス』を開始する予定です』

　今日というＸデーが、私にとっての集大成。

「そう、私の宿敵はあいつだけ。私を恐おそれて逃にげたミカエルを葬ほうむり去るの！」

　あいつに私の力を認めさせることが、《絵本の魔女》の存在意義。

　それだけのために、私は強大な派は閥ばつを欲ほつした。

「ＶＲ─Ｄの確保率はどのくらいかしら？」

『──各ゲームセンターの救世主ゴスロの幼女リスタと交こう渉しようし、渋谷区にあるＶＲ─Ｄは七十八パーセントほど確保しました。午後一時から二時までの短時間限定ですが』

「それだと万ばん全ぜんではないわね。残りの二十二パーセントは？」

『──〝原宿ヴァーチャルランド〟です。ワタシや派閥メンバーが店内に入ろうとした瞬間、そこを拠きよ点てんとする派閥と思おぼしき小こ娘むすめどもに門もん前ぜん払ばらいを受けました』

　そう言うと、堕天使は録画した映像を送信してきた。

　ウチの撮さつ影えい班が撮影した視点に向かって、雪結晶のエンブレムを付けた小学生たちが敵意剝むき出しの眼光を飛ばしている。

『──ふざけるのも大たい概がいにしておけ。他ほかならぬ楓様がＶＲ─Ｄを必要としているのだ』

『──我々の大本営は、何なん人ぴとたりとも侵おかすことのできない白銀の世界。血ち塗ぬられた魔女が妖よう精せいの新雪を汚けがすことは許されないのであります』

　堕天使と相手の派閥が睨にらみ合い、お互たがいのメンバーによる野や次じの応おう酬しゆうが続く。

　まるで反社会勢力の抗こう争そうね。やりなさい！　怯まずに攻せめ続けなさい堕天使！

『──リーダーは妖精の姿を模した魔ま獣じゆう……立ち去らないと戦争になるでありますよ』

『──新興勢力の小娘どもが調子に乗るな。ミカエルを倒たおしたら、次は貴様らの十じゆう字じ架かが必要になるとリーダーに伝えておくのだな』

　一いつ触しよく即そく発はつのまま交渉が決けつ裂れつし、映像は終しゆう了りよう。録画だとしても争い事は血が滾たぎるわ！

　渋谷のＶＲ─Ｄ設置率は〝すまいるすてーしょん〟と〝原宿ヴァーチャルランド〟が大半を占しめる。後者を確保できないとなると、作戦に少なからず影えい響きようを及およぼすでしょうね。

『──ゴスキュアバトルを仕掛け、強ごう引いんに立ち退のいてもらいますか？』

「いえ、赤ブラ漆喰ツデの大イ・天使クロスを前に大きな損そん耗もうは避さけたいわ。今、原宿と対立するのはリスクを伴ともなうの」

　原宿を陥かん落らくさせるメリットより、受けた損害によるデメリットのほうが不安材料だから。

『──それと、楓様に気き掛がかりな報告が。ここ最近、仮想空間にて救世主ゴスロの幼女リスタが無差別に襲しゆう撃げきされる被ひ害がいが増えています。事案は我々の支配テリ地域トリーに集中していることから、他人ひと事ごとではないかと思います』

「犯人の目星は付いているの？」

『──映像に映っていた小娘どもが関かん与よしている可能性も考えられますね。あの雪結晶のエンブレムは、最近勢力を伸のばしつつある《ブリザーダスト》で間ま違ちがいないかと』

　堕天使も年ねん齢れい的てきには普ふ通つうに小娘だけれど。

「渋谷区ランキング二位、アカウントＩＤ【F-BREAKER】の派閥……ね」

　腹黒く残ざん忍にんな少女という噂うわさを聞いたことがあるけど、ゲーム内でも会ったことはない。

《絵本の魔女》の支配テリ地域トリーは、主に仮想空間の渋谷駅周辺。〝原宿ヴァーチャルランド〟の派閥ランク一位と思われる《ブリザーダスト》は、原宿周辺を統治しているはず。

　前回のゴスロリンピック原宿エリアのトップにして、入賞者特典カード【ブレイカー】の所持者……いずれは全面抗争で叩たたくべき敵だと本能が叫さけんでいるの。

「明日から支配テリ地域トリーの巡じゆん回かいを強化、原宿周辺のカードを買い占める等の経済制裁を発動させるわ。まずは目先の作戦に神経を注がないと……私たちがミカエルに喰くわれるわよ」

　私はもう一つの通信ウィンドウを開き、とある人物へと発信した。

「おはようスノウ、調子はどうかしら？」

『──…………（ぴーす）』

　仮面の少女は無言でピースサイン。今も雪うさぎの仮面を着けているスノウだ。

「この作戦の成功は、堕天使とスノウ次し第だいと言っても過言じゃないの。女王の側近に相応ふさわしい活かつ躍やくを期待しているわ」

『──御ぎよ意いです！』

『──…………（こくっ）』

　堕天使の定期連絡が終了し、二人の姿が映し出されていたウィンドウが消失。

　仮面の少女スノウ……面接した時も不気味だったし素す性じようも知らないけれど、実技審査で見せた実力は折り紙つきだわ。もしかしたら、ランキング九位の堕天使よりも──

　スノウはアニメの設定的に主人公サイド。いくら強いとはいえ、派閥の理念と対極にある者を特例として認めるのは、他の眷けん族ぞくに示しがつかない。

　故ゆえに正式なメンバー登録をしていないし、スノウも臨時の傭よう兵へい的てきな立場を望んで受け入れているわ。

　あのミカエルを倒すためには、一人でも多くの猛も者さが必要不可欠なの。

　なりふり構わず焦あせっている？　いいえ、謎なぞ多き傭兵は戦場のロマンでしょう。

「あーっはっはっは！　待っていなさい、ミカエル！」

「カエちゃーん、朝ごはんできたわよー」

「ママーっ！　おなかへったーっ！」

　血が足りなくては戦場に立てず……まずは、ママの手料理を堪たん能のうするわ！





※






　午前十時。〝すまいるすてーしょん〟が開店したと同時に、私の派閥《絵本の魔女》が雪崩なだれ込む。まだ閑かん散さんとしていたロビーにて、定期ミーティングを行い散開。

　各自、レベル上げや連れん繫けいの最終確かく認にんに勤いそしんでいた。

「私は眷族候補の実技審査をしているから、面接は堕天使に任せるわ。私に忠誠を誓ちかう者はすぐに確保しなさい」

「御意です！」

　予あらかじめロビーに集めておいた派閥のメンバー志望者。面接組と実技審査組に小分けし、私と堕天使の前に集合させた。

「生の楓様は美しすぎますぅ！　あとでサインしていだだいてもいいですか!?」

「楓様のためなら、この身を好きなように弄もてあそばれても構いませぇ～ん！」

　狂きよう犬けんのように瞳ひとみをギラつかせ、女王の喉のど元もとを喰くい千切らんとばかりに殺気立つ候補生。

　早く選考プログラムを教えろ。ミカエルに負けたクズの眷けん族ぞくなんて願い下げだ。

　楓様は教える人、私らは習う人……ビジネスライクにいきましょう。

　緩ゆるんだ空気、底なしの悪意……舐なめきった言葉が、女王の牙きばを奮い立たせる。

「どこからどう見ても、楓様のファンばかりですね。従順な眷族が集まりそうです！」

　私の脳内ナレーションを搔かき消す堕天使……ノリが悪いわ！　私に逆らいそうな子を調教するのが密ひそかな趣しゆ味みなのに、最初から好感度ＭＡＸな子ばかりね……。

　気を取り直して、実技審査組をＪＳプレミアムエリアからログインさせた。

「声が小さいのだっ!!　楓様とやりたい三つのことを順に教えろと言っているだろう!!　まずワタシが教えるか!?　もちろんキ、キ──」

　ロビーから堕天使の圧あつ迫ぱく面接の声が響ひびき渡わたる。私もログインしたから、途中までしか聞き取れなかったけれど「キ」から始まる私とやりたいこととは……なにかしら？

　それはともかく、私は自分の五感で認識したことを信じるタイプ。相手の実力は自ら見み極きわめたいのよ。

「振ふり分けられた班ごとにバトルしなさい。私は観察しているわ」

　眷族候補たちは規律正しい返事をし、仮想空間渋谷の各所に散ってバトル開始。

　勝利すれば選考に有利と誰だれもが考えるから、戦いには真しん剣けん味みと必死感が交こう錯さくした。

「ぎ、ぎぶあっぷ☆～っ！」

　バトル開始から数分、ぎぶあっぷ☆の声が聞こえてきた。

　私はぎぶあっぷ☆した敗者の子……ではなく、勝者の子へ詰つめ寄る。勝者の子は私から合格を告げられると思ったのか、表情をほころばせたが──

「アナタ……甘すぎるわね。どうして、すぐに殺さないの？」

　私が睨み付けると、すぐに「ひっ……!?」と肩かたを震ふるわせた。

「ぎぶあっぷ☆を許したら、相手にリベンジの機会を与あたえることになるの。見み逃のがした相手が大切な同どう胞ほうを殺すかもしれないのよ」

「で、でも……普通の救世主ゴスロの幼女リスタは、ぎぶあっぷ☆が暗あん黙もくの……」

「普通の救世主ゴスロの幼女リスタ？　この選考は『血で血を洗う眷族』を見定めているの」

　そして、私は勝者の子に背を向ける。

「去りなさい。優やさしいアナタに……この戦場は似合わないわ」

　遠回しに脱だつ落らくを告げると、勝者の子は瞳ひとみに涙なみだを浮うかべながら去っていった。

　悪役縛しばりがある《絵本の魔女》に属する以上、尊敬や崇すう拝はいと同じくらい悪役ヒールな眼まな差ざしを向けられることも多い。

　それでも、女王のために非情を演じることができるのか……問われているのよ。




「きゃあああああああああああああああああああああああああああああ！」




　耳を劈つんざくような幼い悲鳴。

　声の方向へすぐに駆かけつけると、どこの派閥にも属していない野生の救世主ゴスロの幼女リスタたちが力無く倒れていた。横たわる数人の中には、先ほど去って行った子の姿も。

「何があったの!?」

　仰あお向むけだったその子を抱だき起こすと、苦しそうながらも薄うつすらと目を開いた。

「わ、分かりません……。突とつ然ぜん、背後から攻こう撃げきを受けたみたいで……もう【ＧＰ】が……」

「もう助からないわ。せめて……女王の中で永遠に生きなさい」

　完全消しよう滅めつ状態となったその子は、消滅寸前サインの儚はかない輝かがやきを放つ。

　これは弔とむらい。私は細い首元へ嚙かみ付き、吸血ドレインされながらその子は安らかに消えていった。

　実技審査が終了し、ログアウトした私は……自然と涙が零こぼれていたの。

「死に逝ゆく名も知らない少女よ……私の熱い血潮となりて生き続けなさい」

「普通に生きてます！」

「世界観に浸ひたっているんだから空気を読みなさいよ」

　現実にログアウトしたその子から、淡たん々たんとしたツッコミを受ける。空気の読めない野生の救世主ゴスロの幼女リスタは帰ってよし。

　これが堕天使の言っていた襲撃魔と同じ案件なのか、単なる小こ競ぜり合いなのか……どっちにしろ、支配テリ地域トリーに侵しん入にゆうした不審人物は確認できなかった。

　大規オペレ模作戦ーシヨンを目前に、眷族たちへ余計な混乱やストレスを与えたくはない。

「楓様、こちらの面接は終了しました！　楓様好みを厳選しましたよ！」

「ご苦労様、堕天使。そろそろ昼食と作戦ブリー説明フイングにしましょう」




　ただの杞き憂ゆうなら……いいのだけれど。
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　おかしい。

　どうしてこうなった。

「……んっ……おにいちゃぁ……ん……」

「すう……すう……ししょぉ～……」

　朝方の記き憶おくが定さだかではないが、トイレに寄り、部屋へ戻もどったのは薄らと覚えている。

　大きいゴスキュアに会った気もするが、たぶん夢だろう。

　依い鈴すずをベッドに寝ねかせていたことを忘れ、いつもの感覚でうっかりベッドに潜もぐり込んだ俺が悪いのは、寝起き状態でも理解できた。

　ただ、依鈴と小こ雪ゆきのサンドイッチになっているのは想定外なんだ。

　横になった状態のまま右を向くと、子供らしくも可か憐れんな寝顔の依鈴。眠ねむりながら背中に抱き着いてくるのは、小動物的な愛らしさを持つ妹の小雪。

　依鈴の顔はキスできそうなほど近いし、小雪は胸むな元もとや足を擦こすりつけてくるし……。

「これ、俺が動いたら起こしてしまうのでは……？」

　女子小学生に挟はさまれ、身動きが取れない。嫌いやな予感しかしないんだ。耳に馴な染じむ足音がこの部屋に接近しているのが分かったから。

「ハジメくん、いつまで寝てるの？　もう朝の九時過ぎだよ──って!?」

　割かつ烹ぽう着ぎを着た千ち秋あき、扉とびらを開けた瞬しゆん間かんに言葉を失う。

　朝のベッドで両手に幼女を抱かかえた男は、誰がどう見ても現行犯。事後。

「緊きん急きゆう逮たい捕ほだねぇ」

「ホント違ちがうんだ。俺は何もやっていない」

「話はリビングで聞かせてもらうから、早く起きて顔洗ってね」

　静かに扉を閉め、よそよそしく去っていった千秋。瞳から光が消え、まるで犯罪者を罵ののしる視線だった……。こうして冤えん罪ざい事件は完成するのか……。




　リビングで朝飯を摘つまみながら、俺は経けい緯いを必死に説明。渋しぶ々しぶながらも千秋は納なつ得とくしてくれたらしい（常にジト目だったが）。

「……あさ……早起きして……おにいちゃんのベッドに……もぐった……」

「やっぱりか。どうりで俺の記憶にはないはずだ」

　もさもさとロールパンを齧かじっていた小雪が白状した。

　まあ、依鈴に関しては完全に俺の過失なんだけど。

「わぁあああ……し、師し匠しようと一いつ緒しよに寝ていたなんて……」

　朝食に添そえられたプチトマトに負けないくらい、紅潮している依鈴。反応が初うい々ういしい。

　食しよく卓たくにトマトが出てくるときは、千秋がご立腹なサイン。

　プチトマトだから、今はプチ怒いかりモードということだ。俺の皿だけ山盛りだし。

「このお漬つけ物もの……美味おいしいですねっ！　お祖母ばあちゃんやお母さんが漬つけたのと同じ味です！」

　きゅうりや大根の漬物を齧った依鈴が、頰ほおに手を当てながら感激していた。

「依鈴ちゃんのお母さんから電話で漬け方を教わってさ。頂いたお野菜で試ためしたんだぁ♪」

　まさかの自家製！　もはや主婦みたいになってるな。漬物を作るギャルＪＣとか珍めずらしすぎるし、温かい緑茶と漬物で米を食べるＪＳも都会じゃなかなか見かけないぞ。

「そういえば……今朝、大きいゴスキュアを見かけなかったか？」

「現実と二次元をごっちゃにしちゃダメでしょ～～～？　夢でも見てたんだねぇ、うん」

　作り笑え顔がおが満開の千秋。なに？　俺……タブーにでも触ふれてしまったのか？

「あの、千秋お姉さん！　わたしに家事を教えてください！」

　空いた皿を片づけ始めた千秋に、右手を上げた依鈴が頼たのみ込む。

「依鈴ちゃんは家事を覚えたいの？」

「はい！　師匠への恩返しというか……師匠のためにできることを増やしたいんです！」

「健けな気げだねぇ……！　こんなダメ男のためにぃ……！」

　千秋のクッソわざとらしい泣き真似まねが腹立つわぁ～。

「いいよぉ。依鈴ちゃんをアタシの弟で子しにしてあげるっ♪」

「あ、ありがとうございます！　がんばります！」

　依鈴が千秋の弟子になってしまった！　これがＮＴＲ寝取られか！

　千秋のニヤニヤ顔がうぜぇえええええええええええええええええええええ……。

「家事をしながら、師匠の修しゆ行ぎようも並行してやります！　ご迷めい惑わくはおかけしません！」

「俺のためにっていうのが……その、少し嬉うれしかった。ムリしないようにな」

「はい！」

　こうして、依鈴は千秋の手伝いを担当することになった。

　夜型の俺はまだ倦けん怠たい感かんが残っているし、午前は家事に専念させてもいいか。千秋もそのほうが助かるだろう。

　本当は俺が手伝うべきなんだが、かえって邪じや魔まになるから断られるんだよな……。

　母さんしかり小雪しかり、寺てら原はら家の人間は家事のＤＮＡが致ち命めい的てきに欠落している。

「お皿洗ったら、次はお洗せん濯たくしよっか♪」

「はい！」

　千秋・依鈴コンビ──フレッシュな笑顔の家庭的な女子。

　寺原兄きよう妹だい──どんよりとロールパンを齧るインドア干ひ物もの。

「小雪は俺を見捨てないでくれ……」

「……死ぬときはいっしょ……」

「いいから早く食べて。片付かないから」

「はい」

「……はい……」

　千秋に急せかされた寺原兄妹は、肩かた身みが狭せまい朝食をエンジョイした。





※






「日用品の買い出しに行ってくるねぇ」

　洗濯物を干した後、千秋はエコバッグを片手に外出の支し度たくをしていた。

　当然ながら、依鈴も千秋の背後にピタリと待機している。

「ハジメくんの欲しいものはだいたい分かるから。それじゃあ、行ってきま～す」

「わたしも行ってきます。すぐに戻りますね」

　そう言い残し、二人は玄げん関かんから出て行った。いつもなら俺の欲しいものを聞くだけ聞いてくれるのに、今日は素っ気ない。プチ怒りモード継けい続ぞく中なのだ。

「小雪も遊びに出で掛かけちゃったし……どうするかな」

　以前なら迷いなく〝すまいるすてーしょん〟へ繰くり出すところだが、先日の一件を除き、遊ぶのを自制している。

「自分の部屋の掃そう除じでもするか」

　まずは最初の一歩、できることから始めてみよう。

　千秋の機き嫌げんが直るかもしれないし。

　廊ろう下かを掃除中だった全自動お掃除ロボをとっ捕つかまえ、俺の部屋に連行。

「いけ！　お掃除ロボ！」

　野に放つ。俺が監かん視しする必要もないので、バケツと雑ぞう巾きんを引っ張り出してはリビングの窓を拭ふき始めた。

　十分後……意外と腰こしに疲つかれがくる。しかも水みず拭ぶきだと拭き跡あとが残り、むしろアフターのほうが汚きたなくすら思えた。たかが二枚の窓なのに、いつまでも終わる気がしない。

「あいつは……いつも当然のようにやってたんだよな」

　自分で経験すると、さらに意識せざるを得ない千秋の存在。

　それを嚙かみ締しめながら、不慣れな窓拭きを地道に進めていた矢先──




　ピンポーン！




　甲かん高だかいインターホンの音にビビる。

　千秋は合あい鍵かぎがあるし、依鈴だとしても一人で帰ってくるのは不自然だ。

　見知らぬ人だったら嫌だな……。千秋、早く帰ってきてくれー。

「ハジメおにいちゃーん！　あそぼーっ！」

　玄関のドア越ごしだが、やかましい幼女ボイスが鼓こ膜まくを貫つらぬいた。

「ハジメおにいちゃーん！　あそぼーっ！」

　まさかの二回目！　玄関前でそんな大声を出されたら、マンションの住人が様子を窺うかがいに来てしまう恐おそれが！

「あいつら……まさか俺の家にまで来るとは」

　ハジメお兄ちゃん、という呼び方から察するに、いつも遊んでいた幼女たちだろう。

　マンション下まで来ることはあったが、玄関前まで来たのは記憶にない。

「お前ら、もうちょい静かに──」

　知人だと決めつけ油断していたのも束つかの間、自らの目を疑った。

　玄関のドアを開いた先に立っていたのは──




「遊びに来てあげたわよ？　ハジメお兄ちゃん？」




　高貴な眼まな差ざしを隠かくさずに微笑ほほえむ暮くれ無ない楓かえで。

　渋谷区の現ランキング一位《吸血ブラツド女王クイーン》だったのだ。

「なぜお前がここに……!?」

「遊びに来たって言ってるじゃないの。もちろん……徒歩で来たわ！」

　とりあえず、ドアを閉めるか。

「待・ち・な・さ・い」

　ドアが閉まるより先に足を捻ねじ込まれ、見なかったことにする作戦は封ふうじられた。

「良かったでしょう？　普ふ段だんのキャラと異なる私の美声は」

「元気いっぱい女児みたいな声だったから、普通に騙だまされたぞ……」

　小学三年生の幼女に騙される高校一年生。

「とりあえず、私たちを家に入れなさい。アナタに拒きよ否ひ権はないの」

「……断ったら？」

「ここで叫さけぶだけよ。危ない男に連れ込まれそうになった、と」

「ゲス幼女の親玉がぁ……！」

　理り不ふ尽じんな要求に屈くつした俺は、暮無楓を仕方なく招き入れることにした。

　……私たち？　よく考えると複数形だったような。

「お邪魔させてもらう」

　もう一人、黒くろ髪かみポニテの和風な少女が玄関に入ってきた。俺がまだ遊んでいた頃ころ、いつも暮無楓に付き添っていた……たしか、堕ルシ天フア使ーというキラキラネームの子だ。

　本ほん拠きよ地ちに侵しん入にゆうを許したあげく、

「この家は客にお茶の一つも出さないのかしら？」

　ソファへどっかりと座りながら足を組んだ暮無楓に、接待を求められる。

　ほぼ新品の急きゆう須すを使い、生まれて初めてお茶を淹いれてみたものの、

「ぬるいっ！　堕天使が淹れたお茶のほうが百万倍美味しいわね」

　暮無楓は一口だけ啜すすると、湯飲みを堕天使に渡わたす。頑がん張ばったのに、ひでぇなこいつ。

「あのランドセルは……!?」

　ふと、暮無楓はリビングに置かれていた依鈴のランドセルに、過か剰じような反応を示す。

　丁てい寧ねいに抱だき抱かかえると、物欲しそうに自らの鼻先を近づけた。

「この芳ほう醇じゆんな香かおり……間ま違ちがいないの。ざんまいさんのランドセルよ！」

　やべぇな、こいつ。

「今日は休日……ランドセルがあるということは、昨日からお泊とまり……？　まさか!?　ざ、ざざ、ざんまいさんと、お、お泊まり愛をする関係なのかしら!?」

「妹とお泊まり会をしただけだ！　俺以外にも三人いたんだよ！」

「ＪＳが三人も!?　私の前から消えたと思ったら……幼女ハーレムを作っていたのね!!」

　ホントやべぇな、こいつ。

「はい、アナタは正座なさい」

　俺は暮無楓の前に正座させられる。ミニスカートなのに足を何度も組み替かえるから、目を逸そらさないといけない。このエロ幼女め……生意気に誘さそっているのか？

「どうやって俺の家を突つきとめた？」

「カンタンなことよ。昨日、学校帰りのざんまいさんをストーキングしたの」

　本当に簡単なことだった。

　おおかた、今日もマンション付近に潜せん伏ぷくし、依鈴たちが外出したタイミングを見計らっての計画的な襲しゆう撃げきだろう。

「単刀直入に言うわね。私と戦いなさい」

「俺はもう一線から退いているし、半年前のゴスロリンピックで勝敗は決したはずだ」

「絶対に逃にがさないわ。《吸血ブラツド女王クイーン》と《絵本の魔ま女じよ》は、渋谷の頂点に立つ存在なのよ」

　ねっとりとした言い回しの中に、勝機と余よ裕ゆうを忍しのばせた暮無楓。その強きよう靱じんかつ繊せん細さいな赤い眼めは、とてもハッタリをかましているようには思えない。

「私は神をも恐れないの。この世で恐れるものがあるとしたら……テストと虫歯と注射だけよ」

　カッコつけているが、よく聞くとダサい女王語録。

「拒否権はない、と言ったわよね。これはお願いじゃなく、命令なの」

「……まだ窓拭きの途と中ちゆうなんだが」

「窓拭きしながら女児誘ゆう拐かいの罪で捕まるか、私たちと楽しい遊びをするか……態度で示しなさい。ハジメお兄ちゃん♪」

「楽しい遊びに決まってるだろ!!」

　寺原創はじ芽め、涙なみだの即そく答とう。

　通信端たん末まつに表示された一一〇番を突き付けられたら、俺の意思など無力だ。

　焦じらすようにニーソックスを脱ぬぎ捨てた女王。

　堂々と差し出してきた右足の甲こうへ、俺は──忠誠のキスをする。

「さあ、ミカエルを〝すまいるすてーしょん〟に連行するわ」

　快楽が宿る嘲あざ笑わらいの瞳ひとみで見下ろした暮無楓は、鋭えい利りな犬歯を淫いん靡びにギラつかせた。
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「ほんっとハジメくんはダメ男だからさぁ～」

　千秋お姉さんとお買いもの。

　お店まで歩いているとき、千秋お姉さんはずっと師し匠しようのことを話していた。愚ぐ痴ちやボヤきが半分以上だったけれど、弾はずませた声こわ色いろに嫌けん悪おはなく、半ば楽しそうにも思える。

「千秋お姉さんは、いつから師匠のお世話をしているのですか？」

「六年前くらいかなー？　ハジメくんの両親は小雪ちゃんが生まれた頃に離り婚こんしてるし、二人を引き取ったおばさん……あっ、ハジメくんのお母さんが忙いそがしくなっちゃって」

[image: ]

　中学三年生の六年前……今のわたしと同い年くらい!?　見習いたいです……切実に。

「そういえば、師匠のお母さんとは会ったことがないです。昨日もお帰りにならなかったみたいですし」

「普段は自分の研究所にこもっているからねぇ。気まぐれにしか帰ってこないかも」

「研究所ですか？　もしかして、偉えらい学者さんなのでしょうか!?」

「アタシも詳くわしくはないけど、いろんなものを発明しているはずだよ。オートマトンとか通信端末の基き礎そを開発して、メーカーに権利を売ってるらしいねぇ」

　だから師匠の家には発明品がたくさんあるのか～っ！

　ネーミングセンスは……うん、独特というか奇き抜ばつだったけど。

「小雪ちゃんもまだ小さいし、私立の名門に通ってるでしょ？　ハジメくんだって大学に行くだろうから、頑張ってお金を稼かせがなきゃいけないんだよ、きっと」

「だから、千秋お姉さんが家事のお手伝いをしているんですね！」

「それもあるんだけどさ、あの兄きよう妹だいってあんな性格でしょ？　アタシだけはしっかり面めん倒どうみてあげないとって気持ちが芽生えてさぁ」

　照れ臭くさそうに微笑みながら、千秋お姉さんは話してくれた。

　寺原兄妹……特に師匠のことを語る千秋お姉さんは、噓うそ偽いつわりのない自然体。心の底から師匠を信しん頼らいしている証あかしだよね、これは。

　大型百貨店に立ち寄り、食品売り場を眺ながめていた最中にも、

「このコロッケパン、ハジメくんが好きそう～♪」

　千秋お姉さんはテーマパークに来たかの如ごとく、些さ細さいなことにも胸を躍おどらせていた。

　わたしもゴスキュアのお菓か子し買ってもらっちゃった！　わーい！

　……失礼、取り乱しました。

　続けて、消しよう耗もう品や日用品を探していたとき、

「うえぇええええええん……ひっく……」

　突とつ然ぜん、何者かに服の袖そでを摑つかまれる。

　不ふ審しん者しや的てきな意味でちょっと驚おどろいたけど、嗚お咽えつ交じりに泣きじゃくる幼い女の子だから安堵した。それにしても、わたしよりだいぶ身長が小さい。

「その子、だれ？　随ずい分ぶん幼く見えるけど、依鈴ちゃんのお友達なのかな？」

「い、いえ、わたしは友達いませんし……」

　千秋お姉さんは苦笑いしながら、しゃがむように両りよう膝ひざをゆっくりと折り曲げた。

「幼よう稚ち園えん児じくらいかなぁ？　どうしたのぉ？」

「ママと……はぐれちゃった……」

「迷子になっちゃったんだねぇ。一いつ緒しよに迷子センター行こっか♪」

　幼女の頭を撫なでながら、千秋お姉さんは優やさしく宥なだめる。するとどうでしょう、みるみるうちに泣き止やんだではありませんか。

「千秋ママ、爆ばく誕たんですね！」

「あはは……ママって年ねん齢れいでもないんだけどなぁ」

「マぁマ……マぁマ……だっこして」

　母親が見当たらない寂さびしさからか、無む垢くな表情で甘える幼女。千秋お姉さんは「仕方ないなぁ」と言いつつ、小さな幼女をあやしながら抱き抱えた。

　この溢あふれる母性は、弟で子しのわたしも見習わなくてはいけないのでは？

「千秋お姉さん！　わたしがその子を、迷子センターまで送り届けても良いですか？」

「はっはーん、さてはお姉さんぶりたい年とし頃ごろなんだなぁ？」

　あっさりと見み透すかされた……。耳たぶまで発熱してるよ……。

「すぐ近くだから連れて行ってあげて。あとはお店の従業員に任せればいいからさ」

「はい！　頑張ります！」

　迷子のお届けを任され、調子に乗ったのはいいけど、

「迷った……」

　五分も経たたないうちに、わたしは呆ぼう然ぜんと立ち尽つくしていた。

　経路を教えてもらったのに、片道三分もかからない近きん距きよ離りだったのに。

　わたしは忘れていたのかもしれない。

　自分が……方向音おん痴ちの田舎いなか娘むすめだということを！

　幼女と手を繫つなぎ、呉ご服ふく売り場を彷徨さまよっているものの、教えられた景色は一向に見えてこない。引き返そうにも、元々いた場所への経路も分からない……。

「ミイラ取りがミイラになってしまった……」

　はっきり言うと、わたしも迷子になってしまった。

「おねえちゃん……みち、わからないの？」

「もうすぐママと会えますよ。大船に乗った気持ちで安心してください」

　ごめんなさい、泥どろ舟ぶねでした。

　ああ、不安げな幼女の瞳が突き刺ささる。見み栄えを張り、冷静さを取り繕つくろったわたしが、店員さんへ尋たずねるのは物もの凄すごくカッコ悪いよね……。

　わたしは駄だ目めなお姉さんだ～。こんな風に育っちゃいけないよ、幼女さん。

「まりな！　こんなところにいたのね！」

　正面通路から、母親と思おぼしき女性が駆かけ寄ってきた。どうやら、親子は無事に再会できたらしい。お互たがいに抱だき合った親子は、わたしのほうへ視線を移し、

「ありがとね。小さなお姉さん」

「おねえちゃん、ありがとー」

　受け取ったのは感謝の言葉。

　よかったぁ……運が良かったんだけど、助かったぁ。

　そのまま、人波に消えていく二人を見届けていると、

「任務達成、お疲つかれ様です♪」

「ひゃあ!?」

　背後から冷たい缶かんジュースを頰ほおに押し当てられて、心臓が跳はね上がった。

　もちろん、犯人はお茶ちや目めな千秋お姉さん。

「はい、このジュースはご褒ほう美びね。少し休きゆう憩けいしよっか」

　わたしはお礼を言い、差し出されたジュースを受け取る。すべてを見透かしたような瞳の奥は、大人の余裕を醸かもし出しているようにも感じた。

「もしかして、あの子のお母さんを……探してきてくれたんですか？」

「依鈴ちゃんの頑がん張ばりを神様が見てたんじゃないかなー？」

　悪戯いたずらに微笑ほほえんだ千秋お姉さん。まだまだ、この人には敵かなわないなぁ……と。

　わたしが千秋お姉さんみたいになるのは、何年後なんだろう。




　飲み物を片手に、わたしたちは休憩スペースへ腰こし掛かけた。

「幼稚園の頃ころね、アタシもここで迷子になったことがあったんだ。そんなとき、探しに駆けつけてくれたのがハジメくん」

　過去を思い返した千秋お姉さんは、穏おだやかな表情を見せる。さっきの幼女に、自分の面おも影かげを重ねたのかもしれない。

「本当は心配で様子を見にきたくせに『俺はゴスキュアだから、いつも弱き者の側そばにいるんだ』なんて痛い台詞せりふを言ってたっけなぁ」

「師匠は今でも変わっていないと思います。初心者にゴスキュアを教えたり、見ず知らずだったわたしにも優しくしてくれて……」

「そう、ハジメくんは今でもあの頃のまま。だからアタシは、ハジメくんがいつも傍そばにいてくれるだけでいい。あいつを心配したり苛いら立だつ時間が、かけがえのない一いつ瞬しゆんで──」

　千秋お姉さんはわたしを見み据すえながら、

「そんな日々が、なによりも大好き」

　幸せそうに、はにかんだ。

　わたしはまだ子供だから「好き」という言葉に込められた想おもいは分からないけど、

「わたしも、師匠に出会ってからの日々が大好きです」

　たぶん、千秋お姉さんと同じ「好き」だと思うから、わたしも宣言するんだ。

「ということは、暮無さんに苛立つこの気持ちも……？」

　ないない。ウザいだけだから。田舎には生息しない新種のＪＳに戸と惑まどってるだけだから。

「暮無さんって子のおかげで、闘とう志しがメラメラと燃えてるのも事実でしょ？　そういう関係は大切だと思うなぁ」

「……うむむ」

　わからないよーっ！　誰だれかに勝ちたい、こいつにだけは負けたくない、なんて思ったのは初めてなんだもん……。

「今日話したことは、アタシたち女の子だけの秘密ねっ♪」

「はい！　女の子だけの秘密です！」

　頰がほんのり紅潮していた千秋お姉さんと指切り。女の子だけの秘密という、不思議な連帯感が芽生えるキーワードを胸に仕し舞まい込んだ。

　平静を保っていた心臓の鼓こ動どうが──いつもより速くなるのはなぜだろう。

「まあ、アタシの留守中に小学生を連れ込むレベルになったら笑えないけどねぇ」

「それは……さすがの師し匠しようでも自重すると思います」

　冗じよう談だんを言い合い、慎つつましく笑い合った。

「そういえば、依鈴ちゃんは私服とか買ってる？　いつも制服だからさ」

「うっ……正直、ダサいのしか持ってなくて、せっかく都会に来たのに何を買えばいいのかも分からないです……」

　今明かされるどうでもいい真実。

　わたしの私服レパートリー……ジャージ・Ｔシャツ・オーバーオール。

「それなら、せっかくだしショップで選んであげる♪　可愛かわいくて大人っぽい服を着た依鈴ちゃんなら、ハジメくんも喜ぶと思うよぉ」

「そ、そういうものでしょうか……？　でも、師匠が喜んでくれるなら……！」

　師匠、すみません。クソダサ系ＪＳの残ざん間ま依鈴──ショップというオシャレそうな衣服店で、大人の階段を登っちゃいそうです。
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「腑ふ抜ぬけた天使を嚙かみ砕くだきなさい！　紅ブラ漆ツデ喰のイ・フ血牙アング！」

　ビルの側面を足場にしながら、上下左右関係なく俊しゆん敏びんに跳ちよう躍やくするヴァンパイア。血けつ塊かいの牙を振ふり翳かざし、大地を抉えぐり砕く。

　ミカエルに変身していた俺は、掲かかげた右手に黄金の聖せい剣けん──汚グロ染ウン浄化レス・聖剣ソードを錬れん成せい。

「くっ……！」

　稲いな妻ずまのように不規則な道筋を進む血塊を、止む無く受け止めた。踵かかとを中心に陥かん没ぼつする地面と、舞まい上がるコンクリ片へんの桜さく吹らふ雪ぶき。

　深しん紅くの龍りゆうと化した血塊との鍔つば迫ぜり合いを嫌きらい、聖剣で薙なぎ払はらう。

「腕うでが痺しびれる……!?」

　瘴しよう気きを帯びた血塊は、触ふれるだけで天使の身体からだを蝕むしばむ。抜ばつ群ぐんの破は壊かい力を誇ほこる血塊の牙が唸うなりをあげるたび、小刻みに減少を続ける生命力の数字。

　次々と繰くり出される伸しん縮しゆく自在の血塊は、弾だん数すう制限をとっくにオーバーしている。

　これが、ホームグラウンドの優アド位バン性テージ。

　ＶＲ─Ｄセンターごとにチーム順位表──通つう称しよう『派は閥ばつランク』が存在しており、月頭の更こう新しん時に一位だった派閥には、センター周辺の『遊び場』が与あたえられる。

《絵本の魔ま女じよ》は〝すまいるすてーしょん〟の頂点に立ち、仮想空間の渋谷を紅ブラ漆ツデ喰のイ・カ古城ツスルと名付けた。飛び道具系の装備カードには弾数制限があるが、リーダー＆チームメンバーは制限から解放されるのだ。

「ミカエルゥウウウウウウウウウウウウウウっ！　どうしたどうしたどうしたのよォ!!」

　対たい抗こうするかの如ごとく、ヴァンパイアも深紅のゴシック粒りゆう子しを凝ぎよう固こ。

　赤く染まった紅ブラ漆喰ツデの処イ・レ刑剣イピアを、左手に形成させた次の瞬間、

「なに……!?」

　俺の背後に出現。振り下ろされた鮮せん血けつの刃やいばを躱かわしたと同時に、拡散した衝しよう撃げき波はでアスファルトの路面が派手な地割れを起こす。

　速い……！　躱しきれない……！

　ヴァンパイアの追つい撃げき。俺は両りよう翼よくを存分に展開し、汚グロ染ウン浄化レス・聖剣ソードでいなす。空中戦へと誘おびき出し、飛行能力を有した天使族の特性を活いかすためだ。

「迷っている状態で……私に勝てると思っているのかしら？　女王も舐なめられたものね」

「…………!!」

「私はね、ぺろぺろ舐めるのは大好きだけど……舐められるのは大嫌いなの!!」

　ヴァンパイアは……いや、暮無楓は見透かしていた。俺の葛かつ藤とうを、ゲームへの迷いを。

　拮きつ抗こうしていた鍔迫り合い。しかし、激げつ昂こうしたヴァンパイアに押し込まれ、大地の重力に囚とらわれていく。

　振り払われ、地上寸前まで吹ふき飛ばされた俺。見上げた古城の頂点には、両手を広げたヴァンパイアが、禍まが々まがしいゴシック粒子を集結させていた。

「思い出しなさい！　《降エン臨ジエ天ル・フ使オール》と尊敬された時代を！　ただ幼女向けゲームに打ち込んでいた輝かがやかしい面影を！　アナタが今生きている世界は……アナタを求めているの!?」

「俺は……俺が本当に求めている世界は──」

「いえ、アナタが求めているかなんて関係ない。この世界が、救世主ゴスロの幼女リスタが、ミカエルを必要としている!!」

　ゴスキュアが持つ最大威い力りよくの攻こう撃げき──超必テイ殺技アーズ。

「これが女王の歓かん喜き……紅ブラ漆ツデイ喰の・テイ悲雨アーズよ!!」

　瞳ひとみを赤黒く発光させたヴァンパイアが、膨ぼう大だいなゴシック粒子を拡散。

　怖おぞ気けが全身を駆け巡めぐり、赤せつ褐かつ色しよくの空は不規則に渦うず巻まく。

　見上げた瞳に映し出されたのは、嵐あらしのように降り注ぐ血塊の雨。吸きゆう血けつ鬼きに支配された瘴気の空が──地に縛しばられた白銀の天使を汚けがすために磔はりつけの杭くいとなる。

　小刻みに旋せん回かいするも、躱しきれない血塊の大杭。

　もう片方の手にも聖剣を錬成し、赤い雲が渦巻く空から降り注ぐ無骨な棘とげを、次々と切り弾はじいていった。

「これが《降エン臨ジエ天ル・フ使オール》の力……私が師と仰あおぎ、越こえたいと願った真のミカエルだわ！」

　ヴァンパイアは見み惚とれていた。俺の剣けん技ぎがあまりにも繊せん細さいで、芸術的で、美しさという概がい念ねんを遥はるかに凌りよう駕がしていて。自画自賛を禁じ得ない。

　雑念を抱いだく余よ裕ゆうを失わせたのは、執しゆう念ねん染じみたヴァンパイアの強さ。




　彼女に導き出された今の姿こそ、真のミカエルだ。




　棘の迎げい撃げきに従事する俺の背後へ跳躍し、レイピアの切っ先を捻ねじ込もうとするも、

「無む駄だだ。天使系のゴスキュアを見くびるな」

　ヴァンパイアの凶きよう刃じんは圧へし折られた。

「ゴシックシールド……!?」

　大天使を覆おおう聖なる光が、天然の防ぼう御ぎよ壁へきとなったからだ。シールドは勝手に発生しているわけではない。使用者が脳内で反応していないと発生しないのだ。

　何千もの敵と戦い、多額のプレイ料金を費ついやして得た天然の反射神経と言える。

　俺は白翼を振り乱しながら、光速の反転。二刀流となった汚グロ染ウン浄化レス・聖剣ソードの舞まいを披ひ露ろうし、刹せつ那なの時間で四連撃を叩たたき込む。

「きゃあぁ……!?」

　大おお幅はばに【ＧＰ】が削けずられたであろうヴァンパイア。苦く悶もんの表情を浮うかべながら、反動で地面に激げき突とつした。

　息つく間もない剣の交わり。

　衝撃波が大地を切り裂さき、空気を搔かき乱し、密集していた建造物を瓦が礫れきの墓標へと変へん貌ぼうさせたのだ。

「汚グロ染ウン浄化レス・聖槍ランス・十二連ジラ直下ルガ」

　周囲に集つどったのは、汚れ果てた敵を裁く十二本の聖せい愴そう。

　弾数２の装備カード【汚グロ染ウン浄化レス・聖槍ランス】を付加された天使族のみが扱あつかえる大おお技わざだ。

「うふふ……さすがだわ、ミカエル」

　衣い装しようを擦すり切らしたヴァンパイア。天使を見上げる冷れい笑しように、勝利を手中に収めようとしていた俺の背筋が──仄ほの暗ぐらく凍こおりついた。

「だけど、勝利は私のものよ」

　レーダーが反応し、脳内では警告音が鳴る。血の杭が突つき刺ささった大地に、漆黒の羽が咲さき乱れた。俺と、ミカエルと瓜うり二ふたつの翼つばさを持つ天使の羽が。

　────!!

　即そく座ざに聖剣で受け止めたのは、無骨に黒光りした巨きよ大だいな槍やり。ミカエルの汚グロ染ウン浄化レス・聖槍ランスを模し、闇やみ色いろに染められた槍を振り翳す天使の名は、

「ゴシック……ルシファーか!!」

「楓様の特命だ。貴様の命を貰もらい受ける！」

　刃の交差に散り合う火花。背後からはヴァンパイアが放った血塊の牙が迫せまる。

「ちっ……！　ゴシックシールドで……！」

「ふっ、貴様の前にいるのは誰だと思っているのだ？」

　意味深に鼻で笑うルシファー。脳内で反応はしているが、シールドが発生しない。

　求められるのは、咄とつ嗟さの機転。

　俺はルシファーへ膝ひざ蹴げりを捻じ込み、怯ひるんだところに回し蹴りをお見み舞まいした。

「くあっ……！」

　赤黒い血塊が俺の身体を舐めるようにかすめるも、致ち命めい傷しようは防ぐ。

　ルシファーの特とく殊しゆ能力──【聖シヤ光イニン消グ・デ去リート】。エンジェルリング勢の天敵。有効範はん囲いにいる天使はシールドが使用不可になる。

　再び、強く鳴り響ひびく警告音。複数の飛ひ翔しよう体が接近。これは、ミサイル。

　量が多すぎて躱しきれない。二本の聖剣で切り裂いていくも、爆ばく炎えんによるダメージが俺の【ＧＰ】を燻いぶし焼いてくる。青色から黄色へ変化し、ついに危険値へ。

　数百メートル離はなれた位置には、緑の重兵装に覆われたゴスキュアが待ち構えていた。

「ゴシックパンツァー……！」

「先日はロリコンがバレて大変でしたねぇ。ゴスキュアおじさん？」

「その雰ふん囲い気き……知っているぞ！　俺をインスタの罠わなにハメたゲス幼女だ……！」

　戦せん況きようは三対一の圧あつ倒とう的てきな不利。これが、暮無楓の底知れぬ自信に繫つながって──

「三対一だから不利、とでも思っているのかしら？」

　羽ばたく俺を目め掛がけて跳躍し、血塊剣の切っ先を突き付けながら煽あおるヴァンパイア。

「大規オペレ模作戦ーシヨン・赤ブラ漆喰ツデの大イ・天使クロスは、第二セカンド段階フエイズに突入したの。《吸血ブラツド女王クイーン》との決けつ闘とうから、《絵本の魔女》との戦争になったのよ」

「プライドを捨てたのか」

「プライド？　そんなものは飼ケルいベロ犬スに喰くわせたわ！　アナタに認めてもらうために！」

《絵本の魔女》との戦争。つまり、派閥の全メンバーを相手にするということ。

　たった一人で、だ。

「アナタは完全包囲されているのよ。私の眷けん族ぞく……三百六十人にね」

　言葉通りの四し面めん楚そ歌か。

　遠えん距きよ離り兵装を構えたゴスキュアの軍勢が、孤こ独どくな天使を取り囲み、今にも討うち取らんとばかりに照準を定めている。その雰囲気は派閥を超ちよう越えつし、もはや一国の軍隊だった。

「ＪＳプレミアムエリアのＶＲ─Ｄは百台……まさか、他ほかのゲームセンターからも派閥メンバーを送り込んで!?」

「あーっはっはっは！　そうよ！　もちろん、移動の交通費は私が支給したわ！」

「お前は有能な経営者になれそうだな！」

　空中で激しく交差するたび、壮そう絶ぜつに交わる両者の声と剣。

「大たい抵ていの小学生は快く順番を譲ゆずってくれたの。私に従わない面めん倒どうな子は……レアカードを渡わたして買収したけれどねぇ！」

「小学生のくせにそこまでやるのか！　性しよう根ねが歪ゆがんでいるぞ！」

「有能な経営者はね、目め障ざわりな邪じや魔ま者ものを消すのも仕事なの！」

　プライドを捨て去った執念。次し第だいに力負けし、遥か後方へ吹き飛ばされたところに、

「渋谷の女王は楓様ただ一人！　貴様の時代は終わっているのだ！」

　先回りしたルシファーが、漆しつ黒こくの汚グロ染ウン浄化レス・聖槍ランスを突き出す。左手に握にぎった剣の腹で受け流したものの、耳障りな金属音と同時に圧し折れた。

「や、やったのだ……！　ワタシがミカエルを……！」

「甘い！　ゴスキュアおじさんを舐めるな！」

　宙をクルクルと回転する圧し折られた刃。それを直じかに摑つかみ取り、ルシファーの胸むな元もとへ容よう赦しやなく突き刺す。聖なる剣を薄うすい胸に打ち込まれたルシファーは、

「くっ……！　これが楓様の宿敵……！　強い……！」

　浄じよう化かの力が侵しん食しよく。【ＧＰ】を著いちじるしく失いながら、もがき苦しむ。汚お染せんの闇を取り払はらうことができれば、【聖シヤ光イニン消グ・デ去リート】も使えない。アニメの設定に忠実だ。

　俺の好機はここしかない!!

「よくもルシファーを！」

　深手を負ったルシファーを庇かばうように、血けつ塊かいを振ふり落とすヴァンパイア。

　身を捩よじりながら回かい避ひし、擦すれ違ちがいざまに、

「きゃあぁ……!?」

　残った聖剣で十字の剣けん戟げきを刻み込む。鈍にぶくなってきた動作から察するに、ヴァンパイアもルシファーも、命の灯ともしびが危険な領域に突入しているはずだ。

　この二人の絆きずなは強いが、それ故ゆえに失ったときは脆もろい。どちらかを戦せん闘とう不能にできれば、心を打ち砕くだくことも──

「アロウ小隊！　我らに盾たて突つく大天使を磔にしろ……！」

　焦しよう燥そう感かんを抱いたルシファーが、後方支し援えん部隊へ指示を送った。

　派は閥ばつメンバーの大半は、遠距離狙そ撃げきに特化したゴシックアロウ。一いつ斉せいに放たれた矢が赤い空を駆かけ抜ぬけ、

「ゴスキュアおじさんは滅ほろべぇええええええええええええええええええええっ!!」

　アロウ部隊を率いるゲスパン幼女ツアーのミサイルも急速接近する。

　効力が半減しながらも、展開したゴシックシールド。

　…………っ！

　ゴシック粒りゆう子しの矢が複数着ちやく弾だんした瞬しゆん間かん、シールドの表面が波打ち歪む。

　間かん髪はつ容いれずに炸さく裂れつしたミサイルの爆炎。聖なる光を搔き消し、純白の姿を墨すみ色いろに侵おかされた天使が、轟ごう音おんと雲うん煙えんの海うな原ばらから放ほうり出された。

　大地に頭を向け、天に足を投げ出しながら堕おちる。堕ちていく。

「終わりよ！　ミカエル！」

　重力に身を任せた俺へ向けて、ヴァンパイアが紅ブラ漆ツデ喰のイ・フ血牙アングを解き放つ。

　ここにいる誰だれもが、女王の勝利を疑わなかった。

「口くち酸すっぱく教えたはずだ。勝利を確信した瞬間が、敗北の標本になると」

　俺以外は。

「大天使の汚グロ染ウン浄化レス・聖槍ランスは……輝かがやきを失っていない」

　ヴァンパイアの額から滴したたる冷や汗あせ。俺の思おも惑わくを理解し、滲にじみ出す焦燥感。

　彼女が振り返った視線の先には──十二本の聖槍が光の道を結んでいた。

　汚グロ染ウン浄化レス・聖槍ランス・十二連ジラ直下ルガ。

　聖槍から撃うち放たれた断罪の光。十二の光が道を刻み、掃そう射しやされたヴァンパイアが壮絶に悶もだえた。まるで、天使の射光に悪あく魔まが焼かれているかのよう。

　眩まばゆい十じゆう字じ架かを空に描えがき、瀕ひん死しのヴァンパイアが落下していく。

「ルシファぁあああああああああああああああああああああああああああ！」

「楓さまぁああああああああああああああああああああああああああああ！」

　女王を討ち取り、戦争は終わる。そんな考えは、すぐに消え去った。

「かぷっ……ちゅ、れる……」

「あっ……かえ、で……さまぁ……うあっ……」

　そんな馬ば鹿かな──としか言えない。首元を差し出したルシファーに、ヴァンパイアが嚙かみ付くという、狂きよう気きと妖よう艶えんが入り混ざった光景。

　ルシファーの【ＧＰ】が吸血ドレインされ、ヴァンパイアの瞳ひとみに生気が再臨したのだ。

　お役やく御ご免めんとばかりに、限界値へ陥おちいったルシファーが後退し、

「私を完全消しよう滅めつさせないために、超必テイ殺技アーズを使わない舐なめたプレイ……己おのれの消滅を以もつて後こう悔かいさせてあげる!!」

　瀕死から危険値まで回復したヴァンパイア。右みぎ腕うでに凝ぎよう固こさせた血塊の牙を聖剣で受け止めるも、黄色く点滅する俺の【ＧＰ】が、危機感を嫌いやでも伝えてきた。

「十二連ジラ直下ルガの弾だん数すうは尽つきたわよね。アナタは超必テイ殺技アーズを使って私を殺すか、アナタが殺されるかの二択たくしか残されていないの!!」

「いいぞ……楓。未練がましい天使をこの世界に縛しばり付けてみせろォ!!」

　俺の感情が沸ふつ騰とう。全神経が覚かく醒せいの兆きざしを発し、完全勝利だけを追求する大天使となる。

「大規オペレ模作戦ーシヨン・赤ブラ漆喰ツデの大イ・天使クロスは最フア終イナ段ルフ階エイズに移行する。ワタシの代わりにスノウを投入！　アロウ小隊は支し援えん砲ほう撃げきを再開させるのだ！」

　ルシファーの咆ほう哮こう。奴やつらは派は閥ばつの全勢力を以もつて、満まん身しん創そう痍いの天使を捻ひねり潰つぶすだけ。

　渋谷の頂点を賭かけた戦争は最高潮を迎むかえる──と、思われた。

　派閥に命令を下すルシファーだったが、砲撃の効果音は一向に鳴らない。無線代わりのボイスチャットは正常に機能しているはず。

　困こん惑わくしたルシファーの頭上。銀色の雪が深々と揺ゆらめく戦場に、派閥のメンバーであろうゴシックスノウが降臨した。

「パンツァーやアロウ小隊はどうした？　お前も後方で待機していたのだろう？」

　問いかけにも無反応。不ふ穏おんな雰囲気を宿すスノウの態度に困惑したルシファーへ、一本の緊きん急きゆう通信が入った。

「こ、こちら……パンツァー……アロウ小隊……奇き襲しゆうにより全滅……。繰くり返します……アロウ小隊は……全滅っ……。犯人は──」

　犯人の名を聞く前に、ルシファーは震ふるえながら立ち竦すくんでいた。

　スノウの手に出現した氷柱つららが、ルシファーの腹部に突き刺さっていたからだ。

「き、さ、まァ……裏切ったのか……」

「……………………」

　鬼き気き迫せまるルシファーの問いかけにも無言のスノウ。女王へと【ＧＰ】の大半を譲じよう渡とし、底を突く寸前と思われるルシファーは硬こう直ちよく状態に陥っていた。

　俺には《絵本の魔ま女じよ》に何が起きているのか把は握あくできない。

　相手を油断させる芝しば居いや演技の類たぐい……？　それとも、仲間割れ……なのか？

「ルシファー!!」

　俺と肉弾戦をしていたヴァンパイアが、血相を変えながら反転。
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　救援に割り込もうと試みるも、

「……じゃまを……するな……」

「なんですって!?　あうっ……！」

　スノウが発動した装備カードが具現化。ハサミ状の禍まが々まがしい巨きよ大だい武装がヴァンパイアの胴どう体たいを挟はさみ捕とらえ、身動きを封ふうじた。

「楓様……志半ばで逝ゆく無礼をお許しください。無力なワタシを──」

「ルシ……！」

　それは、スノウの出現から一分も経たたないうちの出来事だった。

　必死にもがき、手を伸のばそうとするヴァンパイア。彼女の目前でルシファーの【ＧＰ】が尽き、おぼろげな発光と共に仮想空間から消滅してしまったのだ。

「あ……うあああっ……ルシ……ファ……」

　瞬まばたきもせず、口も開きっぱなし。現実……いや、仮想空間の現実が受け入れられず、ヴァンパイアは放心状態となってしまう。

　空から次々と飛来するゴスキュアの軍勢。雪結晶のエンブレムは皆みな、統一されていた。

　俺が正体を察した頃ころには、軍勢が上空から白銀の雪を降らしながら離り脱だつしていく。

「あの魔法は……【パウダースノウ・バースト】か！」

　雪を降らすような魔法で絨じゆう毯たん爆ばく撃げきする装備カード。女王の庭を蹂じゆう躙りんする魔法の空爆が実行され、近代的な景色に添そえられていた古城は、崩ほう壊かいした廃はい墟きよと化していった。

「私の城が……私の派閥がぁ…………ああっ…………」

　震えた手を懸けん命めいに伸ばすヴァンパイアだったが、

「……よていにはなかったけど……始末しよう……かな……」

　無数の細かい刃やいばが組み合わさった殺傷ハ力サの塊ミに、スノウは力を込める。焦じらすように、じわりじわりと刃を内側へ閉じていく。

「きゃあぁ……うう……うあぁ……」

　本気で身を捩るヴァンパイアの様子は、明らかに異常。俺は翼つばさを折り畳たたみながら急降下し、ハサミの根元を聖剣で切断した。

　放り出されたヴァンパイアを脇わきに抱だきかかえ、スノウと距きよ離りを取る。

　こいつのカーソルは女子小学生を示す色だが、ノーマルのスノウじゃない。ゴスロリとは系統が真逆の〝とあるレア装備〟が、細身の全身を覆おおうように発動していたからだ。

　青白い爆発に包まれゆく渋谷の街を背に、俺は最大限の速力で滑かつ空くう。

　せめて、ヴァンパイアを安全なところへ逃にがすまでは──守り抜いてみせる。

「……………………（すっ）」

　追走してくるかと思いきや、まさかの後退。そのまま追撃してくることはなかった。

　俺たちを見み逃のがした？　それとも、俺とは殺やり合う気がなかったのか？

　どっちにしろ、万ばん全ぜんのスノウと戦うのはリスクを伴ともなっただろう。

　俺もヴァンパイアも、壮そう絶ぜつな戦せん闘とうの影えい響きようが色いろ濃こく残る。敵の攻こう撃げきがクリティカルヒットすれば、完全消滅してもおかしくない損そん耗もう度だ。

　ログアウトを選せん択たくすると、実行されるまで十秒テンカ間のウント行動・ログ不能アウトになる。不利になったらログアウトをして逃げるのを防ぐための仕様らしい。

　今は非戦闘区域まで離脱し、二人揃そろって安全にログアウトするのが賢けん明めいだろう。

　それに──俺の腕の中で不気味なほど意い気き消しよう沈ちんしたヴァンパイアが、スノウと戦える状態とは到とう底てい思えないし……な。

　ヴァンパイア……暮無楓は虚うつろな声で同じ言葉を繰り返す。

　私のせいだ、と。





※






　ログアウトした私は、未いまだに事実が受け入れられなかった。

　それでもＪＳプレミアムエリアを見み渡わたすだけで、さっきまでの光景が噓うそではないことを自覚する。二時間前に行った昼食の和わ気き藹あい々あいとした笑え顔がおが、偽いつわりだったかのように。

「うえぇえええええ……ん」

「ひっく……うう……」

　大切な眷けん族ぞくたちが──泣いている。また、ある者は青ざめながら震えていた。

　あの女に、スノウに全滅させられた小隊の子たちが。

「そうよ……！　スノウはまだこの店に……！」

　あの女がログインしたのは〝すまいるすてーしょん〟だわ。バトル終しゆう了りようから間もない今なら、この店にいるかもしれない！

　思い立った私はすぐに走りだし、数秒ほどでロビーに到とう着ちやくすると、

「待ちなさい！」

　お馴な染じみの仮面を着けたスノウが、出入り口から立ち去ろうとしていた。

　何事もなかったかのような淡たん泊ぱくさが、なおさら腹立たしい。

「……………………」

　私の声を背中越ごしに聞いたスノウは、気け怠だるそうに踵きびすを返す。

「魔法系のスノウには似つかわしくないあの武装……ウルトラＳＳＳトリプルエスレア装備カード【ブレイカー】を、なぜアナタが持っているの!?」

「……なぜ……？　きまってる……スノウが……はらじゅくの……まじゅう……だから」

　私は──瞬きすら忘れていた。おもむろにスノウが身に着けた雪結晶の髪かみ飾かざりは、派閥《ブリザーダスト》のエンブレム。

　出入り口に規律よく並び立つのは、原女の制服を着た小学生の集団だった。




「……じこしょうかい……。スノウは派閥《ブリザーダスト》のリーダー……。みんなからは……原女の《雪フリー結ジング晶の・ブレ魔獣イカー》と……よばれているらしい……」




　私は絶望し、膝ひざから頽くずおれる。

　ミカエルが完全に引退する前に、ミカエルに勝ちたい一心で、もしかしたら繫つなぎ止められると期待した出来心で、最悪な相手を仲間に加えてしまったのだから。

　この冷れい凍とう女は虎こ視し眈たん々たんと読み取っていたんだ。

　私の焦しよう燥そうを、強い救世主ゴスロの幼女リスタを求めていたことを。

「……おまえはつよい……けど……すぐに仲間とむれたがる……。まっこうから戦うより……仲間をつぶせば……かってにつぶれる……」

「こんな……こんなひどい方法で私を貶おとしめて……！　アナタは小学生なんかじゃない！」

「……スノウは小学生……。おまえの小学校より偏へん差さ値ちたかい……それに、おかねもちが通える……制服もかわいい……かおもかわいい……。明神小は……原女のすべり止め……」

「だまりなさい……だまれぇ……！」

　やめて……やめてよぉ……。何も言い返せないからぁ……。

　心を凍こおらせるような精神攻撃の連れん鎖さ。

　満まん身しん創そう痍いの私には、もう反はん抗こうできる気力が残されていなかった。

　私の代わりに反論してくれる眷族たちも、いつも傍かたわらにいたルシファーも、いない。




「《絵本の魔女》は……おまえが……ころした……」




　凍りついた心を打ち砕くだくため、容よう赦しやなく突つきつけられた氷結の言葉。

　私は無様に俯うつむきながら、呆ぼう然ぜんと脱だつ力りよくしてしまう。

「……いもうとは……ひとりでいい……。にせものはみんな……きえて……」

　妹、偽にせ者もの。何を言っているのか、何を指しているのか、考える余力も残されていない。

「暮無さん、師し匠しようの家に靴くつ下した忘れていきましたよね……って、どうかしましたか……？」

　この声は──戸と惑まどい混じりのざんまいさん。

　虚ろな視界で薄うつすらと見上げると、確かにざんまいさんが目の前にいた。

　興を削そがれたのか、スノウは足早に店を後にする。脆ぜい弱じやくな身体からだに冷れい酷こくな風格を纏まとい、原女の小学生たちを引き連れて。

　今日はこの辺で勘かん弁べんしてやる、とでも言わんばかりに。

「どうして原女の生徒が……？　師匠がいるかと思って来たんですけど」

　一人じゃなかった。私はまだ──一人じゃなかった。

「ざんまいさぁあああああああああああああああああん……うえぇええ……うぐっ」

「ど、どうしたんですか!?　なにか変なものを拾って食べたんですか!?　ちょ、どさくさに紛まぎれて胸を触さわらないでください！」

　振ふり払はらおうとしてくるざんまいさんを逃がさぬホールド。彼女の胸へ顔を埋うずめながら、私は無様にすすり泣くことしかできない。

　芳ほう醇じゆんな香かおりが心ここ地ち好よい平らな胸に──温かく包まれながら。

　全身に刻み込まれた喪そう失しつ感かんと屈くつ辱じよくを、今だけは忘れてしまいたい。

　女に弄もてあそばれた傷は、女を抱いて忘れたいの。







[image: 四章　天使が消えた日]




「あっ、やっぱりここにいましたね」

　俺がログアウトした後、〝すまいるすてーしょん〟のロビーにて依い鈴すずと鉢はち合わせした。

　憔しよう悴すいしきっていた暮くれ無ない楓かえでに付き添う依鈴だが、状じよう況きようを吞のみ込めていないらしい。

「お買いものから帰ったら、脱ぬぎたての靴下がリビングに落ちていました。暮無さんがよく履はいている派手なデザインだったので、ここに師匠がいるのではないかと」

「うわっ……しまったぁ……。千ち秋あきは何か言っていたか？」

「留守中に小学生を連れ込んだと、ご立腹の様子でした」

　ですよねー。

「連れ込んだんじゃない。押し入られたんだ」

「師匠ならそういう言い訳をする、と千秋お姉さんは言っていましたよ」

　心を読まれまくりじゃい。千秋の静かなる怒いかり顔が安易に想像できるし、帰ったら死ぬ気で謝らないといけないと思うと憂ゆう鬱うつだ。帰るの怖こわい。

「わたしの留守中に暮無さんを連れ込んで、今も楽しく遊んでいたんですよね？」

「お前まで怒おこってない？」

「怒ってません。事実確かく認にんです」

　ムスッと頰ほおを膨ふくらませた依鈴。お前への修しゆ行ぎようを怠おこたって遊んでいたから（？）怒っているんだろう。千秋もろとも、謹つつしんでお詫わびするしかないのだ。

　というか、依鈴の言動がどことなく千秋に似てきたような……。

「楓にはいろいろと話を聞きたいし、依鈴も経けい緯いを知りたいだろ？　少し場所を変えるか」

　バトルの余よ韻いんが漂ただよっているのか、ウォッチおじさんや野や次じ馬うまも騒さわがしい。土曜の午後という時間帯なので、最さい先せん端たんの遊びスポットは混雑のピークを迎むかえつつある。

「えっ？　楓様の派閥が負けたの？　信じられないんだけど」

「原宿の《ブリザーダスト》に襲しゆう撃げきされて壊かい滅めつ状態らしいねぇ」

　絶えず聞こえてくるギャラリーの雑音は、当事者の暮無楓にとっても酷こくだろう。

　……ということで、俺たちは隣りん接せつしているファストフード店に移動した。




　比ひ較かく的てき空すいていたテーブル席に陣じん取どり、俺のおごりで注文したジュースやフライドポテトを皆みなで摘つまみながら、暮無楓にスノウの一件を話してもらったのだが──

「おじさーん、私はビッグバーガー食べたいんですけどー」

「いや、お前は呼んでないぞ。帰れ」

「ひどいですねー。かわいい女子小学生には優やさしくしてくださいよー」

　誘さそっていないのに、しれっと付いてきたゲス幼女。俺は根に持つタイプだから、インスタ事件を忘れてないからな。あと、勝手にポテト食うなよ。

　図ずう々ずうしいゲス幼女とは裏腹に、ストローを咥くわえながらジュースを静かに啜すする暮無楓の不気味さ。こいつが借りてきた猫ねこみたいになるのは、たぶん初めてじゃないか？

　ひょっとして、顔が似ているだけの別人を連れてきた可能性も。

「ポテト食べてもいいんだぞ？　デザートも何か頼たのむか？」

「…………ドッグギャングのプライムステーキがいい」

「俺の小こ遣づかいじゃ絶対に無理なんだが」

　うん、本物の暮無楓だ。

「私のせいなの……」

　一呼吸置いた暮無楓は、俯きながら言葉を絞しぼり出す。

「スノウの強さに目が眩くらみ、素す性じようも調査せずにメンバーへ引き入れてしまったから……眷族たちもルシファーも……死んだ」

「死んではないけどな」

「そうね……私が殺したようなものだわ」

　無む駄だにシリアスな空気と世界観への浸ひたり具合が凄すごい。

「そういえば、三み森もりさんを見かけませんね。いつも暮無さんの隣となりにいるのに」

「堕ルシ天フア使ーさんはバトル後に『ワタシは不ふ甲斐がいない……もう腹を切るしかないのだぁ……！』と泣き叫さけびながら、走り去っていきましたよー」

「今の時代に切腹とか口走る女子小学生がいるんですね……」

　俺の隣に座っていた依鈴の疑問に答えるゲス幼女。

　原女の《雪フリー結ジング晶の・ブレ魔獣イカー》は、それだけの精神的ショックを与あたえたということだ。頼たよれる味方になりすまし、背後から刃やいばを突き立てるという残ざん酷こくな方法で。

「渋谷二強の一角である《絵本の魔ま女じよ》と真正面から抗こう争そうするより、遥はるかに効率的な戦略だろうな。自分たちの被ひ害がいも最小限に抑おさえながら、相手のメンタルも砕くことができる」

「相手の心を凍らせて砕き割る魔ま獣じゆう……まさに《雪フリー結ジング晶の・ブレ魔獣イカー》ですね」

　ごくりと唾つばを吞のみ、戦せん々せん恐きよう々きような様子の依鈴。

　女王気質の塊かたまりとも言える暮無楓を、ここまで憔悴させることができる救世主ゴスロの幼女リスタが近くに潜ひそんでいるのだから無理もない。

「実力があるにせよ、謎なぞ多き仮面の小学生を作戦の中ちゆう核かくに据すえるのは愚ぐ策さくだ。何をそんなに焦あせっていたんだ？」

　俺の何気ない一言に、暮無楓は唇くちびるを嚙かみ締しめた。

「ミカエルが遊びに来なくなっちゃったから!!　ずっと勝ちたかった……凄いって言われたかったのに!!」

　店内にいた全員がこちらを振り向くほど、暮無楓は感情を爆ばく発はつさせた。

「勝ったらバレットをくれるって約束したのに！　妹にしてくれるって言ったのに!!」

　それだけのために、巨きよ大だいな派閥を作ったのか。俺を、たった一人を倒たおすためだけに。

　派閥は女王の力そのもの、というのを免めん罪ざい符ふにして。

　周囲の怪け訝げんな視線に勘かん付づいた暮無楓は、湧わき上がる激情を大おお幅はばダウンさせた。

「野生の救世主ゴスロの幼女リスタにイジワルしてたのも、ミカエルが正義感で舞まい戻もどってくると考えたからなの……。アナタは戻ってきてくれたけど、それは一時的だから……」

「俺が完全引退する前に、意地でも倒そうと思った……のか」

　眉み間けんをくしゃりと歪ゆがめ、肯こう定ていを示す沈ちん黙もくを決め込んだ暮無楓。

　こいつは、そういうヤツなのだ。素す直なおな本音を包み隠かくし、高こう慢まんな態度でコーティングしているだけのメッキな女王様。それが剝はがれると、年とし頃ごろの少女となんら変わりない。

「ごめんな。黙だまっていなくなったりして」

　謝罪を込めて頭を撫なでると、メッキの女王様は頰を桃もも色いろに染めた。代名詞の深しん紅くではなく、子供らしい恥はじらいの色。

「……許さないの」

　弱い表情を晒さらしたくないのか、すぐに俯いてしまったが。

「いま、聞き捨てならないワードが聞こえました。暮無さんを妹にする、みたいな」

「うわー興味ありますー。昔の楓様のことを知りたいですしー」

　前のめりになりながら、真顔で圧力をかけてくる依鈴。ゴシップ根こん性じよう丸出しのゲス幼女はどうでもいいとして、依鈴はめちゃくちゃ知りたそうな顔をしている……。

　女子小学生同士の抗争とはいえ、俺の存在が根本に影えい響きようしていたのは確実だろう。

　幼女の火薬庫から離はなれた理由も含ふくめて、口を噤つぐんだまま勝手に消えるのは筋が通らない。

「そんなに難しい話じゃないが──」

　だから俺は、二年前から現在までの道筋を簡潔に話すことにした。





※






　二年前の〝すまいるすてーしょん〟は新築だった。

　ＶＲ─Ｄが遊ゆう戯ぎ施し設せつ用に実用化されたＶＲ─Ｄ元年であり、先さき駆がけて導入されたソフトの一つがＶＲゴスキュアである。

「これはまさに、ゴスキュアを愛する俺のために用意されたゲームだ」

　中学二年だった俺は、一いつ緒しよに下校していた千秋を置き去りにし、毎日のように通い詰つめた。保護者同どう伴はんじゃないと夜六時に追い出されるので、母さんと一緒にやり込む日々。

　学校をサボりながらプレイしていたのは、恐おそらく俺くらいじゃないだろうか。

「最近、小学生も多くなってきたな」

　最初はガチ勢ばかりの殺さつ伐ばつとした空間だったが、次し第だいに女子小学生の姿もちらほらと。

　メディアにも度たび々たび取り上げられたことで、知名度が急きゆう上じよう昇しようしたんだろう。

　当時はＪＳプレミアムエリアがなく、女子小学生も一いつ般ぱんエリアを利用していたのだが、

「いやいや、次はボクたちがプレイするから。小学生は鬼おにごっこでもしてな」

　当然、こういう揉もめ事が多発するわけで。

　大人のガチ勢が順番待ちのルールを無視し、女子小学生を邪じや険けんに扱あつかうようになる。

「で、でも……ワタシたちがじゅんばん待ちしてたのに……うう……」

「はあ？　泣くなよ～めんどくせぇ。ガキはこれだから邪じや魔まなんだよなぁ～」

　体格も数倍ほどの差があるガチ勢の威い圧あつに恐きよう怖ふし、思わず泣き出してしまう清せい楚そ系の小学生。ガチ勢の態度に苛いら立だった俺は、その場に割って入ろうとするも──

「そこの豚ぶた、なきごえがみみざわりだわ」

　一人の勇ゆう敢かんな少女が、キツい一言を投げつける。

　あどけない顔立ちながらも、突つき刺さすような眼光を持つ小学一年生の暮無楓だ。

「お嬢じようちゃん、豚って誰だれのことだい？」

「アナタのことにきまっているの。ふとった豚に豚っていってなにがわるいのかしら」

　幼い口調で堂々と言い放つ姿は、小学校低学年の度胸レベルを超ちよう越えつしている。

　極ごく上じようの切れ味を持つ言葉を浴びせられ、周囲からはガチ勢に嘲ちよう笑しようが向けられた。

「は、はは！　口で吠ほえるヤツほどゴスキュアでは雑魚ざこだよなぁ～」

「なんですって？」

「ボク、本気出してないけどランキングはもうすぐ三百位だし、十年に一人の天才肌はだだってネットのフォロワーに言われたんだよねぇ。キミみたいに口だけじゃないんだよぉ～」

　舌ぜつ戦せんは不利だと悟さとったのか、ガチ勢は挑ちよう発はつを始めた。

　安い挑発に乗るのは愚おろかだと俺は思ったが、まだまだ子供だった暮無楓は、

「いいわ。ゴスキュアで私が勝ったら、にどと来ないでちょうだい」

　まんまと相手の土俵に誘おびき出されてしまう。

「へへっ、いいぜ。ボクが勝ったら……なんでも言うこと聞いてもらおうかなぁ？」

「うっ……わ、私が勝つけれどね……！」

　ガチ勢の陰いん湿しつな舌なめずりに、勝ち気を削そがれたような反応を覗のぞかせた暮無楓。

　しかし威い勢せいよく出撃した手前、情けなく引き下がるのはプライドが許さず。暮無楓とガチ勢は各おの々おののＶＲ─Ｄへ着席した。

『──さっきまでの威勢はどこにいったのかなぁお嬢ちゃぁああああああああああん！』

『──そんな……小学校では私がさいきょうなのに……！』

『──たかがガキ如ごとき、一日中ゲームやってるボクに勝てるわけねーだろぉ！』

　バトル開始直後から、一方的に攻こう撃げきされる暮無楓。映像端たん末まつでバトル観戦していた誰もが、暮無楓の敗北は避さけられないと息を吞む。ガチ勢との実力差は歴然だからだ。

「ニートのガチ勢と小学生を比べたら、総プレイ時間は雲うん泥でいの差……か」

　開店から閉店までプレイできる前者、放課後や土日の限られた時間しかプレイできない後者。結果は最初から見えている。

「我が親愛なる息子むすこよ、私も幼女が大好きだ」

「私もってなんだよ。俺まで一緒にするな」

　背後から突とつ然ぜんやってきた白衣姿の母さんと俺は、ほぼ同時に歩み出す。

　空気を読み取った善良なゴスキュアおじさんが、俺たちにＶＲ─Ｄを譲ゆずってくれた。

　まるで、絶対的な帝てい王おうを玉座へ招く配下のように。

「さぁ～って、涙なみだ声ごえでのぎぶあっぷ☆はまだかな～？　それならおじさん、許しちゃうかもなぁ～？」

「くっ……この私がぎぶあっぷ☆なんてするわけないでしょう！」

「ぐへへ……仕方ねーなぁ。それじゃあ、遠えん慮りよなくぅ」

　尻しり餅もちをつき、追い詰められた暮無楓。ほくそ笑えむガチ勢が伸のばした魔手に、無力な少女は覚かく悟ごしながら目を瞑つぶった。




「雷らい鳴めいがもたらす閃せん光こう　我が神の雷いかずちは弱き者への希望とならんことを願う」




　少女から溢あふれる涙なみだは、雷鳴と共に希望を映す。

　青空だった仮想空間が瞬またたく間に黒雲の海へと変へん貌ぼうし、無数の稲いな妻ずまが吠える。

　異変に気付いたガチ勢が振ふり返った先には──大地に落ちた巨大な雷。

「弱き者を庇かばう正義の心にあっぱれだ！　救世主ゴスロの幼女リスタはそうでなくてはな！」

　豪ごう快かいに笑う母さ……いや、ゴシックライトニングが、眩まばゆい光源の中から現れたのだ。




「人類に災さい厄やくをもたらす汚けがれ　天命が示す天使を以もつて　ミカエルの名のもとに浄じよう化かする」




　反対側からは、天より舞い降りし大天使ミカエル。自ジ己コ中チユーなガチ勢とは死んでも一緒にされたくない、マナーは絶対に守る善良なゴスキュアおじさんが憤ふん怒ぬの降臨を決めた。

「な、なんなんだ、お前らは？」

「ふざけるなよ、悪党。仮にも伝説の戦士ゴスキュアが、幼女を泣かせるとは笑しよう止し千せん万ばん」

　瞳ひとみを研とぎ澄すましたライトニングは、雷ライト神ニング撃・イン大剣パルスの切っ先をガチ勢に突き付けた。

「お前は俺の逆げき鱗りんに触ふれた。ゴスキュアおじさんを語る資格はない」

　母に負けじと、俺も右手に汚グロ染ウン浄化レス・聖剣ソードを錬れん成せい。憤いきどおりによる多大な殺気を放出した。

「正義のヒーローぶりやがって。大勢の見物人の前で、無様にボコってやるからよぉ」

　ガチ勢が小生意気に指を鳴らすと、周囲には数十人規模のゴスキュアが出現。他ほかの場所にいた仲間を呼んできたらしい。

「おいおーい、なんかトラブってんのか？」

「ゴスキュアが仕事みたいな俺たちが戦ったら、相手も泣いちゃうっしょ」

　ヘラヘラと笑いながら集合するガチ勢のサークルメンバー。

「ボクら、ＶＲゴスキュアのサークルやってんのよ。今日はサークルのイベントやってたから、最強メンバー揃そろってんだぜ？　ランキングだって二百位以内も狙ねらえるのが──」

　気分よく語っていたガチ勢の両サイドが──大爆発を起こす。

　俺が投げた汚グロ染ウン浄化レス・聖槍ランスと、ライトニングの大たい剣けんから降り注いだ雷らい撃げきが着ちやく弾だんしたからだ。

　無言の宣戦布告を察したガチ勢は、脂あぶら汗あせを滲にじませながら後ずさりするも、

「ぼ、ボクがその気になれば、他のゲーセンにいるメンバーも追加招集できるんだぜぇ？　たった二人で、ボクたち五十人以上を相手に──」




「「たったそれだけでいいのか？」」




　微び動どうだにしない俺と母さんの台詞せりふがシンクロ。

「この自ジ己コ中チユークズ男は創はじ芽めに任せる。私は有う象ぞう無む象ぞうを引き受けよう」

「ああ、一人残らず蹴け散ちらすぞ」

　俺たちは左右に散開し、ガチ勢サークルだか何だか知らない集団を迎むかえ撃うつ。

　バトル開始から三分後──高く積み上がったのは、ぎぶあっぷ☆した屍しかばねの山脈。戦場を優ゆう雅がに舞まっていたのは、大天使とライトニングだけだった。

「なんなんだ……なんなんだお前らは……」

　瀕ひん死し状態で這はい蹲つくばるガチ勢が、半べそ状態のまま問いかける。

「創芽、私たちのランキングを表示してやれ」

　ライトニングに促うながされ、俺たちは渋谷区ランキングを表示させた。俺が二位、ライトニングが一位という正しよう真しん正しよう銘めいのランキングを。

「聞いたことがあるぞ……幼女としか遊ばない最強のロリコン親子がいるって……！」

「「ロリコンじゃない。他に友達がいないだけだ」」

　口をあんぐりと開けたガチ勢を放置し、台詞が被かぶりまくりの俺たちは踵きびすを返す。

「また同じことをしたら、今度は渋谷を歩けなくなると思え」

　俺が強い言葉での警告を言い残し、親子は戦場からの去り際ぎわにログアウトした。




　現実にて俺たちを待っていたのは、温かいスタンディングオベーション。

　今思えば、この件がきっかけで《降エン臨ジエ天ル・フ使オール》という異名が付いたのだろう。

「私な、こういうの慣れてないんだよ。友達いないから」

「息子の俺も同じだが」

「有名になるのは嫌いやだったし、私は暫しばらくゲームから離はなれる。正直な、仕事をサボって遊びまくっていたから、そろそろ仕事しないと貯金が厳しいんだ」

「おい！　洒落しやれになってないぞ！　育ちざかりが二人もいるのに！」

　そそくさと逃にげる母さん。賞賛に不慣れな俺も妙みように居い心ごこ地ちが悪くなり、店から退散しようと席を立ったところに、

「ちょっと待ちなさい……！」

　背後から甲かん高だかい声が降りかかってきた。瞳に薄うつすらと涙を溜ためた暮無楓だ。

「私……くやしかった！　なにもできなくて……ほんとうにくやしかったの！　どうすれば、アナタみたいに強くなれますか……！　カッコいいゴスキュアになれますか……！」

　彼女はプライドを捨て去り、素す直なおな想おもいを打ち明ける。

「それなら毎日、俺とゴスキュアしてみるか？」

　悔くやし涙の奥に見え隠かくれした確固たる闘とう志しに惹ひかれ、俺はそんな提案をしてしまう。

　事実上の弟で子し入りを意味した言葉に、暮無楓は迷いなく頷うなずいた。

「いつかアナタを越こえてみせるの！　絶対に！」

　俺に人生初の弟子が誕生する。

　容姿は小悪魔的な美少女、しかし強気でワガママな小学一年生の弟子が。

　それからの一年半は、ほぼ毎日のように暮無楓と一いつ緒しよに過ごした。

　知名度が上がってしまった俺のもとに、初心者の救世主ゴスロの幼女リスタも集結。兄のような存在として基本的なシステムや戦い方を指南しながら、弟子の育成にも熱を注ぐ。

「やったぁ！　ランキング五十位に入ったの！　これでミカエルと大会に出られるわ！」

　楓がランカーになったときの無邪気な笑顔。思い出すと、今でも心が温まる。

　時折、俺を家へ連れ戻もどすために来た小こ雪ゆきと「どっちが妹的存在か」みたいな微笑ほほえましい喧けん嘩かをしていたが、俺にとっては弟子でもあり、妹のような存在になっていたんだ。

　徐じよ々じよに力を蓄たくわえた女子小学生たちは、イキり系や変態系のガチ勢に反旗を翻ひるがえす。

　ゴスキュアおじさん全体に敵意や嫌けん悪おを抱いだくようになり、ＪＳプレミアムエリアの創設が追い風となって、幼女連合軍ＶＳガチ勢軍の渋谷聖戦が勃ぼつ発ぱつ。

　幼女連合軍が大勝利を収め、現在は力関係が完全に逆転しているというわけだ。




「はあ!?　もう帰るの!?　大会前の大事なときに、私を放置するなんて！」

　中学三年の秋ごろから、俺は〝すまいるすてーしょん〟に滞たい在ざいする時間が減り始めていた。顔見せ程度に立ち寄り、すぐに帰ろうとしていたとき、暮無楓の怒ど号ごうが飛ぶ。

「妹が風邪かぜをひいて早退したんだ。看病を手伝えるわけじゃないが、傍そばにいてやりたい」

「以前の尖とがっていたアナタなら……構わずにゲームしていたのに。ゴスキュアが最優先だったのに。他人の思おも惑わくに左右されない孤こ高こうな男だったのに！」

　痛いところを、深く掘ほり返される。精神が子供だった頃ころの俺なら、小雪の面めん倒どうを千秋にまかせっきりだった。自分が楽しければ、好きなことをしていれば、それで良かった。

「俺はもう、子供と言える年ねん齢れいじゃない。妹や幼おさな馴な染じみを蔑ないがしろにしながら、好き勝手に遊んでいるわけにはいかないと……気付いたんだ」

　千秋や小雪と接する機会が、ＶＲゴスキュアの登場によって露ろ骨こつに削けずられていたのは事実。風ふ呂ろや寝ね床どこも別々になった妹の寂さびしそうな顔が頭から離れない。

「妹……そんなに妹が大事なのね！　他人である私より！」

「兄という生き物の気持ちを……分かってくれ」

　涙目の暮無楓に断腸の思いで背を向けた俺は、出口のほうへ歩き出す。

「今度のゴスロリンピック！　私が勝ったら……アナタは私のハジメお兄ちゃんになるの！　そうすれば、私のことも優先してくれるわよね！　どんなピンチにも、出会ったときみたいに舞い降りてくれるわよね！」

　広いロビーに響ひびき渡わたったのは、暮無楓の涙声。

　抜ばつ群ぐんのセンスを武器にメキメキと成長していた弟子は、一週間後に控ひかえたランカー限定の公式大会ゴスロリンピックでの真しん剣けん勝負を申し込んでくる。

「もし勝てなくても……今度はバレットを賭かけて勝負するの！　弟子の成長を……アナタはずっとずっと！　ずーっと見守る義務があるの！」

　悲痛な叫さけびを背に受けて、未練や胸の鈍どん痛つうを感じないと言えば噓うそになるだろう。

　総合優勝特典のバレット争そう奪だつを謳うたった大戦を、俺は最後の戦場と悟さとった。




「悪いな。少し遅おそくなった」

　足早に自宅へと帰った俺は、部屋のベッドに寝かされていた小雪のもとへ。すでに千秋が傍かたわらに付き添そい、果物ナイフを器用に操あやつりながらリンゴを剝むいていた。

「めずらしいねぇ。ハジメくんが学校からすぐ帰ってくるなんて」

　心底驚おどろいたように声こわ色いろを弾はずませた千秋。それだけ俺が早く帰るのはレアケースなのだ。

　小雪は額に冷れい却きやくシートが貼はられ、純白の肌はだが赤らんでいた。微び熱ねつがあるのだろう。

「お兄ちゃん……おかえり……」

「ただいま。何か食べたいものとか欲しいものあるか？　買ってきてやるぞ」

　要望がないか問いかけてみると、脆ぜい弱じやくな力で俺の手を握にぎる。

「お兄ちゃんがいてくれるだけで……小雪は……だいじょうぶ……」

　俺は、寺てら原はら創芽という人間は、真正のクズだったと思う。

　寂しかっただろうな。甘えたいときに、俺がいなくて。他の幼女と遊んでいて。

　そのうえ、千秋にも学校を早退してもらい看病してもらっている。

　俺は大人になろうと決意した。

　欲よく望ぼうのまま好き勝手に生きる人生は、もう終わりにしようと。

「俺さ、ゴスキュアおじさんを引退するから」





※






「バレットを欲しがっていたのも照れ隠しで、師し匠しようと遊びたかっただけ……ということですか。女王ぶった暮無さんでも、子供っぽくて可愛かわいらしい一面があるんですね」

　だいたいの話を聞いた依鈴が、鼓こ舞ぶするために嫌みを投げかけてみるが、

「…………そう」

「悪口の一つでも言い返してくれないと調子狂くるいます……」

　元弟子は吐と息いきの添え物くらいの声量で返事するのが精せい一いつ杯ぱいだった。かなりの重じゆう症しようだな。

「ちなみに、ガチ勢に泣かされていた子供は若き日の堕天使だぞ。あの日から楓を慕したうようになった」

「えっ……ええぇっ!?」

　依鈴から驚きよう愕がくの声が弾はじけた。まあ、現在の凛り々りしさからは想像できないよな。

「……渋谷聖戦のときも、ミカエルが救世主ゴスロの幼女リスタ側に付いて指揮をとってくれたの。幼女連合軍の総司令だった私を支えてくれたのよ……」

「あの頃の楓は初うい々ういしかったな。現実でもゲーム内でも、俺の後ろに付き纏まとっていたっけ」

「今のワガママ女王の暮無さんからは、想像もできません……」

　たった半年でダークサイドに堕おちてしまうほど、暮無楓は喪そう失しつ感かんを拗こじらせていたのかもしれない。逃げるように消えた俺の幻げん影えいを、いつまでも追い求めて。

「それにしても、修しゆ羅ら場ばな巡めぐり合わせですねー。ここにいるのは、元彼女モトカノと今彼女イマカノ」

　暮無楓と依鈴を交こう互ごに指さすゲス幼女。

「そして、私が火遊び相手ですかー。スクープ写真撮とられちゃいましたもんねー」

「ぜんぶ違ちがう。特にお前と火遊びなんてごめんだ」

　小学生のくせに、彼女とか火遊びとか大人ぶりやがって。

「大会の後、楓には『しばらくは高校受験で忙いそがしくなる』と告げた。でも、依鈴と出会うまでの半年間、一度も〝すまいるすてーしょん〟へ行くことはなかったんだ」

「やはり高校生活が忙しかったからですか？」

　依鈴の質問に、俺は首を横に振ふる。

「部活にも入っていないし、遊ぶ同年代もいない……むしろヒマすぎるくらいだが、俺は自分自身を変えようと思ったんだよ。身の回りのことは自分でやったり、高校デビューして同年代の友達を作ろうと……まあ、今も悪あく戦せん苦く闘とう中だけどな」

「もしかして、それは千秋お姉さんのため……でしょうか？」

　図星を指され、言葉に詰つまった。我が弟子ながら、鋭するどい観察眼を持っているらしい。

「千秋は俺のために心配や不安を抱き、自分の時間を割さいている。受験生のあいつに……これ以上の負担をかけるわけにはいかない」

　足あし枷かせなんだ、俺は。あいつは優やさしいから、俺の心配ばかりしている。

　どんなに忙しくても、自分が風邪をひいたとしても、心配の種を最優先してくれる。

　今のままだと、あいつは俺と同じ高校に入学するだろう。もっとレベルの高い高校にも進めるはずなのに。

「内容を分かりやすく整理するとー、金を浪ろう費ひしながら遊び呆ほうけてばかりの旦だん那なが、これからは妻を大切にするため、無む駄だな浪費をやめて二人の愛人からは離れる……と」

　うっ……胸のあたりが地味に痛い。ゲス幼女のマセた分ぶん析せきは見当外れなのに、強く否定できない絶ぜつ妙みような比ひ喩ゆがグサリと刺ささる。

「俺がまともな人間になることで、あいつを安心させたい。大切な人生を自由に歩んでほしいんだ。大天使が戦場に舞まい降りることは、もう……ない」

　数年前までの俺は、千秋が世話を焼いてくれるのが当たり前だと思っていた。

　しかし成長するにつれ、千秋の有り難がたみを実感するようになる。中学でも友達がいなかった俺に唯ゆい一いつ話しかけてくれて、弁当を毎日作ってくれて、放課後一緒に帰ってくれた。

　部活に誘さそわれても断り、友達と遊ぶのを我が慢まんしてまで……だ。

　そのために失ったあいつの時間を、今からでも──

「千秋お姉さんは！　千秋お姉さんは……師匠との時間を！」

　切ない哀あい愁しゆうを漂ただよわせた依鈴が、力強く叫ぼうとするも、

「……いえ、これは女の子だけの秘密なので、千秋お姉さんが言わないとダメです」

　瞳ひとみを大きく見開き、慌あわてたように口を噤つぐんだ。

　女の子だけの秘密というパワーワードが気になりすぎる……。

　千秋は現状を、どう思っているのだろうか。

「お二人はお互たがいを以心伝心だと思っていても、やっぱり言葉にしなきゃ伝わらないこともあります。一度、本音で話してみたらどうでしょうか」

　依鈴……お前はどうして、俺を懐ふところに抱だき寄せてくれるんだ。迷めい走そうのまま俯うつむいていたダメ男の頭を優しく撫なでながら、未成熟な甘い香かおりの胸むな元もとへ誘いざなってくれるなんて。

「大だい丈じよう夫ぶです。大人じゃない師匠を好きな人もいます。絶対にいますから」

　俺の方が……七つも年上なのに。聖母に包まれたような安あん堵ど感かんが──心の血けつ栓せんを溶とかす。

「依鈴ママーっ！　つるぺたおっぱいをチュッチュさせてくれーっ！」

「ヤバい副音声つけんなゲス幼女がぁああああああああああああああああああああ!!」

　ゲス幼女の横やりで正気に戻り、体てい裁さいを取り繕つくろう。童心に返りかけたのは事実だが、母性を感じた相手が小学三年生というのはヤバすぎるのでは。

「……私も引退する」

　不気味に静観していた暮無楓が唐とう突とつに呟つぶやく。誰だれもが耳を疑う一言を。

「馬ば鹿かを言うな。お前が引退する理由なんてないだろ」

「ミカエルがいないなら……目標を見み出いだせないもの。私はミカエルに勝つため、ここまで頑がん張ばってきたのに。派は閥ばつも壊かい滅めつして……もう、どうすればいいのか分からない」




　ダンッ!!




　暮無楓の弱音を搔かき消したのは、テーブルを叩たたきながら立ち上がった依鈴。

　その表情は聡そう明めいと憤ふん慨がいが入り混じっていた。

「……ざんまいさ、んにゃ!?」

　依鈴は暮無楓に歩み寄り、彼女の頰ほおを両手でサンドイッチ。

　高こう慢まん美少女と名高い《吸血ブラツド女王クイーン》が、タコみたいな間ま抜ぬけ面づらと化したのだ。

「どうすればいいか分からない？　暮無さんはスノウにリベンジするしかないんですよ。悔くやしくないんですか!?　大切な派閥を弄もてあそばれて屈くつ辱じよくじゃないんですか!?」

「ふ、ふやひい……ふやひいへほ（悔しい……悔しいけど）」

「貴女あなたは誰!?　渋谷区ランキング一位の《吸血ブラツド女王クイーン》ですよね!!　逆らう者は屈くつ服ぷくさせてきた最強の救世主ゴスロの幼女リスタですよね!!　泣くほどの悔しさを味わった仲間のために、死ぬほど腹立たしい高飛車な顔でバカみたいに笑ってください!!」

　店内が無人のように静まり返った。

　凄すさまじい剣けん幕まくで言い放った依鈴だが、溢あふれ出る想おもいは止とどまる気配がない。

「多数のランカーを抱かかえた《絵本の魔ま女じよ》が支配テリ地域トリーで壊滅ということは、月頭に更こう新しんされる〝すまいるすてーしょん〟の派閥ランクが変動します！　敵てき陣じんで大戦果をあげた《ブリザーダスト》にトップを明け渡したら、報ほう酬しゆうの遊び場をすべて失うんですよ!!」

　五月は残り一週間ほど。《絵本の魔女》が一位を死守することができなければ、来月には己おのれの支配テリ地域トリーを憎にくき相手に奪うばわれてしまう。つまり、紅ブラ漆ツデ喰のイ・カ古城ツスルが敵の手に堕ちるのだ。

　そこまで怒ど鳴なりつけると、依鈴は深く息を吐はき、一ひと先まずの冷静さを取り戻もどす。

「わたしは暮無さんを絶対に倒たおします。勝ち逃にげなんか論外ですし、わたし以外の誰にも屈することは許しません」

「ひゃ、ひゃんまいふあん……（ざ、ざんまいさん……）」

「師匠が引退するのなら、わたしが正統後こう継けい者しやになってみせます。貴女はわたしを倒すために、わたしを眷けん族ぞくにするために、憎き《吸血ブラツド女王クイーン》でいてください」

　まいったな。依鈴は俺なんかより、よっぽど戦士に相応ふさわしいじゃないか。

　ミカエルの後継者なんて小さな器うつわに収まりきらないくらい、お前は強くなるよ。

　暮無楓を弟で子しにしたときと同じように、ゴスキュアおじさんの直感がそう囁ささやくんだ。

　呆あつ気けにとられている暮無楓から手を離はなした依鈴は、

「師匠、ポテトとジュースありがとうございました！　今すぐに修しゆ行ぎようをしましょう！」

　右手を高く掲かかげながら、意い気き揚よう々ようと店から飛び出して行った。

「田舎いなかのジャガイモ娘むすめが魔ま獣じゆうを倒して、渋谷の新女王に君臨しちゃいますよ！」

　と、自信満々に言い残して。

「あの子、大物になりそうですねー。あっ、ジュースごちそうさまでしたー♪」

　俺のジュースを飲み干したゲス幼女へ同意することになろうとは。







[image: 五章　二人だけの派閥]




　週が明けて、月曜日の教室。

　暮くれ無ないさんは死んだ──というのはもちろん冗じよう談だんだけど、

「はうあぁああああ…………………………………………うわぁあああ………………」

　自分の机に突っ伏ぷし、気持ち悪い呻うめき声を吐き出しながら乾ひ涸からびていた。

　吸きゆう血けつ鬼きじゃなくてゾンビだよ、これじゃあ。

「授業はじめまーす……って、暮無が死んでる!?　いつもは教科書も用意せずに腕うで組ぐみしながら笑っているのに!?　食中毒とかノロウイルスじゃなかろうな!?　保健室いくか!?」

　ベテランの先生が狼狽うろたえるほどの重症さ。

　普ふ段だんは暮無さんに群がる子たちも、どう接していいか困こん惑わくしているみたい。

　先週末は師し匠しようの家に通い、Ｔ・Ｒ・Ｌトウアールを使いこなすマンツーマンの修行をした。

　発動と模も擬ぎ戦を繰くり返すシンプルな手法なだけに、完全消しよう滅めつの仕様がある公式ソフトでは不可能な荒あら行ぎよう。

　特に〝Ｌ〟のライトニングは光速を得る反面、方向転てん換かん等の制せい御ぎよがかなり難しい。

　ひたすら身体からだに叩き込まないと、失敗した瞬しゆん間かんに狙ねらい撃うちされてしまう。

「るしふぁぁあああああああ…………ふあぁああああああああああああ…………」

　授業中なのにうるさいよ！　隣となりの席だから余計に気が散る！

　わたしも修行のことばかり考えているので、授業はうわの空だけどさ。

「暮無さん、給食のゼリーあげるので静かにしてください」

「……明日あしたのみかんシャーベットがいいの」

　この女、落ち込んでいても図ずう々ずうしいな。




　放課後、未いまだに乾涸びている暮無さんのもとへ詰め寄った。

「師匠はもう〝すまいるすてーしょん〟には行かないので、一いつ緒しよに来てください」

「……どうして私も？」

「レベル上げをしながら、装備カードの経験を積めと師匠に言われました。特訓の相手は強い方が絶対に良いとのことで……仕方なくですが、暮無さんに付き合ってもらいます」

　師匠のアドバイス通り、わたしは暮無さんくらいしか強い知人はいないけどさ。

　プチＶＲ─Ｄでは仕様的に無理なので、不本意ながらお願いせざるを得ない。

「あと一週間以内に倒さないと、貴女の遊び場は《ブリザーダスト》の遊び場になります。そうなったら、もはや勝つのは不可能な領域になってしまいますので」

「……一週間でアナタが勝つなんて絵空事よ」

　悟さとり悲観モードの暮無さんに苛いら立だち、

「だから暮無さんも協力してと頼たのんでいるんでしょうがぁああああああああああああ！」

「や、やぁあああああああああああああああああああああああああああああああああ!?」

　両手で抱き抱かかえながら強制連行しようとするも、机にへばりついて離れない。

「楓かえで様と依い鈴すずちゃんの関係に何があったんだろう……？」

「先週とは立場がまるで違ちがうよねぇ……」

　遠目から眺ながめていたギャラリーが、己の眼めを疑っていた。

　つい三日前までは意地悪されていた関係なのに、週明けには攻こう守しゆが逆転しているなんて夢にも思わないよね。

「堕ルシ天フア使ー……助けてぇ……」

「そういえば、今日は三み森もりさんがいませんね。いつもは暮無さんにベッタリなのに」

　呼んでも現れない三森さん。暮無さんはさらに意い気き消しよう沈ちんしてしまう。

「今朝、私の家にこんな置き手紙があったわ……」

　渡わたされた手紙を開いてみると、





　拝はい啓けい　敬愛する暮無楓様




　敵の策略に気付けず、無様に完全消滅してしまった愚おろか者をお許しください。

　レベル１になってしまい、一週間も凍とう結けつされているワタシは虫けら以下の存在……。




　もはや、楓様に合わせる顔がありません。


敬具　　








　小学生離ばなれした達筆な文字で書き綴つづられた謝罪文。

　三森さんの性格なら、責任感に苛さいなまれているのだろうと察せる。元々は泣き虫少女だったみたいだし、根っこは弱いんだろうなぁ……。

「堕天使は学校を休んだらしいの。毎朝、私を迎むかえに来るのが日課だったのに……」

「これを見み越こしていたとしたら、仮面の少女スノウは恐おそろしすぎますね……」

《絵本の魔女》に潜せん入にゆうしていた相手なら、暮無さんと三森さんの関係を理解していても不思議じゃない。

　絆きずなが強いだけに、支えが無くなると脆もろいということを。

「わたし一人じゃ絶対に勝てないでしょう。でも暮無さんとなら、《吸血ブラツド女王クイーン》と一緒なら勝てると思っているから」

「ほ、本気なの……？」

「本気です。私はウソが嫌きらいなので、自分が思ったことしか言いません」




　二人きりになった教室──暮無さんの両りよう肩かたを摑つかみ、正面から見つめ続ける。




　力強く、愚ぐ直ちよくなほどに。視線の交差で摩ま擦さつ熱が発生してしまうと思うくらい。

　暮無さんが瞳ひとみを逸そらそうとしても、わたしはしっかりと見み据すえた。

「……何を言ってるの。クソダサ・クソ雑魚ざこ・畑で育ったジャガイモ娘の分際で」

　はい、がまんがまん。こんなディスりは想定内なのだ。わたしは器が大きいからね。

「……アナタの絵空事に付き合ってあげてもいいわ」

　頰ほおを紅潮させながら、暮無さんは消え入りそうな声で呟つぶやく。

　暮無さんは通信端たん末まつを操作し、《絵本の魔女》のチーム招待状を表示させた。

「眷族になりたいと土下座で頼み込まれたら、断るのも可哀かわいそうだもの！」

「はい？　さっそく調子に乗らないでください」

　いつものウザい高こう慢まんさには程ほど遠とおいが、少しは調子を取り戻したみたいだ。

　暮無さんと組めば、わたしも遊び場の恩おん恵けいが受けられる。

　わたしが支えになることができれば、暮無さんは最強の力を発揮できる。




　そうですよね、師匠。




　わたしは人差し指を伸のばして、自らのＩＤを入力。表示されていた招待状を受理した後、照れ臭くさそうな暮無さんと固い握あく手しゆを交かわす。

　完全消滅のペナルティを受け、暮無さん以外のアカウントＩＤが凍結されているメンバーリストに、わたしのＩＤが追加された。




「二人だけの《絵本の魔ま女じよ》結成です！」





※






　結成から数日間、わたしたちは一緒に下校しながら〝すまいるすてーしょん〟に通い詰つめた。

　有名な暮無さんが、無名のルーキー少女とタッグを組む……その噂うわさは仮想空間内外に広まり、渋谷の救世主ゴスロの幼女リスタは期待の眼まな差ざしを向けてくる。

「二人ともがんばれーっ！　原宿の派は閥ばつに好き勝手させるなーっ！」

「原女はインテリぶっててムカついてたんじゃーっ！　公立に通うＪＳの力を見せつけるんじゃーっ！」

　私し怨えんっぽいのも若じやつ干かん交ざっているけど、たくさんの声せい援えんも受け取った。

「よし！　これでレベルアップですね」

　仮想空間でバトルになった救世主ゴスロの幼女リスタを倒たおし、わたしは一息つく。

　Ｔ・Ｒ・Ｌトウアールは一度も使わず、わたしより一段階レベルの高い相手を中心にバトルを挑いどんでいた。焰シユー炎テインの流グ・フ星弾レイムという装備カードを師匠に借り、実戦で試ためすのも忘れない。

　狡こう猾かつなスノウが情報を収集している可能性もあるし、秘密兵器は最初の接せつ触しよくまで隠かくしておきたいよね。

「勝利を確信した瞬間が、敗北の標本になるのよ」

「なっ…………!?」

　突とつ然ぜん、ヴァンパイアが紅ブラ漆喰ツデの処イ・レ刑剣イピアの矛ほこ先さきを突つき出す。わたしの頰をかすめるように。

　咄とつ嗟さに振ふり返ると、見知らぬ救世主ゴスロの幼女リスタが倒れていた。

　わたしの背後からふいに襲おそい掛かかってきた野生の救世主ゴスロの幼女リスタを、ヴァンパイアは一突きで瀕ひん死しにしていたのだ。

「強敵や派閥とのバトルは、一息つくヒマなんて与あたえてもらえないの。私と戦ったときのアナタに、気を抜ぬく余よ裕ゆうはあったかしら？」

「……なかったです」

「仮想空間はどこから狙われてもおかしくないわ。遠えん距きよ離り射しや撃げきの装備カード、光速で接近できるゴスキュア……様々な危険を想定し、常にトリガーは握にぎっておきなさい」

　わたしは油断したため、無意識に愛あい銃じゆうのトリガーから指を離はなしていた。

　ヴァンパイアは、わたしの油断を表した仕草を見抜いている。

「チーム登録をしたアナタは、私や眷けん族ぞくのステータスが閲えつ覧らんできるはずよ。敵味方の識別に役立てるのはもちろん、仲間の状態を小まめに把は握あくするのもチーム戦では大切ね」

　本当だ。ヴァンパイアの頭上には常にＩＤが表示されているし、簡単な操作で【ＧＰ】なども確かく認にんできる。向こうからはわたしの情報も見えているんだよね、きっと。

　そうか……この仕様で正体がバレるから、スノウは正式メンバーを避さけていたんだ。

「命が尽つきる瞬間まで闘とう志しを燃やし、自分にできることを最後までやりなさい。そうすれば、アナタはもっと強くなれる」

　耳にしたことがある勇気のフレーズ。それは、たぶん師匠の──

「まあ、ほとんどはミカエルの受け売りだけれど……」

　昔の師匠を知っている彼女が羨うらやましい。やきもち焼いてもいいですかね。

「ヴァンパイアって真面目まじめな指導もできるんですね。師匠がわたしの修しゆ行ぎようを委い託たくしたり、派閥メンバーに慕したわれる理由が少し分かった気がします」

「大勢の眷族を従える女王なんだから、これぐらい当然なの！」

　こんなのヴァンパイアじゃない。ただの面めん倒どう見みがいいツンデレ上司だよ。

　褒ほめても高笑いしないところを見ると、本調子には至っていないらしい。バトルのことを考えれば、高飛車の女王スタイルに戻もどってほしいところだけど。

「たかがレベル７になったばかりの分際で、油断や慢まん心しんなどおこがましいわ。私やミカエルくらいになってからにしてほしいの」

　うっ……何も言い返せない。スノウを倒したら、次はこてんぱんにしてやるから首を洗っておけばいいよ。

「レベルアップに合わせて、戦う相手のレベルも上げていかないと経験値は増えないわ。レベル50を超こえてからは、ランカークラスに善戦しないと無意味なの」

「……改めて、師し匠しようやヴァンパイアの努力を実感しました」

「レベル[image: 100]が完全消しよう滅めつしたときの絶望を、僅わずかでも共感できたなら幸いね」

　渋谷の新女王になると豪ごう語ごした小学生、残ざん間ま依鈴。

　たった一週間ほど頑がん張ばっても、クソ雑魚レベルにしかならない模様です。

「でも、アナタなら『もしかしたら』って思うの。バレットのカードを受け継つぎ、ハジメおに……ミカエルに選ばれたアナタなら──」

　そこまで言いかけたとき、ヴァンパイアの瞳に宿ったのは夥おびただしい殺気の塊かたまり。

　彼女の足元が地面と共に氷結し、反り立つ氷柱つららの美しい反射が赤色の濁にごり空を映し出す。




「バレット!!　逃にげて!!」




　ヴァンパイアの絶ぜつ叫きようから一秒後──周囲が崩ほう壊かいしながら抉えぐり取られ、わたしの視界は青白い氷柱に搔かき消された。




　不ふ穏おんな静せい寂じやく。条件反射的に目を瞑つぶってしまったわたしは、人ひと肌はだの温ぬくもりだけを感じている。人間の体温と感かん触しよくを忠実に再現した抱ほう擁よう。

　瞳をゆっくりと開けると、ヴァンパイアの胸と両りよう腕うでに抱だかれていた。

「無事の……ようね……」

　両りよう膝ひざから頽くずおれたヴァンパイア。苦く悶もんの表情を晒さらしながらも、悪戯いたずらに八や重え歯ばを煌きらめかせた。

　細身な背中には……爆ばく発はつしたように咲さき乱れた氷柱の花が、何本も突き刺ささっている。

「わたしを……庇かばったんですか!?」

「……当然……ね……。眷族を守るのが……女王なの。今度こそは……私が守って……みせ……」

　今度こそ、という言葉に込められていたのは、守れなかった眷族たちへの後こう悔かい──

　擦かすれていく声と比例するように脱だつ力りよくし、わたしの胸むな元もとへ倒れ込むヴァンパイア。完全消滅には至っていないものの、限界値に陥おちいっていた。

「ゴシックスノウの《氷柱アイに咲シクルく鎮・テイ魂花アーズ》……。こんな破は壊かい力の超必テイ殺技アーズを使えるのは、派閥のリーダークラスしかいません！」

　巨きよ大だいな氷柱の頂点に、ちょこんとつま先立ちしていた妖よう精せいさん。そんな可愛かわいらしい容姿は偽いつわり。腹の底は真っ黒に染められた化け物。

　わたしが睨にらみ付けた視線の先には、粉々に砕くだかれそうな冷気を纏まとった魔ま獣じゆうが、月明かりを背に見下ろしていた。

　憤ふん怒ぬが限界を超えたわたしの周囲に漂ただよう陽炎かげろう。大地を這はうように燃え滾たぎる鮮あざやかな暖色の炎ほのおが、氷山を溶とかし尽くす。

　第二形態──ツインフレイムとなり、灼しやく熱ねつの弾だん丸がんで悪を撃うち滅ほろぼすんだ！




「わたしは怒おこった……怒りましたよ！　《雪フリー結ジング晶の・ブレ魔獣イカー》！」

「……いもうとは……ひとりでいい……。にせのいもうとは……みんな消す」
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※






「小こ雪ゆきちゃんの勝負……パンツ？」

「ああ、勝負パンツだ」

　依鈴と暮無楓が〝すまいるすてーしょん〟に行っている頃ころ、俺と千ち秋あきは表参道のセレクトショップを訪おとずれていた。

　今朝、小雪がいきなり「……お兄ちゃん……しょうぶぱんつ……かってきて……」と言い出したからだ。八歳児の発言ということもあり、心臓が口から飛び出るかと思ったほど。

　セレクトショップと括くくればオシャレだが、実際はランジェリーショップ。

　客は女性か恋こい人びと同士が大半であり、俺が入店しても大だい丈じよう夫ぶなのか……という不安で押し潰つぶされそうになっている。

「小雪ちゃん……誰だれと勝負するの？」

「さあ……？　女子小学校だし、彼氏がいるなんて聞いたこともないが」

「そもそも、小学生が勝負パンツなんておかしいでしょ……」

　呆あきれ気味の千秋だったが、子供用のパンツを物色し始めた。女の下着、しかも子供用を買うなんて、俺一人では間ま違ちがいなく不可能だろう。

「でもさ、二人きりで出で掛かけるのは久しぶりだよね」

「そうか？」

「そうだよ。ハジメくんが中学を卒業してからは、一回もなかったんじゃない？」

　今日はテンションが高いというか、ずっと足取りが軽そうな千秋。

　楽しそうに微笑ほほえむ回数が、普ふ段だんよりも随ずい分ぶんと多いように思える。

「これかなぁ？　スタンダードな白いパンツか、キャラものでもいいよね？」

　千秋が広げて見せてきたのは、地味で普通という感想が相応ふさわしい子供パンツ。

「それで勝負できるのか？」

「あほっ！　ちょっと大人ぶりたい年とし頃ごろなだけで、いちいち真に受けちゃダメなんだから」

　ジト目で怒られました。

「サイズとかメーカーを教えてくれるか？　メモをとっておきたい」

「ど、どうしたの……？　幼女のお友達にでもプレゼントするとか……？　凄すごく気持ち悪いよ……」

　そこまでドン引きしなくても、と悲しくなる。

「そもそも、下着を買うのにハジメくんが付いてくる必要はなかったよね？　これが目的だったんだ……」
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「違う違う。お前がいなくても、俺一人で買えるようになりたいんだよ」

「……………………」

「引きつった顔での沈ちん黙もくはやめてくれ。心が辛つらい」

　俺は過去を思い起こしながら、手に取った子供パンツを握にぎりしめた。

「小雪の下着や服は、いつも千秋が買ってくれていただろ？　これからは、できるだけ俺が買いにいけたらなって……思ったんだ」

　俺の言葉を聞いた千秋が、重く深い溜ため息を吐つきながら、子供パンツを棚たなへ戻す。露ろ骨こつにしかめた顔は、多少の不信感を表していた。

「ハジメくん、高校に入ってから様子がずっと変だよ。無理やり友達を作ろうとしたり、アタシの仕事を手伝おうとしたり、アタシが……いないことを想定したり……」

「それは……」

「気付いてないとでも思った？　生まれたときからほとんど一いつ緒しよにいるんだから、ハジメくんの不自然さくらい分かるよ」

　千秋の表情は一言で言い表せない。怒いかりもあり、悲ひ愴そうもあるような……。

「アタシ……もう必要なくなったのかな。ハジメくんにとって……いらなくなったのかな」

「バカっ！　そんなわけないだろ！」

「じゃあ、どうしてアタシから離はなれようとするの……？　ハジメくんの気持ちが……まったく分からないよ！」

　二人の荒あららげた声が響ひびき渡わたり、ランジェリーショップ中の注目が集まった。

　どうやら、勝負パンツで口論する痛いカップルだと勘かん違ちがいされているらしい。

「俺のせいで、お前の人生が制限されるのは嫌いやなんだ。千秋ならもっと良い高校に進めるし、友達と遊んだり部活で活かつ躍やくしたりもできる……。俺なんかに構うことで、いろんな可能性を潰すかも──」

　弾はじけたような音と同時に、俺の視界が揺ゆさぶられる。すぐに実感したのは、じんわりとした頰ほおの痺しびれと、千秋の瞳ひとみから零こぼれる一筋の雫しずく。

「アタシは……ハジメくんと過ごす時間が大好き！　ダメダメなハジメくんを心配する瞬しゆん間かんが大好きなんだよ！」

「千秋……」

「ハジメくんのせいで人生に不自由してるとか、自うぬ惚ぼれも甚はなはだしいから！　アタシが好きでやってることなのに、変な悲観を抱いだかれたら怒るでしょ！　当たり前じゃん！」

　よほど溜め込んでいたのか、千秋は感情を爆発させながら捲まくし立てた。

「アタシが友達と遊びまくったり、学歴を積み重ねて良い会社に就職することが幸せだと思ってるの？　アタシの幸せを、勝手に決めるなっ！」

　酸素が足りなくなり、息を大きく吸った千秋は──

「アタシの幸せは、ハジメくんの側そばに寄り添そい続けること！　それが最低で最高の幸せなんだからぁ！」

　店中に轟とどろくような声量で叫さけんだ。子供パンツを握り締しめていた俺に。

　それは、子供の頃に千秋へ発した台詞せりふと似ていた。

　いつも弱き者の側にいるんだ、と。

「ハジメくん自身の意思はどうなの！　朝あさ井い千秋なんていらないっていうなら、すぐに消えるけど！」

「いらないわけがない！　俺は……お前に怒られながらゴスキュアで遊ぶ日常が大好きだ！　お前のいない日々なんて考えられないに決まってるだろ！」

「そうなんだ！　アタシが必要なんだ！　大切なんだ！」

「ああ！　大切すぎてお前なしでは生きていけない！　お前に見放されたら、高校中退の引きこもり無職ニート待ったなしだ！　俺はそういう人間なんだ！」

　お互たがいに息を切らしながら、身体からだの芯しんを熱く火ほ照てらせた。偽りのない本音を吐き出して。

「アタシがいないと……ホントにダメなハジメくん」

「俺は強いから、お前を守り続けることはできるぞ。あと、子供の面めん倒どう見みは良いらしい」

「あははっ、ぜんぶ幼女絡がらみの得意分野じゃん」

　可愛らしく微笑む千秋が……弱い俺の側にいてくれるのだとしたら、

「いるよ。アタシはずっと傍そばにいる。ハジメくんは思いっきり、甘えていればいいよ」

「……俺はもっとダメになってしまう」

「ダメじゃないよ。依鈴ちゃんみたいに、ハジメくんのおかげで頑がん張ばれる子もたくさんいる。ハジメくんなりの不器用な優やさしさが、人を幸せにしてるんじゃないかな」

「千秋……」

「ダメなところはぜんぶ補うから、アタシにも……少しの幸せを分けてよ」

　俺たちはずっと一緒に──




　ぽっぽっぴー♪　ぽっぽっぴー♪




　異様に膨ふくれ上がった甘々な空気をぶった切ったのは、通信端たん末まつの軽快な着信音。

「……ハジメくんのでしょ。出たら？」

「お、おう」

　この、宙に浮うくようなむず痒がゆい雰ふん囲い気きやめてくれぇ……。

　周囲の客からはクスクスと笑われたり、羨うらやましがられてるし……。

「お前か、どうした？」

　連れん絡らくしてきたのは、以前から交流のある友人の幼女。ウィンドウに映し出された幼い顔は、心なしか焦しよう燥そうを表しているようにも感じる。

『──依鈴ちゃんと楓ちゃんがスノウに襲おそわれちゃってるよぉ！』

「なんだって!?」

『──しかも、依鈴ちゃんを庇かばって楓ちゃんが……死んじゃった！』

〝すまいるすてーしょん〟にいると思われる友人の幼女は、ＬＩＶＥ中ちゆう継けいされているバトルの動画を転送してきた。

　ツインフレイムのバレットが、たった一人でブレイカー装備のスノウと戦っている……も、追い回されているバレットの圧あつ倒とう的てきな劣れつ勢せいだ。

『──ハジメお兄ちゃんが助けてくれないと……依鈴ちゃんが負けちゃう！』

「俺は……舞まい降りてもいいのだろうか。一度、仮想世界を捨てた俺が……」

　優ゆう柔じゆう不ふ断だんな俺を見かねたのか、千秋が背中をポンッと叩たたいてきた。

「ここはアタシに任せて、ハジメくんは先にいけーって感じであってる？」

「千秋……すまない。小雪の勝負パンツは任せたぞ」

「今度、アタシと遊びに行ってくれるんでしょ？　だったら仕方ないねぇ♪」

　今、勝手に約束を取り付けられた気が。

「アタシの留守中に小学生を連れ込んだり、靴くつ下したを脱ぬがせるようなことしたり、ご飯でも奢おごってくれないと忘れられないねぇ。困った困った」

　はい、言い返せません。喜んで奢らせていただきます。

「よく分からないけど、依鈴ちゃんがピンチなんでしょ？　さっさと駆かけつけて暴れてこい！　幼女大好き寺てら原はら創はじ芽め！」

　有り難がたみの薄うすいエールをプレゼントされた俺は、子供パンツを千秋に渡し、




「俺は幼女が好きなんじゃない。ゴスキュアが好きなだけだ」




　表参道から一番近いのは〝すまいるすてーしょん〟ではなく、もう一つの大型ＶＲ─Ｄセンター。仮想空間は等しく繫つながっているから、俺は迷わない。

　窮きゆう地ちの弟で子したちを救うべく、原宿方面へ颯さつ爽そうと走り出した。
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「焰シユー炎テインの流グ・フ星弾レイム！」

　炎ほのおを纏まとった弾だん丸がんの弾幕を張り、わたしは大だい跳ちよう躍やく。スノウを寄せ付けないよう奮ふん闘とうするも、時間稼かせぎにしか過ぎなかった。

「……こざかしい……」

　業ごうを煮にやしたスノウが、炎の弾幕へ正面から突つっ込む。炎属性と氷属性──本来ならわたしが有利な相あい性しようだけど、スノウは臆おくする素そ振ぶりすら見せない。

「なっ……!?」

　灼しやく熱ねつの銃じゆう撃げきを突き破ってきたスノウ。装備カード【ブレイカー】の巨きよ大だいハサミを大おお振ぶりしながら、間かん一いつ髪ぱつで躱かわしたわたしを手持ちの氷柱つららで叩き落とす。

「くっ……！」

　着地後の跳躍を許す時間も与あたえられず、地面と足が氷で接着された。

　これぐらい、わたしの炎で解かし尽つくして……！

「……スノウのこうげきと……おまえのかいひ……どっちがはやい……？」

　上空のスノウに集結するゴシック粒りゆう子しの光。放出しているんじゃない。

　幾いく千せんの救世主ゴスロの幼女リスタが放つ粒子を──引き寄せている。

「あれは、まさか……漆ダーカ黒ーブレ粒イク・テ子砲イアーズ!?」

　ブレイカー装備の元ネタ、最強最悪の敵ゴシックブレイカー。まさかスノウの超必テイ殺技アーズの他ほかに、ブレイカーの超必テイ殺技アーズも併用できるなんて。

「……ふぁいあー……だーくっ……」

　漆しつ黒こくに汚けがされたゴシック粒子のレーザー。衝しよう撃げき波はによりビル群は崩くずれ落ち、大量の塵ちりや土つち埃ぼこりが舞い上がる。無機質だった地面は、岩がん盤ばん剝むき出しになるまで抉えぐり取られていた。

　視し聴ちよう者しやの幼女が泣く、と批判が殺さつ到とうした造形と破は壊かい力は、さしずめ未来の大量破壊兵器。

「……おわった……あっけない……」

　砲ほう撃げきが終わり、微び量りようの粒子が空気中に拡散していく。

　汚お染せんされた土つち煙けむりとゴシック粒子が色いろ濃こく漂ただよう仮想空間を、

「はあ!!」

　わたしはリフレクションを展開しながら、一直線に撃うち裂さいた！

　あっさりと躱されたものの、わたしは瞬時に跳躍。

　近きん距きよ離りまで接近し、振ふりかぶった拳こぶしを放つ。

「……うんどうは苦手……だけど……」

　アイシクルと呼ばれる氷柱で受け止めたスノウ。膝ひざや肘ひじを連続で振り翳かざし、残像が発生するくらいの乱打戦へ持ち込む。

　錯さく綜そうする殴おう打だの嵐あらし。繰くり出し捻ねじ込み突き出して、敵のガードを抉こじ開けようと手足を酷こく使しした。壊こわれる。現実だったらとっくに死んでる。

　ここは仮想世界だ。全身が壊れるくらい身を焦こがしてみせろ！

　目では追えぬ乱打戦。感覚のみで繰り出した蹴けりがスノウの蹴りに弾はじかれ、僅わずかに乱れる体勢。

「うぐっ…………うあっ…………！」

　氷を張った拳を右みぎ頰ほほに叩き込まれ、わたしは地面を擦こするように転がった。

　高速で降ってくる物体。足裏に氷柱を形成したスノウの踵かかと落おとしを、ヘッドスプリングで緊きん急きゆう回かい避ひ。

　息をつくヒマすら与えられない。ヴァンパイアの言った通りだ。

「だからわたしは成長できる！」

　強敵と戦うことで、わたしはもっと強くなれる！

「銃じゆう炎えんの神の名において　悪あしき闇やみを焼き払はらう！　銃フレ炎イムの・テイ焰弾アーズ！」

　烈れつ火かが渦うず巻まく。引いたトリガーと連動し、業ごう火かで刻まれた魔ま法ほう陣じんがスノウを包囲。閃せん光こうの大だい爆ばく発はつを引き起こした。

　神秘的な火の粉が舞い散る戦場に佇たたずむ。わたしが、ツインフレイムが。

　まだだ。濃のう厚こうな狂きよう気きと冷気が混こん濁だくした死の気配。

　魔ま獣じゆうは死んでいない。

「………………っ！」

　燃ねん焼しようしていた浄じよう化かの炎ほのおが裂け、上空から奇き襲しゆうを仕し掛かけるスノウ。撃ち落とそうと銃弾を連射するも、スノウは腕うでにコーティングした氷の欠片かけらで強引に摑む。

「くっ……足が……！」

　スノウの特とく殊しゆ能力は、相手の足元を数秒凍こおりつかせる凍結フリーズ。ミカエルのシールド、ヴァンパイアの吸血ドレインのように、上級者が重宝するのが一つだけの特殊能力だ。

「……相性はおまえが有利……だけど……」

　炎で解かすより遥はるかに速く、わたしの間合いに侵しん入にゆうしたスノウは──

「……戦士としての……格がちがう……」

「うぐっ……うあぁああ……」

　鋭えい利りな巨大ハサミでわたしを挟はさみ捕とらえ、晒さらし者のように高々と掲かかげた。焦じらすようにキリキリと締しめ上げてくる両りよう刃ば。

　先ほど展開したリフレクションの代だい償しようや、ツインフレイムの維い持じコストがボディブローのように効き始め、１００００を超こえていた【ＧＰ】が半分以下に陥おちいる。

「……おまえのこうげきなんて……避よける必要性もかんじない……。よわいおんな……いもうとにはふさわしくない……だめ……あざといどろぼう猫ねこ……」

「な、何を言ってるんですか……」

　妹には相応ふさわしくない？　泥どろ棒ぼう猫ねこ？　この嫉しつ妬と染じみた殺意は……なに？

「……刻まれてきえるか……汚染されてきえるか……えらばせる……」

　超至近距離にゴシック粒子が集つどう。漆ダーカ黒ーブレ粒イク・テ子砲イアーズの波動が肌はだを震ふるわせる。

「……漆ダーカ黒ーブレ粒イク・テ子砲イアーズは……弾だん数すう制限がない……。おまえに……かちめはない……」

　そんなのズルすぎるよ。

　わたしなんか、勝てるわけがないよ。

　スノウが断言したように、戦士としての格が違ちがいすぎて。

　師し匠しよう、ごめんなさい……。わたし、貴方あなたのカードを強くできませんでした……。

　吞のみ込まれる。このまま汚染されて、黒々しい光の柱に喰くわれて、消える。




「命が尽きる瞬しゆん間かんまで闘とう志しを燃やし、自分にできることを最後までやるんだ。そうすれば、お前はもっと強くなれる」




　わたしは、夢を見ているのだろうか。

　ゲームのバグだろうか。

　それとも、完全消しよう滅めつの間ま際ぎわには走そう馬ま灯とうが流れる仕様なのだろうか。




　天空から純白の翼つばさを広げた大天使が、ゴシックミカエルが舞い降りてくるなんて。

「師匠……ししょおぅ……」

　現実だったら、たぶん大泣きしている。

　心の奥から温かい感動が溢あふれて塞せき止められない。

「……お、おに……ミカエル……どうして……？　いまは……こられないはず……」

「俺は戦いを見守りにきただけだ。弟子たちなら、お前に勝てると信じているからな」

　ミカエルを目視した瞬間に動どう揺ようし、冷れい酷こくな表情が溶け出すスノウ。

　そうだ、わたしにできる最大限のことをするんだ。

　わたし一人じゃ絶対に勝てない。でも、今のわたしは《絵本の魔ま女じよ》なんだ！

「浄化ヘルフの猛火アイア！」

　ツインフレイムの特殊能力は、強きよう靱じんな想おもいに連動する紅ぐ蓮れんの焰ほのお。

　対たい抗こう心しんや憤ふん怒ぬ、希望が強いほど──炎の温度が上じよう昇しようし、広こう範はん囲いを焼き尽くす。

　限界を超ちよう越えつした燃焼に狼狽うろたえたスノウが晒した刹せつ那なの隙すき。

　ここが、わたしのできることをやるべきとき！




　動け、わたしの足。唸うなれ、電撃の道。炎と電撃よ、共鳴してみせろ。




「……き、きえた……!?　ばれっとは……」

　電磁波を放出しながら、わたしは姿を消した。

　上下左右を見回すスノウだが、わたしが現れたのは──

「すごく遅おそいですね」

　スノウの背後。その距離一メートル以内の超至近距離から、ゴシックリボルバーの銃口が重じゆう厚こうに輝かがやく。

「銃炎の神の名において　悪しき闇を焼き払う！　千サウ連ザン射ド・銃フレ炎イムの・テイ焰弾アーズ！」

　分厚い雲が赤く染め上げられた。核かく爆ばく発はつの如ごとく炸さく裂れつした炎の弾丸は、夕焼け空のように美しい仮想世界を作り出す。

　千発分の業火を凝ぎよう縮しゆくし、最大出力にて撃ち放った超必テイ殺技アーズは、スノウを火の海へと引きずり込む。

　ここは、派は閥ばつの遊び場（暮無さん好みの悪あく趣しゆ味みな）、紅ブラ漆ツデ喰のイ・カ古城ツスル。弾数制限から解放されたわたしが、今できる最大限の足あ搔がきだ。

「……やってくれる……ぶわーって火がすごくて……あついのは……きらい」

　燃え盛る仮想空間に佇むスノウの頰ほおには、煤すすによる一筋の黒ずみ。

　わたしの全力では、彼女の服や肌に煤を付けるのが限界みたいだ……。

　ライトニングの代償により、ジャンプゲージが凍結。わたしは恰かつ好こうの的と化す。

「余よ裕ゆうがなくなったようですね」

「……ほんきで……ころす……。かちかち……がしゃーん……って……砕くだき割る……」

　スノウの舐なめた態度が一変し、極限の冷気によるダイアモンドダストが発生。わたしを標的と定め、わたしだけを本気で狩かりにきた。

　余裕を失わせることが、視野を狭せばめることが、わたしの狙ねらいだとも知らずに。




「今宵は狩ハンテ猟イング。私を狩ろうとする者が、私に狩られるの」




　スノウの背後に出現したのは、妖よう艶えんに笑えむ吸きゆう血けつ鬼きの女王。

　自らの片腕でスノウの首を絞しめ上げると、新雪のような首筋に容よう赦しやなく嚙かみ付いた。

「……う、ああ……はなせ……しにぞこない……くっあ……っ」

「アナタ……ぴちゃ、じゅる……雪解け水のような……透とう明めい感かんのある極ごく上じようの味ね……。れる、ずずっ……ちゅ、はむ……。ほら、次し第だいに気持ち良くなっていくでしょう？」

　スノウのゴシック粒子が吸い取られ、ヴァンパイアに蓄ちく積せきされていく。

　激しく抵てい抗こうしたスノウに振り払われたけど、袖そでで拭ぬぐった口元は憎にくたらしいほど吊つり上がっていて。味方のわたしも、ちょっと苛いら立だってしまう悪役ヒールさが彼女の真骨頂。

「あーっはっはっは！　女王の庭を荒あらし、愛いとしき眷けん族ぞくを手にかけた愚おろかな罪人は……公開処しよ刑けいするしかないわね」

　これだ。この高笑いと世界観に染まった決め台詞ぜりふ。

〝すまいるすてーしょん〟の頂点であり、渋谷の《吸血ブラツド女王クイーン》が完全復活を遂とげたのだ。

「バレット！　ミカエルの前で無様な姿を晒すわけにはいかないわよ！」

「はい！　発展途と上じようなわたしたちを見届けてもらいます！」

　大好きな師匠が見守ってくれてるんだもん、張り切らなきゃウソだよね。

　ミカエルの降臨に気合いが漲みなぎる弟で子し二人は、最後の反はん撃げきに挑いどむ。




「ほらほらほらぁ！　さっきまでの威い勢せいはどこにいったのかしらぁ！」

「……うるさい……にせものめ……きえろきえろきえろ……いもうとはひとりだ……」

　紅ブラ漆ツデ喰のイ・フ血牙アングを形成した右腕を自在に操あやつり、上空からスノウを圧あつ倒とうするヴァンパイア。

　血けつ塊かいの牙が誇ほこる凄すさまじい衝しよう撃げきは、防ぼう御ぎよに徹てつするスノウの身体からだを軋きしませた。

「焰シユー炎テインの流グ・フ星弾レイム！」

　燃える流星の銃じゆう弾だんを跳ちよう躍やくで躱かわすスノウだが、

「はっ！　遅い遅い！　もさもさしてると喰い千切っちゃうわよ！」

　先回りしたヴァンパイアに、片方のハサミを剝はぎ取られる。ヴァンパイアの豊富なバトル経験は、敵が回かい避ひする未来位置の予測をも可能にしていた。

　ヴァンパイアが吸血ドレインするための囮おとりになったり、制空権を確保してもらうための援えん護ご射撃をしたり。師匠に教わったヴァンパイア対策の一部が、味方として役立つとは。

「それにしても……どっちが悪役か分かりませんね」

　高笑いしながら嬲なぶるヴァンパイア。

　師匠の存在が、ここまで絶好調に導いてくれるなんて。

「……いんらんな……くちをとじろ……！」

　スノウは不ふ機き嫌げんそうに眉まゆをひそめ、ヴァンパイアのみぞおちに膝ひざ蹴げりをお見み舞まい。

　怯ひるんだ相手へ連撃を加えようとしたところに、

「させません！」

　わたしは援護射撃。爆ばく炎えんに包まれたスノウへ接近し、再び肉弾戦へ持ち込む。

　強さが増している……！　拳こぶしの一撃が鉛なまりのように重く、触ふれるだけで皮ひ膚ふが壊え死しするレベルの冷寒さ。腕で防御しても、一瞬意識が飛びそうになる。

「それでも、わたしは負けられません！　師匠みたいに渋谷の頂点に立つんです！」

「……それはスノウだけ……いもうとは……スノウだけ……！　くだけちれ……！」

　地面から反り出たアイシクルが背中をかすめ、【ＧＰ】が赤色に点滅。ヴァンパイアに抱だき抱かかえてもらわなければ、間違いなく完全消滅していた。

「最後の攻こう撃げきよ！　死ぬ気で頑がん張ばりなさい！」

「言われなくとも、ぶちかましてやりますよ！」

　スノウの真正面から突つっ込む二人。

　黒いゴシック粒りゆう子しを集束させる彼女の射線上から、最後の特とつ攻こうに移行する。

　漆ダーカ黒ーブレ粒イク・テ子砲イアーズ──直撃すれば、ヴァンパイアですら完全消滅。底知れぬ恐きよう怖ふで竦すくみそうになる足を懸けん命めいに踏ふみ出した。

「……きえろきえろきえろきえろ……にせものがぁ……」

　禍まが々まがしい発光が膨ぼう張ちようし、粒子の光が放たれる。

　射線上に存在するものすべてが消滅していくなかで、

「はぁああああああああああああ!!」

　わたしはリフレクションを発動。粒子の柱を切り裂さきながら突き進んでいった。

　汚お染せんの粒子によるダメージが酷ひどく、急激に減り続ける【ＧＰ】。

　次第に身体が動かなくなり、硬こう直ちよくしていく手足。漆ダーカ黒ーブレ粒イク・テ子砲イアーズの光が弱まっていくのを見届け、前のめりに頽くずおれた。

「あとは……頼たのみます。ミスったら許しません」

「うふふっ、私を誰だれだと思っているの？」

　わたしの背後に潜ひそんでいたヴァンパイアが大跳躍。

「女王が欲しいのは愛と勝利……それさえあれば何もいらないわ」

　右みぎ腕うでを高く振ふり上げ──

「紅ブラ漆ツデイ喰の・テイ悲雨アーズ!!」

　無数に形成した深しん紅くの杭くいを、スノウの全身に突き刺さす。磔はりつけにされたスノウは力無くよろめき、紅の杭に染められた女王の庭へ倒たおれ込んだ。




　死し闘とうの決着。女王の庭を侵おかした重罪人に、紅の審しん判ぱんが下されたのだ。




「ううっ……きゅうぅ……ぎぶあっぷ☆……ゆるして……いたいこと……しないで……」

　限界値に陥おちいったためか、無む駄だな抵抗はしないスノウ。ぎぶあっぷ☆を宣言したため、わたしたちの勝利メッセージが表示された。

　あざとい泣き声を漏もらしつつ、涙なみだ目めになっている。かわいいなぁ、おい。

　わたしが変態おじさんなら、家に連れて帰りたくなるよ。

「本当はこんなことしたくなかったんですよね。派閥のリーダーだから、仕方なく戦っていただけで」

「……うん……つらかった……なきたかった……」

　わたしが手を差し伸のべようとすると、

　──────!?

　轟ごう音おんが鼓こ膜まくを揺ゆさぶり、大地が陥かん没ぼつ。スノウが倒れていた位置を、ヴァンパイアが血塊の牙で抉えぐり取ったのだ。

「ちょっと！　無抵抗の相手にトドメを刺すなんて……！」

「だから、アナタは甘いのよ」

　ヴァンパイアが見上げた先には、巨きよ大だいな氷柱つららの頂点に着地したスノウ。

　その瞳ひとみは、あざとさが皆かい無む。冷酷な魔ま獣じゆうへと様変わりしている。

「……兄きよう妹だいのせかいに……にせものはいらない……。きもに銘めいじて……ねっ」

　そう吐はき捨てながら、スノウは仮想空間の彼方かなたへと去っていった。

　ねっ……っていう、あざとい語ご尾びが憎めないというか、無む性しように可愛かわいいよぉ……。

「あのままスノウに近づいていたら……アナタ、やられていたわね」

「そんな……」

「敵は完全消しよう滅めつさせる……油断していいのはそのときだけよ。覚えておきなさい」

　やはり、わたしの倒すべき最終目標はヴァンパイア──暮くれ無ない楓かえでだと確信した。

　これまで敵無しだった人生において、初めて聳そびえ立つ目め障ざわりな厚い壁かべ。

　目障りだけど、これだけは断言できる。

　彼女は最強の名に恥はじないということを。

「越こえたい。いつか、わたしは暮無さんを」

「越えられないわ。私は渋谷区の頂点に君臨する《吸血ブラツド女王クイーン》だもの」

　お互たがいの視線が交差し、見えない火花が激しく散る。対たい抗こう心しんバッチバチのメンチ切りタイムを挟はさみ、わたしたちは久しぶりに肩かたの力を抜ぬいた。

「そういえば師し匠しようがいないですね」

「私のハジメお兄ちゃんなら、一足先にログアウトしていたわね」

「今はわたしの師匠です。いわば、わたしのお兄ちゃんということです」

「ちょっと遊んでもらっただけで妹ヅラしないでほしいの」

「捨てられたくせに女め々めしく付き纏まとうのはやめてください」

　些さ細さいな冷戦から睨にらみ合いが勃ぼつ発ぱつし、痴ち話わ喧げん嘩かが始まる。

　精神的に疲つかれるくらい言い争ったあとは、お互いにそっぽを向く。

「もう意地悪しないから……ミカエルと一いつ緒しよに〝すまいるすてーしょん〟へ来なさい……」

　ヴァンパイアから微かすかに聞こえた照れ臭くさそうな声。

「そうですね。そんなにわたしと遊びたいなら、考えてあげても良いですよ」

「庶しよ民みんに領地を分け与あたえるのも女王の役目なの！　アナタが特別ってわけじゃないから！」

　そうやってまた、賑にぎやかに喧けん嘩かした。わたしたちは、こういう関係が似合っている。




　東京に越こしてから約二ヵ月だけど、放課後が待ち遠しいという感覚は初めてだ。

　家族や先生としか喋しやべらない日々だったけれど、救世主ゴスロの幼女リスタになり、師匠と出会って、優やさしいお姉さんもできて、冷れい酷こくな敵も現れて、意地でも越えたい好敵手ライバルもできた。

　たかが幼女向けゲームと言う人もいるかもしれない。

　でも、わたしにとっては自分を成長させてくれる物語を紡つむぐ場所であり、これからの未来が楽しみになる魔法の空間。

　価値観の合う人と、本当に好きな人と、出会うことができる大切な場所を──

　やっと、見つけた。




　小学三年生、残ざん間ま依い鈴すず。

　無事に救世主ゴスロの幼女リスタデビューできました。





※






「ぜ、全滅……我々《ブリザーダスト》の魔法空軍部隊が……」

　弟子二人の勝利を見届けたあと、俺はすぐにログアウト。ロビーに立ち寄ったとき、先にログアウトしていた原女の小学生たちに囲まれた。

「ゴスキュアおじさんのくせに、我々の遊び場を荒らして！　リーダーが戻もどってきたら瞬しゆん殺さつなのであります！」

「そーだそーだ！」

　幼い声でのバッシングを浴びるのも無理はない。

　ここは原宿ヴァーチャルランド。敵の本ほん拠きよ地ちに乗り込んだ俺は、また《絵本の魔ま女じよ》を魔法攻撃する気満々だった《ブリザーダスト》を一いつ掃そうしたのだ。

「隙すきあらば武力介かい入にゆうしようとしていたのはお前らだろ。弟子の戦いに無ぶ粋すいなイタズラは控ひかえてもらおうか」

「くっ……！　おぼえてろーっ！」

　憮ぶ然ぜんと通り過ぎる俺の態度に、悔くやしそうな叫さけびをあげるしかない小学生たち。

　うるさいのに構っている暇ひまはない。俺は早歩きしながら、こっそりと店から逃にげようとしていた小さい少女を捕ほ獲かく。

　走るのがめちゃくちゃ遅おそく、陸に上がった亀かめを捕つかまえるようなイージーさだった。

　軽すぎる身体を両手で抱え上げ、ロビーのベンチへ座らせる。

「勝負パンツを欲しがっている原女の小学生を探しているんだが」

「…………（ふるふる）」

　小刻みに首を左右に振ったのは、雪うさぎ仮面の少女。

　彼女の足元に追つい随ずいしていた既き視し感かんのあるオートマトンに近づくと『ピピピ、寺てら原はら小こ雪ゆきサン、カワイイヨー』とお馴な染じみの自動音声が流れた。

「寺原家オリジナルのオートマトンを使っている人物は、俺の妹しかいないんだよなぁ」

「……同どう姓せい同名……世の中はひろい……」

「仮想空間だろうと注意深く聞けば妹の喋り方くらい分かるし、ミカエルが現れた途と端たんに動どう揺ようしすぎだろう。勝負パンツとか言い出したのは、俺の介入を避さけるための安全策か？」

「…………もくひけん」

「原宿ヴァーチャルランドに黙もく秘ひ権けんはありません」

　小こ賢ざかしい黙秘権を却きやつ下かしてやる。

「今日は一緒に寝ねてやるから」

「……おふろは……？」

「風ふ呂ろも……まあ、今日だけなら特別に」

「…………（すっ）」

　俺が提案すると、少女は改心したように正座。あっさり仮面を外した。

「……ゆるしてください……もうしません……はんせいしてます……」

　正体がばれた小雪さん、渾こん身しんの土下座謝罪。

「り、リーダーぁあああああああああああああああ……！」

　頼みの綱つなだったリーダーがコロッと謝罪したことで、派は閥ばつメンバーが涙目状態になっている。恐おそらく、派閥の中じゃ恐きよう怖ふと崇すう拝はいの絶対的な存在だったのだろう。

「どうして依鈴や楓に意地悪したんだ？」

「……お兄ちゃん……うばわれちゃうとおもった……。小雪のだいすきなお兄ちゃん……風邪かぜで……同情をさそったりもした……ごめんなさい……」

　しゅん、と意い気き消しよう沈ちんしてしまう小雪。偶ぐう然ぜんひいた風邪も利用し、俺を暮無楓から引き離はなすための計画的な策略だったのか……。

「……いもうとは小雪なのに……いもうとのにせもの……いっぱいふえて……こわかった……。だから……いなくなっちゃえばいい……っておもった……」

　ちょっと叱しかるつもりだったが、気落ちした小雪の言い分は子供として、まだ幼い妹として仕方ないことかもしれない。むしろ、まったく悪い気分はしなかった。

　甘える機会も少なく、兄が他ほかの小学生と遊んでいたら孤こ独どく感かんを拗こじらせるのも頷うなずける。

「血の繫つながった妹は世界でただ一人。小雪だけだよ」

「……お兄ちゃん……おにいちゃぁあああん……」

　俺の胸に飛び込み、スリスリと甘えてくる妹。原因が兄にあるとしたら、病やんだメンタルをケアしてあげるのも兄の務め。

「……これからは……お兄ちゃんになんでも従う……。いすずちゃんとヴァンパイアをはいごから殺……じゃなくて……はいごからサポートする……ねっ」

「お、お前らが仲良くしてくれるのが一番だ……」

　我が妹は物ぶつ騒そうなことを言いかけた気がするが、幻げん聴ちようだと願いたい。

「リーダーの兄君でありましたか！　いやーっお強かった！　我々《ブリザーダスト》は、リーダーの兄君であるミカエルにも忠誠を誓ちかわせていただくのであります！」

　なぜか、原女の女子小学生たちに敬礼される。変わり身の速さがすごい。

「……お兄ちゃんにたてつくやつ……根こそぎ殺……おしおきする……ねっ」

「いや、穏おん便びんに仲良く遊ぼうな……。兄からのお願いだ……」

　ひょんなことから《ブリザーダスト》を傘さん下かにしてしまったが、大天使ミカエルはこれからも仮想空間へ舞まい降り続けるだろう。

　ノーゴスキュア・ノーライフ。

　それが千ち秋あきの幸せであり、弟で子しや妹の幸せでもあり、俺の幸せでもあるなら。

　世間に「幼女ゲーム好きのぼっち」と蔑さげすまれても、同年代に「幼女としか遊ばないロリコン」とバカにされても、自信を持ってこう言い放つことができる。

　好きなことして遊ぶのに、年ねん齢れいや世せ間けん体ていを考える馬ば鹿かがいるかよ、と。

「あー、寺原くんじゃーん。またロリと遊んでる的な流れー？」

　こうやって偶然ながら来店したビッチさんに出会ったとしても、今現在ロリに囲まれている状じよう況きようだとしても、俺は動揺することなく胸を張りながらこう言い返すんだ。




「遊ぶのは当たり前だ。渋谷の幼女はだいたい友達だからな」







[image: エピローグ]




「おそーい。今まで何してたの……って、聞くまでもないけどさぁ」

「もちろんゴスキュアだ」

　六月某ぼう日じつの金曜。玄げん関かんを開けた瞬しゆん間かん、遭そう遇ぐうしたのは素す晴ばらしき日常。

　出で迎むかえた千ち秋あきが呆あきれ顔で苦言を呈ていするまでは同じだが、はっきりと『遊んできた宣言』したのは久しぶりだ。

　俺の鞄かばんを自然に受け取り、手て馴なれた手付きで二人分のスリッパを用意する千秋。

　学校では誰だれとも会話しなかったが、放課後に寄り道した〝すまいるすてーしょん〟では三日分ほど喋っている。このコミュ力を高校でも発揮したい……。

　戻ってきたゴスキュア中心の日常だが、唯ゆい一いつ変わったことがあるとすれば──

「お邪じや魔まします。お世話になります」

　愛弟子である依い鈴すずの存在。今日は千秋が企き画かくしたお泊とまり会があるので、依鈴はお泊まりセットを持参し、俺と共に寺てら原はら家へとやってきたのだ。

「あれ？　依鈴ちゃんのお友達も連れてきたの？」

「えっ？　わたしに友達はいませんけど」

「だって、ほら。そこに──」

　千秋が俺たちの背後を指さす。つられて俺と依鈴が振ふり返ると、玄関先には見知った小学生が腰こしに両手を当てながら仁に王おう立だちしていた。

「あーっはっはっは！　お泊まり会と聞いてやってきたわ！」

　不法侵しん入にゆう者しやの暮くれ無ない楓かえでが。

「どうして暮無さんがいるんですか！」

「ざんまいさんがお泊まりセット的な荷物を持っていたから、女王の勘かんが働いたのよ。ミカエルの家にお泊まりする気だ、とね」

「このストーカー女……！　帰ってください！」

「やだ！　私もお泊まり会する！」

　喧けん嘩かしそうという単純な理由で依鈴が誘さそわなかったのだが、ここから追い返すのも忍しのびない。すでに夜六時を過ぎているし、向こうの親が許可しているなら泊めたほうが安全だ。

　迷っていると、靴くつを脱ぬいで玄関を上がってきた暮無楓が、俺の懐ふところに身を預けてきた。

「ミカ……ハジメお兄ちゃんは許してくれるわよね？　楓はお兄ちゃんと遊びたいな～」

「気持ち悪い猫ねこ撫なで声はやめてください！　師し匠しよう、妹気取りの変態女に惑まどわされてはダメです！　暮無さんはおねしょするタイプですよ、きっと！」

「はぁ!?　失礼ね！　女王はおしっこなんてしないのーっ！」

　廊ろう下かにて微笑ほほえましいキャットファイトを始めた二人。リビングからひょっこり顔を覗のぞかせていた小こ雪ゆきが、貧弱な瞳ひとみを潤うるませている。

「あっ！　ミカエルの妹！　最後に会った頃ころより妖よう精せい感かんが増したわね……なんていうの、こう、頰ほっぺたをぺろぺろしたい犯罪的な幼おさなさを感じるわ」

　おい、吸血エロ幼女。

「……いぢめそうなひと……こわい……」

　身を縮めながら震ふるえているものの、素すなのか演技なのか兄にも見破れない……。

「はいはい、小雪ちゃんが怖こわがってるから喧嘩しないの。二人とも謝って仲直り」

　見かねた千秋が仲ちゆう裁さいに入ると、大人しくなった二人は「ごめんなさい……」と申し訳なさそうに謝っていた。俺はこういうとき傍ぼう観かんするタイプだから、いつも助かってるー。

　お母さん。俺の幼おさな馴な染じみは、お母さんの領域に突とつ入にゆうしているのでは？

　寺原兄きよう妹だいを生んだ母さんは何者だ？（哲てつ学がく）

「楓ちゃん……だっけ？　せっかく来たんだし、今日は泊まっていきなよぉ♪」

「え？　いいの？」

「両親の許可をもらってるなら、アタシとハジメくんは大だい歓かん迎げいだよぉ」

「わーい！　美人なお嫁よめさん、ありがとーっ！」

　猫かぶりモードの暮無楓が、千秋の懐に抱だき着く。

「美人なお嫁さんって……もう、何言ってるの～。ただの中学生だからぁ」

　千秋はまんざらでもない。こいつ、小学生の手のひらで踊おどらされているぞ。

　ぷっくりと頰ほおを膨ふくらませた依鈴は年相応っぽくて愛らしいが、氷点下クラスの凍こおりついた眼光を覗のぞかせた小雪──あれは駄だ目めだ。暗殺を企たくらんでいる魔ま獣じゆうの顔だ。

「……小雪を……いぢめないで……ねっ……」

　幼女をいぢめるのはお前だろ。

「お山の大将として悪名高い暮無さんが怖いんですよね」

「あーはっはっは！　弱者にも優やさしいと絶賛の私にいっぱい甘えなさい」

　くれぐれも変なことするなよ、という無言の圧力で小雪を凝ぎよう視しすると、はにかみフェイスを返された。熱ねつ烈れつに見つめられていたと勘かん違ちがいしたらしい。

　この三人が揃そろうと、小こ競ぜり合いの香かおりが充じゆう満まんする。頼たのむからトラブルとか揉もめ事を起こさないでくれ。親おや御ごさんに謝罪巡めぐりするのは俺と千秋なんだから。

「さて、晩ごはんにしよっか♪」

　キッチンから漂ただよう濃のう厚こうな手料理の匂においは、眠ねむっていた涎よだれを大量に分ぶん泌ぴさせる。

　三人の小学生は空腹に従い、無む邪じや気きに頷いた。




　今夜はオールナイトでゴスキュアパーティ。

　クセの強いメンバーが揃ったから、眠らない覚かく悟ごで挑いどまないとな。





※






　残ざん間ま依鈴、一人のお風ふ呂ろです。

　晩ごはんの後、先に入浴していた師匠が浴室を施せ錠じようし、

『幼女（妹含ふくむ）の乱入を固く禁ず』

　と書かれた紙を浴室の扉とびらに貼はりつけていたので、背中をお流しすることができなかった。

「ふう……」

　軽くシャワーを浴びて、緑黄色の入にゆう浴よく剤ざいに染められた湯船に浸つかる。小雪さんの趣しゆ味みなのか、雪だるまのオモチャもぷかぷかと浮ういていた。

　普ふ通つうなら溶とけちゃうよ、雪だるま。小雪さんは意外と攻せめるタイプだったり……？

　というか、よく考えたら師匠と同じお湯に浸かっているんだよね。お父さんの後にお風呂へ入ったりしても、特に何も思わないんだけど──

「なんとも言えないドキドキ感が……」

　他人の家に泊まるのも二回目だし、最近は誰かと会話する機会も格段に多くなった。

　慣れていないことが重なったため、脳が混乱しているのかも。

「東京に来て……よかったな」

　気持ちを切り替かえようと、わたしは腰を深く下ろしながら深呼吸。

　そろそろ身体からだを洗うため、思いっきり立ち上がった瞬間、

「超ちよう絶ぜつ美少女にして渋谷の女王が失礼するわ」

　浴室の扉が開放され、生まれたままの姿を晒さらし出す変態女が堂々と入室してきた。

「な、なななっ!?」

　わたしの両手が条件反射的に動き、股こ間かんと胸を隠かくしてしまう。

　暮無さんに裸はだかを捧ささげたら、襲おそわれそうで恐おそろしいよ。冗じよう談だん抜ぬきで。

　起き伏ふくの乏とぼしい全ぜん裸らで相対し、謎なぞの沈ちん黙もくが流れる二人。

「なんで警けい戒かいしてるのよ。日本の伝統、裸の付き合いをしにきただけなの」

　わたしの変態警報が発令。緊きん急きゆう退たい避ひなり。

「ま・ち・な・さ・い」

「きゃあっ……!?」

　また！　この女は！　わたしに抱き着いて！

「逃にげられないわよ。私、筋トレしてるからっ！」

「どこ触さわってるんですか……！　やめっ……はなして……！」

「この私が身体を洗ってあげるんだから感謝しなさい。すべてを曝さらけ出すのよ」

　自らの胸むな元もとへボディソープを垂らした暮無さんが、わたしの背中に裸体を擦こすりつけてくる。お世辞にも柔やわらかいとは言えない胸が往復し、摩ま擦さつにより生じたヌメりと泡あわが二人を包み込んでいった。

「意外と……うっ……んっ……難しいわね」

「やっ！　やめて……もういいですからぁ！」

　湿しめった白い泡と身体が擦すれ合う、くぐもった音。

　浴室の温度が上じよう昇しようしているのか、わたしの体温が上昇しているのか……暮無さんの体温と混ざり合って、熱を帯びた思考回路がうまく回らない。

「あっ、んっ……ちょっと、あまり暴れないでちょうだい！」

「暴れますよ……！　女の子同士で……こんなのおかしいです！」

　わたしのお尻しりや腰を撫なで回し、胸や太ももにまで魔手を伸のばしてくる暮無さん。

　この変態、調子にのってきた。息いき遣づかいが荒あらくなってきたよ！

　一進一退の攻こう防ぼうを繰くり広げていると、床ゆかに散乱していた泡に足をとられ、

「あっ……!?」

　二人仲良く、派手に転んでしまう。

　あろうことか、仰あお向むけのわたしに暮無さんが四つん這ばいで覆おおい被かぶさるような体勢になってしまった。食べられる。これは食べられてしまう。

　師匠、千秋お姉さん、助けてください……。ジャガイモ娘むすめが……食べられてしまいます。

「ざんまいさん、ありがとう……」

　耳を疑う。視線を逸そらした暮無さんから、まさかの感謝を受け取ったからだ。

「アナタがいなかったら、私はスノウに負けて救世主ゴスロの幼女リスタをやめていた。ミカエルと再会することもなかった……アナタが来てから、止まっていた時間が動き出したの」

「大げさですよ。わたしは救世主ゴスロの幼女リスタデビューしただけです」

「真のヒーローはね、自分が助けたとは言わないものなのよ。そういうざんまいさんを、私は仲間にしたい。ペットとかじゃなく、堕ルシ天フア使ーみたいに私の片かた腕うでとして迎むかえたいの」

　ふざけていない。瞳の奥が真しん剣けんだ。

　暮無さんはわたしに覆い被さりながら、一点の曇くもりなく見つめてくる。

　救世主ゴスロの幼女リスタとして認めてくれた……のかな。

「二人だけの《絵本の魔ま女じよ》は、その場凌しのぎの同盟に過ぎません。わたしは師匠の──大天使ミカエルの側そばに寄り添そうだけです」

「ランカーが多い渋谷は、新しん宿じゆくや池いけ袋ぶくろの派は閥ばつにも狙ねらわれているの。そんな幼女の火薬庫で、ミカエルとバレットは生き残れると思う？」

　新宿や池袋にも、渋谷に匹ひつ敵てきするほどの強い救世主ゴスロの幼女リスタがいるとは聞く。

　現在は自国の仮想世界だけだが、年内には全世界の救世主ゴスロの幼女リスタと戦えるモードが実装される、という噂うわさも根強い。

　救世主ゴスロの幼女リスタの大規模な抗こう争そうや、世界聖戦というシナリオも戯たわ言ごとではないのだ。

「わたしは、暮無さんが率いる《絵本の魔女》が世界最強だと思っています。そんな派閥にいたら、最強を倒す楽しみがなくなってしまうじゃないですか」

　勧かん誘ゆうを丁てい重ちように断ると、暮無さんは「くくくっ」と嬉うれしそうに含み笑い。

「それでこそ、私の好敵手ライバルに相応ふさわしいわ。早く私の膝ひざ元もとまで這はい上がってきなさい」

「集つどいし希望の銃じゆう弾だんを以もつて悪を撃うち滅ほろぼしますから、覚悟していてください」

　師匠の家で、しかも浴室で折り重なりながらという奇き妙みような状じよう況きようだけど──




　わたしたちは救世主ゴスロの幼女リスタとしての誓ちかいを交かわした。




　先に起き上がった暮無さん。

　差し伸べてきた手を、わたしが握にぎって立ち上がった……けど！

　暮無さんが濡ぬれた床でバランスを崩くずし、二人は組んず解ほぐれつ。湯船に張られたお湯へ盛大にダブルクラッシュしてしまった！

「お前ら……はしゃぐのは構わないが、時と場所を弁わきまえような」

　わたしは当たり屋の被ひ害がい者しやなのに、様子を窺うかがいに来た師し匠しようから呆あきれられてしまう……。




　今夜はオールナイトでゴスキュアパーティ。

　現実リアルでも暮無さんをぶっ倒す覚悟で挑まないといけません。
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あとがき




　まず初めに──お買い上げに感謝を申し上げると共に、読どく了りようしてくださりましてありがとうございます。

　前作からの方はこんにちは。今作からの方は初めまして。

『渋しぶ谷やのロリはだいだいトモダチ』……長いので〝渋しぶロリ〟とでも略しますが、この物語を書くうえで苦労したのはシュールな世界観のバランスでした。

　初期案は楓かえでの派は閥ばつ《絵本の魔ま女じよ》が現実の渋谷を実効支配していたり、大人より幼女のほうが権力者扱あつかいだったり──まさしく渋谷の女王でしたね。

　ロリを中心にした各陣じん営えいの抗こう争そうや、人間ドラマにしようかな～と企たくらんでいました。

　担当さんに「さすがにシュールすぎる」と言われてしまい、ほぼ書き直したのが渋ロリの原型になります。笑えて、可愛かわいくて、熱い──そんな欲よく張ばりすぎる物語を目指して。

　世界観自体は割と現実的にしつつ、ロリの派閥抗争やガチバトルというシュールさを楽しめるような作品に仕上げてみました。

　合法的に女子小学生と遊べるゲームという、そこはかとない犯罪臭しゆう。

　私たちの世界でゴスキュア的なゲームが実用化されたとしても、怪あやしい目的でプレイするのはやめましょう。

　ゴスキュアおじさんを許してくれるのは、千ち秋あきみたいな優しいＪＣだけですよ。




　本作の主人公は創はじ芽めですが、女子小学生サイドの主人公とも呼べるのが依い鈴すずです。

　実質のダブル主人公みたいなものですね。

　今は自他ともに認めるクソダサ系ＪＳですが、彼女の成長物語でもあるので、もっと強く可愛くカッコよくなっていく姿を期待していてください。

　ちなみに、楓はダブルクラッシュ系ＪＳ。

　敗北するくらいなら、相手も道連れにしようとするプライドの塊かたまり。

　小こ雪ゆきはジャスティス系ＪＳ。

　兄が絶対的な正義だと信じ、それに従う自分も絶対的な正義。

　渋ロリの都会幼女はいろいろ拗こじらせていますねー。

　依鈴には都会の色に染まらず、素直で純じゆん粋すいなままでいてほしいと願っています。

　（ゲス幼女のイラストはないですが、私は結構気に入っているキャラです……！）

　イラストを担当して頂いた玉たま之のけだまさん、本当に可愛すぎるイラストをありがとうございました……！　（すずざんまいのイラストは玉之さんのアイディアです）

　ゴスロリ服も秀しゆう逸いつなデザインにしてもらい、依鈴たちを魅み力りよく的に描かいてくださいました。ラフの段階でも素晴らしく、ロリを描かせたら右に出る者はいませんね……！




　原げん稿こうが佳か境きように差し掛かかった頃ころ、担当さんが部署異動になってしまい、変則的に二つの部署を掛け持ちして頂きました。

　新部署の仕事でご多た忙ぼうの中、一巻の編集作業を継けい続ぞくしてもらったことに、多大なる感謝を申し上げます。新人賞からの短い期間でしたが、大変お世話になりました。

　これからは新担当さんと渋ロリを続けていけるように、より一層頑がん張ばっていきます。




　最後に──渋ロリの世界は広いです。

　一巻では伏ふく線せんも結構残していますし、まだ渋谷区の幼女しか登場していません。

　頭の中では世界聖戦まで構想しておりますので、応おう援えんしてもらえると嬉うれしいです！




　皆みな様さまにまたお会いできることを期待して。あまさきみりとでした。
















カバー・口絵・本文イラスト／玉之けだま

カバー・口絵・本文デザイン／伸童舎










渋しぶ谷やのロリはだいたいトモダチ１




ノーゴスキュア・ノーライフ








あまさきみりと





[image: ]





2017年12月1日　発行





(C)2017 Milito Amasaki, Kedama Tamano





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

角川スニーカー文庫『渋谷のロリはだいたいトモダチ１　ノーゴスキュア・ノーライフ』

2017年12月1日　初版発行





発行者　三坂泰二

発行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ

〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3





ＫＡＤＯＫＡＷＡ　カスタマーサポート

［WEB］http://www.kadokawa.co.jp/

（「お問い合わせ」へお進みください）















item/image/cover.jpg
C/
BIR=—-E





item/image/i-bookwalker.jpg
AT

BOOK>~WALKER





item/image/img-m005.jpg





item/image/img-m006.jpg





item/image/img-m003.jpg





item/image/img-m004.jpg
in
CnQos

o &Y ¢'W Y

NEY

Flowor®EBeEIED o BRI o





item/image/img-m007.jpg
B 1 oRE AR o SSoSPR





item/image/img-m008.jpg





item/image/img-p195.jpg





item/image/img-p033.jpg





item/image/img-p077.jpg





item/image/img-m001.jpg





item/image/img-m002.jpg
R SR R0 5312 Il U S (e Bl e S Ihal]





item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		CONTENTS



		プロローグ



		一章　幼女と遊ぶ高校生、幼女とは遊ばない小学生



		二章　弟子と元弟子



		三章　大規模作戦・赤漆喰の大天使



		四章　天使が消えた日



		五章　二人だけの派閥



		六章　ノーゴスキュア・ノーライフ



		エピローグ



		あとがき



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/img-p281.jpg





item/image/logo-sneaker.png





item/image/img-p243.jpg





item/image/img-p121.jpg





item/image/img-p240.jpg





item/image/img-p049.jpg





item/image/kuchie-001.jpg





item/image/img-p092.jpg





item/image/kuchie-006.jpg
O]
Z00-—%--003
—2-PREBSERE. D& FBIERVNSRE 026
-:ii"EEEFd:5i§E§§'"°79
ARL=-Y3 Y Z53vyF+ -0
S8 KREER - FRRBODAKSEE 161
m=--XELHE -8 203
58--Z AIEIFDIRMA 228
&) =TJRFa7 - ) —5107250
IE0-9-2n

HENE 282

O « AXA FA N/ BZVER
O - ANTYA >/ ES





item/image/kuchie-004.jpg





item/image/img-p173.jpg





item/image/kuchie-005.jpg





item/image/gaiji-100.png
100





item/image/kuchie-002.jpg
NEEL

A% 27T
B,
DICEDLIELN,

BRE) 22%FD

s,
="
T

=

Fx=s |l
N Tl ]

flifs






item/image/kuchie-003.jpg





item/image/img-p057.jpg





